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　小高い丘のように横たわった巨人が、草原に大きな影を落としていた。

　朝が近づきつつあるものの、まだ薄暗い空の下である。はっきりとその姿を見ることもできず、ただ響くのは巨人の息の音ばかりで、それはすでに、浅く、速い。

　人間と戦い敗れた彼は、もはや死を待つばかりとなっていた。

　そんな巨人の唇が暗くら闇やみの中で小さく動き、かすれるような言葉が漏れる。

『ボクの名はナージュって言う……聞いているかい、人間の王女？』

「ええ、聞いてるわ」

　そう勝ち気な声で答えたのはフェシナス王国の王女、カルセオラリア。

　彼女が明るい栗くり色いろの目を巨人に向けると、同時に金色の長い髪がふわりと揺れる。

「続けなさい巨人」

『何を話せばいい？』

「そうね、例えば――。あなたの生まれは？」

『……生まれたのは、リストアギのテュトニー村。母さんの名は、テューズ……父は……もう昔のことで忘れちゃったな』

「もっと聞きたいわ。続けて」

　そう促したカルセ王女は、耳をそばだてながら視線は手元に戻す。守護女神ユノ・リスピタの神官帽をかぶる彼女の手には、神官プリーストだけが持つことを許された杖つえがある。

　今その杖の先は巨人との戦いで傷ついた友人の騎士に当てられており、夜の闇やみの中で、濃く青い色をした水のエレメント――魔法の光が踊っていた。

　巨人は話を再開する。

『家にはトトという仔こ牛うしがいて……あと何だったかな……。近くにちょうど遊び場にいい、池があったんだ。……そこで小魚をよく捕って…食えやしないんだよ。……でも友達と』

「そう――」

　暗くら闇やみの中でカルセ王女の顔は陰いん鬱うつに俯うつむく。

　巨人の言うリストアギ地方のテュトニー村の名は、彼女も知っていた。もちろん巨人など住んでいない。人間の住まうただの村だ。

　巨人の小山のような胸が鞴ふいごのように動いて、酷ひどく咳せき込こむ。

　――もう長くは保もたないだろう。カルセ王女は巨人を見上げて言った。

「巨人のナージュ。私は重要なことをあなたの口から聞かなければなりません。あなたはいつ『魔王』と出会い、その姿になったのです？」

『八つの歳としに……。森の中で……きれいな金色の鹿しかを見つけたんだ……』

　巨人は苦しげに息継ぎをする。

『それがたぶん魔王ミトラス・アグディスティスだった』

「その金色の鹿に『魔王の契約』を持ちかけられて、あなたはそれに応こたえたのね？」

『……魔王の契約って？　何…………？』

「いえ、構わないわ巨人。少し休みなさい」

　そうカルセ王女が言うまでもなく、巨人の息の音は闇の奥に消え入るように小さくなって聞こえなくなる。

　もう何度、こんな話を魔物たちの――元は罪のない人間だった者たちの口から、聞いただろうか。

「あなたが、そんな悲しい顔をする必要はありませんよ――」

　横たわってカルセ王女の魔法治療を受けている、騎士リトエル・アイエテスがそう言った。右腕と右足をこの戦闘で折った彼は、憎々しげに言う。

「大体あの巨人にしたって、いい気なものです。最後に人間だった自分を告白するくらいなら、戦わなければいいものを……」

　カルセ王女と騎士リトエルの周りには、大勢の負傷兵がいた。重傷者の数も多い。

　いま彼らは魔王の城に急襲をかけており、そこであの巨人と戦闘になった。お互いの遭遇は偶然だったが、人間たちは敵地の真ん中で深刻な被害を被こうむることになったのだ。

　だがカルセ王女の考えは違う。

「聞いていたでしょうリトエル。彼は子供だったのよ。そんな何も分からない内に魔王と遭遇して、理解できないまま契約させられて巨人になった。彼らは巻きこまれただけの被害者よ」

「しかしそんな理屈は……」

「それでもよ――。彼らまで敵だと思ったら、私たちは勝てない」

　カルセ王女は、凛りんとした表情で早朝の薄寒い草原の向こうを睨にらむ。

　その視線の先には、巨大な一つの岩を堀り抜いて造られた城がある。魔王ミトラスの住処すみかだ。今その中を、精せい霊れいファウナに選ばれし勇者アティスが、魔王の元へと向かっている。同じく精霊ファウナより祝福を授けられし新たなる国・フェシナス王国は、彼を最大限に支援しなければならない。

　だがそんなカルセ王女をさらに試すかのように、新たな知らせが舞い込む。

「大変です！」

　早朝の闇やみの中を危険も顧みず、馬が駆けてくる。周囲の偵察に出していた、フェシナス王国の兵士である。

「東から魔物の大軍が――ものすごい数です！」

　その悲鳴のような報告に、人間たちは次々と、まだ日の昇らぬ東の地平線を振り返る。

　夜闇の黒い平原の向こうにあるのは、紫に濁った不吉な朝焼け。その境目が、よく目をこらせば波のようにうねっていた。

「何てこと……」

　魔物――巨大な『人ならざる者たち』が、地平を埋めつくして押し寄せようとしている。



    

  
    
      



    

  
    
      　その影だった。



　岩を魔物が堀り抜いた灰色の洞どう窟くつの中を、勇者アティス・ガラテイアは走っていた。その後ろから壁と天井を、三匹の巨大な蟹かにが追いかけてくる。

「しつこい――」

　アティスは聖剣エウリュトスを引き抜き、背後に向け振るう。その一振りで、剣の軌道から放射状に雷らい霆ていの滝がほとばしる。背後の魔物蟹は周囲の岩ごと粉々に飛び散り、その体液混じりの脚や甲羅が糸を引いて床にぶちまけられた。

　だが結果さえ確認することなく、アティスは走る。

「……大丈夫だ」

　奇襲は成功している。魔王の城に入ったというのに、魔物の姿はほとんど見かけない。

　そして天てん空くう人びとのもたらした三種の聖武具も、これまでと同じく人間の理解を超えた力を与えてくれていた。今回は潜入作戦に都合のいい聖剣エウリュトスと聖盾リノスだけを持ってきたが、この二つで充分以上の戦果を上げている。

　魔王ミトラスと名乗る、人間と生命を狂わせる元凶との対決。

　そのためにアティスは先を急がねばならない。

　――だが自分をけしかけながらも、アティスの心は重くのしかかる思いに苛さいなまれていた。

　アティスはカルセ王女との約束を破らんとして、今ここにいる。そしてそのことを当のカルセはまだ知らない。

「カルセは今だってがんばってくれているのに……」

　――いや。もうこの十年間。カルセはずっと耐え続けてきたのだ。

　アティスは精せい霊れいファウナの予言せし勇者として、幼いころ、今のフェシナス王国・マイダス王に拾われた。家族同然に育てられたアティスは、実際自分でも驚くほどの剣技の才を、次々と発揮させていった。

　そんなアティスとカルセ王女は、幼いころにたった一度だけ、深刻な衝突に陥った。

「他人の子が父を奪うな！」

　そう泣いて喚わめかれたのだ。

　あんなカルセを見たのは、あとにも先にもその時だけだった。大人のマイダス王ですら困惑していた。『他人』と突き放されたアティスもまた、傷ついた。

　だがアティスは、そこで退くことはできなかった。

「じゃあ将来、結婚しよう」

　それが幼いアティスの提案だった。いま思い返しても、あまりに愚かしい申し出だった。だがそれでも、そうするしかなかったのだ。

　アティスたちフェシナス人には、国がなく、王がなかった。

　夏の終わりに収穫をすれば思いつきのように軍隊が押し寄せ、人と命と食糧を奪っていく。そんな土地だった。アティス自身も焼き討ちを受け、滅ぼされた村の戦災孤児だったのだ。

　だからフェシナス人の代表として英雄にならなければならないアティスは、王になろうとするマイダスと距離を置くわけにはいかなかった。それでは国が分断されてしまう。まだ子供の考えだったが、それでも必死だったのだ。

　――カルセの意志などアティスは、これっぽっちも考えていなかった。

　しかし無む茶ちやな婚約の提案以来、カルセは一切の不平を口にしなくなった。彼女は何か、覚悟を決めたようだった。

　そんな幼い二人の決断が相当にショックだったのだろう。マイダス王もカルセに対する態度を改めた。

　やがて建国宣言によりフェシナス王国が誕生したその日の夜――二人がまだ十二歳の時。マイダス王は二人に対ついとなる聖せい廟びよう石せきの腕輪を、婚約の証あかしとして贈ってくれた。それは今もアティスの腕に嵌はまっていて、透き通るような水色の輝きを放っている。

　腕輪に施された細かな刻印は対となり、願いがかなえば二つを一つにして聖地の神殿に納める。そういったものだった。

　これを父から贈られた時、カルセは本当に幸せそうだった。

　アティスとマイダス王の事情があって、カルセはいつだってそれにつきあわされただけだ。しかし彼女はそれを受け入れ、自分のものとしたのだ。

　だからこそこの日、三人は家族となったのだ。それは絶対の約束であるはずだった。

　なのに。

「ごめん、カルセ――」

　アティスはこの魔王討とう伐ばつを、絶対に成功させなければならない。

　それは魔王の悪を憎むからではない。フェシナス王国がまだ弱小の新興国家だからだ。魔王討伐はフェシナス王国の威光を世界に放つ、最初で最大の偉業とならなければならないのだ。二十万人のフェシナス人たちの未来がかかっている。

　失敗は絶対に許されない。

　だから。

　――アティスはカルセとの約束を裏切り、一人暗くら闇やみの中を駆けている。



　カルセ王女は早朝の闇の中で、周囲の兵士たちを見回して言った。

「魔物はここで食い止めるしかないわ」

　勇者はまだ戻らない。そして大勢のケガ人が出ていて動けない。魔物たちとの和解の余地も、最初から存在しない。

「私は、私とともに行く決死隊を募ります」

「頼もしいですな。王女殿下自らとなりますと――」

　どこか楽しげな口調で答えたのはレーゲン大尉だった。軍人としての勇者アティスの部下で、この奇襲作戦でフェシナス王国の兵士たちを率いてきた指揮官でもある。

　厚い鉄てつ鎧よろいに身を固めた彼は、周囲の部下たちを見回して言う。

「まあ、動ける奴やつは全員来るでしょう。これでも精鋭です」

　ケガ人だらけの部下たちを見回して、レーゲン大尉はそう言った。

　対してカルセはもう一度、魔物の大軍を見る。

　こちらの動ける者は二百人ほど。魔物はざっとその二十倍ほどいるのだろうか？　そして魔物の一体一体が、人間のかなう相手ではない。

　冷たい空気の中で表情が緊張して固いのが、自分でも分かった。

　レーゲン大尉は肩をすくめる。

「何せフェシナス王国は、精せい霊れいファウナの祝福を授けて誕生した新国家。その選ばれし義務を果たすためですから。ご加護ありますよ」

「そうだといいわね……」

「案外死ぬ気でやった方が死なずにすむもんです」

　カルセは大尉の軽口に頷うなずくと同時に、少しホッとした気分だった。

　自分が気負うまでもなく、レーゲン大尉は現実を把握した上で、カルセの無む茶ちやに賛同してくれたのだ。彼は戦いに長たけ、知り尽くした戦士なのである。だったらカルセはいつも通り、命がけで盛り上げ役に回ればいい。

「全すべてまかせるわ、大尉。あと先ほど言った通り、私も行きますから」

　レーゲン大尉は上機嫌に口笛を吹いた。

「ぜひぜひそうして下さい。バカどもも喜びます」

　王女の同行を止めもせず、彼はさっそく部隊の編成に取りかかる。

　その場に残されたカルセの方は、らしくもなくため息をついた。レーゲン大尉はカルセがどこにいても、仮に今すぐ逃げ出したとしても、結局は死ぬと思っているのだ。それが彼の軍人としての現状認識なのである。なかなかに厳しい状況だった。

「私も行きます、カルセ王女」

　そう言ったのは彼女の前で横たわる、騎士リトエル・アイエテスだった。彼はまだカルセの施した青い光を纏まとわせている。水アクアのエレメントがリトエルの周囲にある種殻テスタという霊れい智ち物質に働きかけ、その身体を治療している証あかしだった。カルセは横に首を振る。

「……すでにあなたの働きは、皆を守るための立派な――」

「待って下さい！　アティスはまだ戦っているのに、私がこんなところで」

　だがもがき起きあがろうとする騎士リトエルは、やはり立つことすらできなかった。

「私はあなたを誇りに思うわ」

　指先で灰色の土を掻かきむしって悔しがるリトエルをそうなぐさめると、カルセは立ち上った。他の女神官を呼んで、リトエルのことをまかせる。

「それでは、行きましょう！」

　準備の整ったレーゲン大尉と兵士たちに告げると、カルセは彼らを率いるように先に歩き始める。魔物と戦うにしても、ひとまず負傷兵たちとの距離を、充分にとらなければならない。

「王女自ら先頭を行くとは、剛ごう毅きですな」

「え？」

　驚いて振り返ったカルセに、後ろから槍やりと盾を持って続くレーゲン大尉が苦笑して言う。

「古いにしえの習慣として先頭に立つのは、兵士の中でも一番の豪傑の役割です。いつもは勇者アティスがそこを歩きます」

　カルセは慌てて左右を振り返った。だが今さら引き下がるのもみっともない。もう開き直ることに決める。

「先頭を歩きたい気分なのよ。私たちはこの一戦に勝って、フェシナス王国を揺るぎないものにする。そんな戦いで王族が先頭を歩くのは当然よね？」

「ご存分に」

　レーゲン大尉はカルセの取り繕いに笑うと、手にした槍を上げて部下たちに合図する。行軍しながら兵士たちは、それぞれの盾や防具を剣や槍で打ち始めた。

　バン、バン、バンと打ち鳴らされるリズムが、徐々に一つになっていく。士気が鼓舞され、行軍の歩調も一つになる。それぞれの鼓動までもが、一つの拍子になったかのようだった。

　カルセは緊張で唇を噛かみしめる。魔物たちも一切速度をゆるめず、どんどんと近づいてくる。

　やがて人間たちと魔物たちの間に、障害物が何もなくなった。

　それをきっかけに、角つの笛ぶえが吹き鳴らされた。

　同時に歩兵は横隊を保ったまま、早歩きから小走りにその速度を変える。

　続いてその両りよう脇わきを、槍ランシアを構えたわずかな数の騎士が追いこしていく。

　向かってくる魔物もまた、速度を増したように見えた――。

「？」

　そこでカルセは異変に気づいた。異変といっても味方の、である。両脇を追いこしていく騎士は、せいぜいで二十騎ほどしかいなかったはずである。

　それがなぜか、いつまでたっても途切れることがない。

「何だ？」

　レーゲン大尉も他の兵士たちも、この不思議に驚いて周囲を見回す。

　知りもしない、見たこともない鎧よろいを着た騎士たちが、尽きることなく彼らの両脇を追いこしていく。そこに翻るのは、同胞国たるリュディアの旗。その間を駆け抜ける、都市国家ノヴァ・イリオンの軽騎兵。トラキアのズラリと並んだ斧槍ハルバードが現れたかと思うと、今度はフェシナス王国にとって宿しゆく怨えんたる存在、ペルガムスの黒鎧騎士団までその姿を現す。さらにその後には、大量の歩兵までもが続いていた。

　気がつけばいつの間にか、人間側もまたものすごい数に膨れあがっていた。そしてそのまま両軍の先頭集団が激突する。

　人間と魔物が同時に発する突撃の喊かん声せい。途切れることのない、鉄と肉のぶつかる鈍い音。

　そのころにはもう、カルセたちは一いつ旦たん前進を止めなければならなかった。

　疲労した負傷兵混じりの二百人足らずが、激戦地帯に飛び込んでも邪魔になるだけだ。やるべきことが変わってくる。

　カルセとレーゲン大尉が今後のことを協議していると、一頭の騎馬が駆け、カルセたちの元へ回り込んできた。

「際どいところで、間に合ったようだ」

「お父さま？」

　カルセは馬上の父を見上げる。フェシナス王国の英雄王マイダス・エウパトールもまた、自らこの戦場に駆けつけていたのだ。

「諸国会議が際どいところでまとまった。――まあどのみち多国軍など連携ができるはずもない。こういう使い方でよかったのだろうよ」

「我らが王よ！」

「エウパトール王！」

　兵士たちからの呼びかけの声に、マイダス王はしっかりと頷うなずいた。

「これよりこの隊の指揮は私が執る。――諸君らには精せい霊れいファウナの加護がある。そしてこれは我らが戦いだ！」

　たった二百人足らずが、広い戦場全体に響き渡るような歓声を上げる。槍やりが旗が剣が、空に向けて突き上げられた。

　マイダス王は馬上から、気丈な我が娘を見下ろす。

「カルセオラリア、ご苦労だった。アティスは今どうしている？」

「勇者はすでに魔王との決戦に向かいました。必ず勝利し帰ってくると」

「そうか……」

　マイダス王は馬主をめぐらし、巨大な岩のような魔王の城を睨にらんだ。

　だがその表情はなぜか苦いものだった。



「ここが『根元の白』の間……」

　巨大な石の扉を抜けた勇者アティスの声が、真っ白な広大な空洞にわんわんと響く。

　そこは過大な誇張抜きに、ほぼ完全に白一色で塗りつぶされた部屋となっていた。壁と床の境目さえ、白すぎてはっきりとしない。中へ歩いていくと体が浮いているような、そんな錯覚にすら陥る。

　アティスは気を引き締めて、正面を睨んだ。

　そこにはこの部屋にある唯一のもの――人の背丈ほどの大きな黒い石があった。実際は黒といっても不思議な半透明で、見ていると吸い込まれそうな美しい色だった。

　――僕は見とれているのか？

　そう気づいてアティスはハッと意識を保った。ここには魔王がいるのだ。いなければならない。そういう前提で来ている。ならば、油断するなどというのは馬ば鹿かげた話だった。

　――そう気づけたから命だけは助かった。

　アティスの背後に全く無音のまま、真まっ赤かな顎あぎとと牙きばの列が開いている。そして獣の生臭い息。

「コイツは！」

　アティスは振り向きざまに聖剣エウリュトスを振るう。背景の部屋に溶けそうな真っ白な犬の首は、小こ馬ば鹿かにした目で空中を遠ざかっていく。その赤い目の中には、銀光の十字が光る。ならば。

「お前が魔王ミトラスか!?」

　問いに返ってきたのは笑い声だけだった。直後にアティスは己おのれの左右を、同じ白い犬の首に挟まれていることに気づいた。

「三本も頭が……！」

　聖剣の一振りで、一方の頭は追い払う。しかし左腕の盾にもう一つの頭が、牙を立てた。

「しまった！」

　聖盾リノスは魔物の牙の鋭さにかみ砕かれてしまう。腕まで持っていかれずにすんだのは、聖剣ですぐさま腕留めのベルトを切ったおかげだった。

　犬の顔はバリバリと聖なる盾を噛かみ砕きながら、一いつ旦たん満足したようにアティスから離れた。三本ともスルスルと部屋の真ん中、先ほどの黒石の方へと行く。いや犬の頭は元々そこから生えていたのだ。

　黒い丸石から生えた三つの首の六つの目。それがそれぞれ銀光の十字を宿したまま、別々の表情でアティスを見る。

『神じん祇ぎの礼もわきまえず、我が室むろに土足で踏み込む存も在のは何か？』

　真ん中の犬の首が問う。

　その声は抑揚のない平へい坦たんな濁った音色で、人間のようではない。――いやむしろ男の声、女の声、老人の声、子供の声、そのどれにでも聞こえ、結果どれにも似ていなかった。

「お前を倒しに来たのだ！　――生あるものから魔物を作り出し、地上に混乱をもたらす存在!!」

『混乱しているのはお前たちだ、人間よ。私はその願いをかなえ、契約テスタメントするだけのこと』

「偽るな！　誰だれが化け物になることを望む！」

　その問い返しが気に入ったかのように、犬の首は三本とも上機嫌に笑った。同時に巨大な黒い丸石から、のそりと三本首の犬の体が出てくる。

　――何を始める気だ。

　そう思う間にも首の生えた黒石は、世にも優雅で禍まが々まがしい大きな犬の姿へと変へん貌ぼうしていく。同時に三本首の犬の毛は、白から灰色へ、つややかな黒へと変わっていく。

　アティスは身構えた。そして道具入れの中から、天てん空くう人びとより授けられた黒真球を取り出す。金星結界キユテレイアと呼ばれる、別世界に相手を封じこめる禁断の結界だ。

　だが魔王ミトラスにとってはそれも、嘲ちよう笑しようの種でしかないらしい。真っ黒な犬の全身を震わせて、三本首で笑う。

『今さら天空あまさか人びとの結界など、我が身に通用するものか。それよりも私は、お前と契約テスタメントを結びたい。倒せぬ我を倒すなどという無駄なあがきはやめろ。我に従うのだ――』

　アティスは無言を貫く。犬はその抵抗すらうれしそうに笑った。三本首の前に、光り輝く赤と白と燈と青の小さな丸い紋様が現れる。エレメントと呼ばれる魔法の素だ。

　エレメントは思い思いに形を変えると、重々しい音を立てて組みあわさっていく。職人が作った金属細工のように、一つのまばゆい紋章が組み上がっていく。

『我に従え。さすればこの紋章が一つだけ一度きり、お前の本心からの願いをかなえる。お前は世界の半分を手に入れることになるのだ――』

　そしてアティスは決意を固めた。

　魔王の文もん言ごんは一字一句、天てん空くう人びとの調べ上げた通りだった。これは呪じゆ文もんであり、魔術の儀式の手順でもある。そこにアティスの方から、全く別の儀式をまず割り込ませる。

「お前の申し出を受けよう！」

『……何？』

「僕はお前の世界の半分を要求する。その返礼としてお前に僕の世界の半分を与える！」

　そう告げながら取り出したのは、切り札『ペナテスの円盤』である。手の中に入る大きさの、真円の赤い石。それを指に挟んで構える。

　途端に魔王の前のエレメントの塊かたまりは、それぞれが方向を反転した。逆さ方向のままなおも、細工模様のように組み上がって全く別の紋章を作り出す。

『……』『……』『……』

　魔王の三本首は沈黙したまま動きを止めている。天空人は本当に、魔王のことを正しく理解していたのだ。ならば。

　――彼らの言ったことは、やはり真実なのだろう。

　かつて魔王は天空人との大戦争により、切り札『金星結界キユテレイア』によって二度、封印された。

　一回目の封印が破られた時は、世界が三つ滅んだという。

　二度目の封印は百年と保もたず、再び破られた。

　おそらく三度目は効かない。だから魔王は先ほど、ああも勝ち誇ったのだ。

　そんな魔王ミトラスに天空人の出した結論は一つ。

　――『魔王は倒せない』のだ。

「だから！」

　アティスの持った『ペナテスの円盤』、その赤い表と裏にヒビが入り、光とともに割れていく。赤い輪が破滅的な光をもって、周囲へと広がり始める。

　アティスがいなくなっても、マイダス王が誕生したばかりの新王国で、フェシナスの人々を導く。だからカルセの平穏な幸福は、永遠にかなう。

　その本心からの願いがかなうのなら、それ以上アティスが望むことはなかった。

　これは儀式である。ただこのことだけを願わなければならない。アティスにはそれができた。

　――魔王の白い部屋は、全すべてを塗りつぶす神聖な赤い光に包まれ、あふれ出す。



　朝になって降り出した小雨の下で、赤い光の棘とげが魔王の城を内から外へと突き破り始めた。それは次々と城の表面を細かく割り、雲の垂れた空へ向けそそり立つ。

　激突中の人間と魔物の戦場で、カルセはその異様な光景に目を奪われたまま口を覆う。

「そんな……中にまだアティスがいるのよ!?」

　だがたった一言発する間に、魔王の城はどんどん粉砕され、崩壊の兆しを見せ始めた。

「カルセっ――よさぬか！」

　娘の様子に馬上から、マイダス王が叫ぶ。だがカルセはもう、魔王の城に向けて走り出していた。その無防備な姿に、小屋ほどもある熊くまの魔物が刃物のような爪つめを伸ばす。

「獣のごときが！」

　マイダス王は馬を走らせ、娘と魔物の間に割って入った。乗り慣れた愛馬を魔物の爪の盾とし、自分は落馬するように地面に転がり落ちる。だが王は崩れた体勢を地面の一ひと蹴けりで立て直すと、数歩で娘に追いつき、飛びついた。

　すぐさま自分の方を向かせ、その顔に怒鳴る。

「近づいてはならん！　一刻も早く離れるのだ！」

「でも、アティスが!!」

「……すまぬな」

　そう答えたマイダス王の顔を、カルセは憶おぼえていない。直後に当て身を入れられ、半狂乱のカルセは意識を失った。

　グッタリとした娘を軽装の甲かつ冑ちゆうの肩に担ぎ上げると、マイダス王は周囲に怒鳴った。

「全員、できるだけ魔王の城から離れろ！　盾を持つものは天にかざして持て！」

　周囲に命令しながら、愛馬の腹を食う魔物の眉み間けんに怒りの剣を突き刺し、とどめを刺す。

　そしてマイダス王は血まみれとなった愛馬の鞍くらから、急いで取りつけられた盾を取り外した。他の兵士たちも、命令の届いた範囲は王に倣う。魔王の城を見ていた者全ては、次に何が起きようとしているのか気づいた。

　そして魔王の城はついに一いつ旦たん崩れ、続いて内からの力で外側へ吹き飛んだ。石の破片の雨が、戦場にまき散らされる。

　魔物も人間も区別なく、降ってくる石に押しつぶされ始めた。盾で備えることができた者ですら、巨岩が落ちれば容赦なく潰つぶされるしかない。

　もはや戦闘の推移とは全く関係なく、戦場は阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図と化した。

　――そして最終的にこの悪夢のような岩石の雨によって、人間も魔物も壊滅的な被害を被った。人間と魔物の戦いは、この時点で終結したのだ。

　防衛対象だった魔王の城そのものを失った魔物たちは戦いをやめ、より東の未開の地へと姿を消した。

　戦いの後も、勇者と魔王の生死は確認されていない。全すべては平原に開いた大穴の底、大量の岩石の破片の下へと消えてしまったのだ。ただ確かなことは、魔王は活動を停止したこと。そして勇者アティスも二度と姿を現さなかったことである。

　――あとは全てが伝説となるはずだった。

　まだ少年だった勇者アティスとその仲間たち、そして全ての人間たちによる世界をかけた戦いは、英えい雄ゆう譚たんとして後世に語り継がれるはずだった。

　そうなるはずだと人々は思っていた。

　だがこの『勇者の死』に秘められた様々な思いが暴かれ、あらゆることが全く変わってしまったのは、それからたった一年後のことである。



    

  
    
      
第一章





　金色と黒が混じった夕日の空の上に、渡り鳥の影が小さな点の列を作る。

　その向こうには小さな月々が、白く浮かんでいた。

　風が涼しく吹き抜け、青々とした草を揺らす。

　――静かな世界。

　フェシナス王国東部のトロクミー地方で毎夕繰り返されるこの風景の中に、たった一人の少女がいた。

　カルセオラリア王女である。

　魔王との最終決戦から、すでに一年がたっていた。

　カルセはゆったりとした菫すみれ色いろのドレスを着て、野花の咲く自然庭園にいた。

　石から丸く削りだした椅い子すに腰かけ、遠く東の空をいつまでも見ている。そこにあるのはかつて魔物が跋ばつ扈こした、『埋葬されざる死者たちの山』である。その切り立った黒い影が、近づく夜に溶け込もうとしていた。

　他の者なら今でも不吉と感じるであろうその山を、カルセはもう一年も見守り続けている。まるでそうすれば、勇者アティスがかつての元気な姿で帰ってくると、そう信じているかのように。

　――いや実際にカルセは、勇者アティスがあの城の崩壊で死んだとは思っていなかった。

　だからこそ彼女の待ちわびる視線には、何一つ疲れたところがない。

「カルセ王女！」

　振り返る前に呼びかけた相手が誰だれか、カルセには分かった。騎士リトエル・アイエテスである。友人の彼だけがこの一年、毎日カルセをこの時間に呼びに来る。

　振り向くと少し離れた小道に、リトエルの馬車が止まっていた。そこから草花の中を歩いて、リトエルがやって来るところだった。

「今日は少し早いのね？」

「そんなことはありませんよ。日没時間の方が延びているんです」

　リトエルは苦笑して答えた。

　そもそもは魔王討伐の旅仲間であり、元は隣国トラキアの騎士であった彼は、戦いの後にフェシナス王国へと帰化した。

　魔王との最終決戦でこそ運悪い負傷で活躍の場を失った彼だったが、今はフェシナス王国マイダス王の下で、存分にその才能を発揮している。一から始めて今の地位、四し分ぶん領りよう行政官という王に次ぐ立場に上りつめたのである。

　その成功の象徴にして総仕上げと言えるのが、リトエルの背後に夕日を照り返して立つ壮麗な塔・ドルネメトンだった。

　この塔は地方都市トリティカムのはずれに立つ見張り台でありのろし台でもある。だが何より魔物の地に近いこの場所にあって、人間の尊厳を知らしめるために存在していた。だからこそこのドルネメトンの塔は、ここトロクミー地方のどこからでも見えるよう、高台の上に建つのである。

　やがてすぐそばに来たリトエルは、カルセに優しく言った。

「今日は帰りましょうか」

　彼は毎日そう言ってくれる。

　かつての魔王との戦いで『盾の聖女』とまで謳うたわれたカルセだったが、この未開の片田舎に引っこんだ彼女を訪ねる者も、最近ではめっきり減った。

　カルセは気持ちを切り替えるために息をつくと、頷うなずいて立ち上がった。もう日が暮れようとしている。

　馬車に向かって歩き出すと、そのすぐあとをリトエルがゆっくりついてくる。

　歩きながらリトエルは言った。

「それにしても、かつて魔物が跋ばつ扈こした山をあなたほど愛いとおしげに見つめる人もいない」

「確かにあまりいい顔はされないわよね……」

　カルセが自じ嘲ちようするように言うと、リトエルは横に首を振る。

「とんでもない。私もまた、勇者アティスの帰還を心から望む者です。ただ心配で……」

「心配？」

　リトエルは頷いた。

「勇者アティスの帰りを待つあなたが、いつか心ごと魔物の世界に連れ去られてしまうのではないかと。そんな馬ば鹿かげた思いにかられます」

「大丈夫。その時は立派な騎士さまが助けに駆けつけてくれるのでしょ？」

　オホホホと笑うカルセに、リトエルは「いやですよ」と答えた。

「本当はアティスが来ると思っているのでしょう？　――私がノコノコ行ったら道どう化けじゃないですか」

　リトエルは子供っぽく、拗すねたように言う。

　だがそう言いながらもこの年上の友人は、こまめで面倒なことを厭いとわない性分なのだ。きっと来てくれるのだろう。

　何だかんだと言って生き真面目まじめな彼に、カルセはちょっとした悪戯いたずら心が湧わいてきた。

「ところでリトエル・アイエテス。こんな噂うわさを知ってるかしら？」

「噂……ですか？」

　リトエルは嫌な予感という顔で、身構えた。

「私は政治家として民の声に耳を傾けていますがね。しかしご婦人のそれはいつも男どもの上を行く――。どんな噂ですカルセ王女？」

「どうやらマイダス王は一人娘のカルセ王女を、有能な若者であるリトエル・アイエテスと結婚させようとしているらしいわよ？」

　リトエルは草に足下をとられてその場で転んだ。

「大丈夫、騎士さま？」

「ないです！　いやそれはない！」

　純情なリトエルは慌てて起きあがると、手のひらで赤い顔を覆う。

「またどこで、そんな噂を？　ありえないことです……。あなた的にも、それにマイダス王にとっても。そう、王が息子同然であるアティスの死を認めるなんて、考えられませんよ。その前提が成り立たないから、その噂は成立しないわけで……」

　弁解に必死なリトエルは、その最中に馬車の上の小こ姓しように気づく。最近リトエルが預かることになった、まだ十三歳の従者の少年だ。

「お前だろうアグロス！　カルセ王女に変なことを吹き込んで、全く！」

「どうしたんです、旦だん那な様さま！」

　すっとぼける少年に、リトエルは拳を振り上げる。そんなリトエルの様子に、カルセも柔らかく笑った。

　実際、それはありえないことだろう。カルセは容姿こそ母親似ではあるが、性格までは受け継ぐことができなかった。そんな彼女の正体を、リトエルは長い旅でよく知っている。妻に迎えたいなどとは、さすがに思うこともない。

　とはいえカルセがこの地で何不自由なく暮らしているのは、リトエルの世話になっているからである。もちろん父・マイダス王も認めてのことだ。だからこんな噂が立ってしまったわけだ。

　二人は屋根つきの馬車に乗り込んだ。まだ顔の赤いリトエルが照れ隠しのように口早に言う。

「暗くなってしまう。馬を出してくれアグロス」

「はい旦だん那な様さま」

「――あとお前の口の軽さは、風船のごとしだな。風に吹かれて飛んでいってしまえ」

「お許しを旦那様」

　まだ小生意気な盛りの小こ姓しようはおどけた顔で許しを請うと、馬に鞭むちを入れた。

　静かに馬車は動き出す。

　リトエルは腕を組んだまま、説教を続ける。

「いいかアグロス。騎士たらんとする者は、常に冷静かつ公正でなくてはならない。噂うわさなどに振り回されるのはもってのほかだ。お前もあまり愚かな出任せを言って、カルセ王女を煩わせるな」

「はい旦那様。では最後に、今こん生じようこれきりの軽口を王女様に……」

「冗談じゃない。まだ妙な噂を仕入れているのかお前は？」

「聞きたいわ、アグロス。リトエルは生き真面目まじめな話ばかりだもの」

「大王女陛下の仰せの通りに」

「お前な……」

　本当にしょうがないと、リトエルは髪を掻かいてクシャクシャにする。



    

  
    
      



    

  
    
      　カルセは気の晴れた表情でクスクス笑った。せいぜいこの狭い馬車の中を賑にぎやかに盛り上げようと意気込む。

「それで？」

「はい。街道の馬車駅で聞いた噂うわさです。とある小さな村で何と！　あの伝説の勇者様、アティス・ガラテイア様の姿を見た者があるというのです」

「え……？」

　カルセは目を丸くし、リトエルも言葉を失う。

　すぐさまカルセは身を乗り出した。

「それでアグロス、ある小さな村ってどこなの？　それは分からないの？」

「やめろ答えるな……」

　リトエルが素早く呟つぶやく。だが調子づいた少年従者は、主人の制止より王女の期待に応えることを選んだ。

「場所は辺境の村、フラミニアにございます。王じょ――」

「黙れ、と言っている！」

　一喝するリトエルのあまりの剣けん幕まくに、従者アグロスは驚いたように振り向く。だが普段温厚な主人の目に宿った本物の殺意を目の当たりにして、彼は真まっ青さおになった。

「お、お許しを旦だん那な様さま……」

「そうよリトエル。大きな声を出してあなたらしくもないわ」

　カルセも慌てて友人を振り向き、小動物のように怯おびえる少年従者を取りなす。

「ちょっと私を元気づけようとして、張り切ってくれただけなんだから」

　しかしリトエルはそれでも怒りの発作を抑えきれないというように、目を瞑つぶった。

「……申し訳ありません、カルセ王女。ただ私たちにとっては、あまりに重要な問題ですから。……それをそんな面白半分の噂にして、言い回る者がいるというのは」

「アグロスはまだ子供よ？」

　息を整え、ようやく普段の表情に戻ったリトエルは、カルセに向き直った。

「はい……。ちょっと度がすぎました。あなたの言う通りです。ただ私も、早そう急きゆうに噂の出で所どころを調べてみようと思います。これが本当のことなら大変喜ばしい話だ。調査の結果はすぐに、カルセ王女にもお知らせしますので」

「ええ。お願いね、リトエル」

　そう穏やかにカルセは答えた。

　だが彼女の目はもはや、馬車に揺られながら何も見てはいなかった。



　カルセが姿を消したのはその夜の内、たった数時間後のことである。かつての彼女の旅道具一式も部屋からなくなっていた。

　そしてリトエルの屋敷では、深夜のうちに会議が召集されている。

「何ということだ！　こうなると分かっていたから、動きを見張れと館やかたの全員に言いつけたのに。その全員が出し抜かれるとは。――とにかくアグロスは国元に帰せ。子供だと思って、余計なことをしてくれる！」

「行政官殿。処分については明日でもよいでしょう。今は一刻を争う問題があります」

「分かっている！」

　怒鳴り声で答えてようやく、リトエルは大きく息をつき怒りの発作を押し殺した。

「…………確かにそうだな」

　実はリトエルが部下を集めたこの会議は、カルセ王女失しつ踪そうが議題ではない。そちらはすでに、追跡の者を出している。それよりも、今日の夜半に入った勇者アティス目撃に関する噂うわさの続報が、無視できぬものだったのだ。

　現在リトエルの治めるトロクミー地方は、小さな地方反乱という問題を抱えていた。人もいない辺境地で好き勝手にレジスタンスを名乗っている連中がいる。活動家は数十人。規模が小さすぎて実態が掴つかめない。

　その彼らに勇者アティスが、辺境の村・フラミニアで合流したというのだ。

「アティス様も、あんな野盗まがいの者たちと関かかわってどうしようというのか……？」

「そもそもまだ本物か偽にせ物ものかも、確認がとれたわけではない」

　会議の面々は互いに言いつつも、その心中は穏やかではない。何せ相手は王国の英雄である。

　しばらく黙っていたリトエルは、ようやく口を開いた。

「トロクミー地方に散っている、私の指揮下の全兵士を集めるのにどれくらいかかる？」

「……明日の夕方には休暇中の者も含め、東部地方軍の千百十二名、全員召集できます」

　軍政長官はすぐ答えたが、リトエルの強硬姿勢に会議の面々は驚いて顔を見合わせた。だがリトエルの下した決断は明確にして断固たるものだった。

「ではそれをもって、フラミニアの『反乱討とう伐ばつ』に入る」

「待って下さい行政官。フラミニアの人口は五十名あまり。武器を持たない農夫に女、老人、子供を合わせて、ようやくその人数ですよ？　どうしてそんな兵力がいるのです？」

「そもそも当地には、救国の英雄アティスがいるのです。まずはその動向を探ってみないことには――完全に民の支持を失ってしまいます」

「そのアティスは偽物なのだ！」

　リトエルは机を叩いて断言すると、眉み間けんに皺しわを寄せて息をついた。

「偽アティスの影響が拡大する前に、封じこめてしまわなければならない……」

「言い切られますが、行政官殿は何か我々の知らぬ情報を掴んでおられるのですか？」

「……そうだ。だがそれは国家の秘密だ。今ここでは言えない。――とにかくアティスが現れたというのであれば、それは殺さねばならんのだ……。断っておくが、これは私の個人的な判断ではない」

「失礼ながら――」

　最長老の長官が、代表して若いリトエルに苦言を申し入れる。

「四し分ぶん領りよう行政官殿の決定には常々、我々はついていけぬものを感じています」

「それでかまわない。しばらくの間は諸君らにさえ、独裁の男だと思ってもらうしかない。それぐらいでなければ、このフェシナス王国の難局は乗り気れんのだ」

　リトエルは臆おく病びような批判者を睨にらみつけ、そう答えた。

「――私の決定は変わらない。早さつ急きゆうに取りかかってもらいたい」



　森の中を行く、神官の大きな帽子に手の杖つえと旅のマント。

　背後にはさらに荷物を背負ったカルセオラリア王女は、大きく息をついた。

「ふう……」

　歩きずくめの時は、意識的にリラックスしなければ疲労は蓄積され続けてしまう。だが大げさに深呼吸しながらも、カルセは一歩も足を止めることはなかった。まだ余裕は充分ある。

　何せ旅はカルセの人生そのものだ。充分に慣れていた。今でこそ彼女はフェシナス王国の王女ということになっているが、そんなものは四年前にはなかった地位だ。

　元は隣国リュディアの王族として生まれた彼女だったが、物心ついたころに母キンメリアと死に別れた。それをきっかけに父マイダスは国を旅立ち、何もないフェシナスにたどり着いた。

　以降は建国の東とう奔ほん西せい走そうにつきあわされ、建国後はアティスに連れられ世界中を旅する羽目になる。

「……旅慣れて当然よね」

　そう勝手な身内の男たちに聞こえない愚ぐ痴ちをこぼしながら、森外れまでの数十歩を急ぐ。

　鬱うつ蒼そうとした木こ立だちを抜けると、道は見通しのいい野原へと出る。太陽がまぶしい。

「一いつ旦たん休憩！」

　そう勝手に決めて、カルセは荷物を下ろした。そして背伸びして大きく深呼吸する。

　ずっと野原が続いて、所々に白い花が思い思いに咲いている。それがずっと下り坂の道の先まで続いていた。家らしきものはない。この辺りまで来ると本当に田舎というより辺境だ。

　全くのどかな風景なのだが、それを見回すカルセには、ちょっと気になることがある。

　一つは「小さな反乱勢力にアティスが合流した」というのが従者アグロスの噂うわさの真相だったこと。――どうにもアティスらしくない。

　そしてもう一つはその情報の出で所どころが、フラミニアという辺境の村だったのが、急にボウィライ山に変化したことだ。実際にカルセはフラミニア村にも寄ってみたのだが、そこでは反乱など起きてはいなかった。

　おまけにフラミニア村からボウィライ山の間は、険けん峻しゆんな山々がそびえ立つ難所がある。この並の足では越えるのも辛つらい難所のおかげで、カルセも随分と苦労した。

「まあ、思いのなせる技よ！」

　一人で言って一人で笑う。その声がだだっ広い草原に、無む闇やみに響いた。答えるのは鳥の鳴き声ばかりである。

　やがてそこにガタガタと、車輪の回る音が重なったのにカルセは気づいた。

　見ると道のはるか向こうから、荷馬車がやって来るところだった。

「おおい！」

　カルセが手を振ると向こうも振り返し、なぜか別の一人に叩たたかれた。よく分からないが、男の二人連れのようだった。

　とにかくカルセはその馬車を待つ。目的地のボウィライ山――正確にはその麓ふもとにある山村まで、あとどれくらいかかるのか聞いておきたい。

　荷馬車はカルセの前まで来ると止まった。そして乗っていた二人の男が飛び降りてくる。

「おう巡じゆん礼れいサンかい？」

　そう訊きいたのは太腕の屈強な男で、手には棍こん棒ぼうのようなぶっとい木の棒を持っている。というか棍棒にしか見えないし棍棒だろう。

　もう一人は妙にオドオドした目の男。さっき手を振り返して殴られていた方だろう。こちらは武器までは持っていないが、やはり筋肉質で体格は大きい。

　ひとまずカルセは最初の質問に答えた。

「巡礼ではないわ。個人的な旅行よ」

「そうかい。じゃあ道はここで終わってたと思って、身ぐるみ置いて引き返しな！」

「なあ、やっぱりやめとくべ、ガイウス。この人、守護女神ユノ・リスピタの神官プリーストさまだよ。追おい剥はぎなんてしたら神様のバチあたっちまうよ」

「家内安全を祈るだけの神様にバチなんかねえよ！」

　――その発想がもうバチあたりなのよ。

　カルセは困ったな、という顔で相手を見た。

「私の持ち物なんか売っても、大した値段にはならないわよ？　それに私、まだ旅の途中なの。これから先、困るじゃないの」

「おうおう。どっちもオレたちには関係のない事情だなあ、ラティム？」

　相手の気弱そうな男は曖あい昧まいに頷うなずく。一方的な相手の言い草に、カルセは腰に両手を当てプンと怒った。

「じゃあ祟たたられてもしょうがないわね。ちょうどいいわ」

「何がだよ？」

「私の方の都合によ。――憶おぼえておきなさい。神様は祟らなくても、人は祟るわよ？」

「ああん？」

　先ほどガイウスと呼ばれたやたら好戦的な男が、手にした棍棒で空いた手を叩いた。馬ば鹿かにしたような笑みに、顔を歪ゆがめる。

　――その時にはもうカルセは、旅のマントを脱ぎすてていた。

　その下には胸元だけ厚手の布で防護した動きやすい服。そして妙に使い込まれた革のグローブと革の脛すね当て。軽快に一直線に走るカルセは、まず気弱げな男の方にその手を伸ばした。まともに反応する間もなく、野盗の体は宙を飛び、草原の地面に叩たたきつけられた。

「痛いてェだ！」

「このアマ！」

　すぐさま男は棍こん棒ぼうで殴りかかってくる。

「――ウィクトリアの翼ターセンタム・ヴェンス・スプラ！」

　カルセの背後、ほぼ頭の後ろに三つの白い光が浮かび上がる。同時にそれぞれが弾はじけ、雪の結晶のような紋様へと変化した。

「魔法だと!?」

　驚くのも無理はない。神官でもかなり高位のものにしか与えられない力だ。

　魔法で急加速のついたカルセは、棍棒を避ける。次いで地の一ひと蹴けりで、カルセの体は宙に舞っていた。男の肩に手をかけ反対側に降り立つと、着地の反動とともにガイウスなる男も楽々と投げる。

　ようやく起きあがった気弱げなラティムは、腰を叩きながら言った。

「こんなほっそい体でどうやってポイポイと……どこにそんな力があるだ？」

「それも魔法だ！　ちっくしょう卑ひ怯きような！」

　地面にひっくり返って呻うめきながら、ガイウスが怒鳴った。だがカルセは首を振る。

「違うわ。――それに誰だれが卑怯よ、自分なんか女一人に武器を使っておいて！」

　言い返しながら逃げようとするラティムを捕まえる。完全に楽しんでいる顔のカルセに、ラティムはもう汗だくで首を振った。

「やめて……あわわわわ……」

「いい？　人間というのは予想以上に頭が重いわ。だから『立っている』というのは自分たちで思うよりはるかに、異常なことなの。あなたは投げ飛ばされてるんじゃなくて、支えを失った頭が、地面へ落ちていくの。私はその支点になってるだけ」

　解説しながら投げ飛ばす。「ギャア！」とラティムの哀れな悲鳴が上がった。

「……知るか、そんな理屈！」

　ガイウスが再び突っこんでくる。しかし魔法で移動を補助するカルセは、全く捕まらない。背後に回って相手の首を腕に引っかけ、大きな体を再び投げる。

「なら分かるまで、何度でも立ち上がるといいわ。私はあなたたちが起きあがれなくなるまで、何度でも寝かしつける。それが我が守護女神ユノ・リスピタの技、子守歌レクイエムなのだから」

「いやちょっと待つだ！」

　弱気なラティムは次が自分の番だと知り、へっぴり腰で後ろに逃げる。

「ただの体術ならなおさら、何で家内安全の神官プリーストさまがこんなに強いだ？」

「守護女神ユノ・リスピタが目指すのはもっと広く、全すべての人々の盾としての守りであり、また防御・防衛なのよ。当然じゃない」

「いやアンタぁ、言ってることとやってることがバラバラだあ」

「バラバラじゃないわ。私は真剣だっただけよ。――かつてこの土地は荒れ果て、守るものなど何もない場所だった。人々は傷つけられ、身を潜めるような生き方を強いられていた。だから私は人々の盾となる使命を自らに課した」

　野盗のラティムは思うところもあったのか、ちょっと表情を変える。そんな彼に一歩一歩近づきながら、相手を諭すようにカルセの口上は続く。

「でもそれは理想でしかない。限界がある。だから私はある結論に達したのよ」

「結論？」

　カルセは真顔で頷うなずくと、追いつめたラティムの肩に手をかけた。

「攻撃こそ、最大の防御！」

「ああ……」

　悲しげに叫びながらまたしても投げられたラティムは、おでこで地面に逆立ちし、そのまま後ろにひっくり返る。

「そう。ただの神への祈りから、民のための鉄てつ拳けん制裁へ。つまりは逆転の発想の勝利ね。――さてもう一人は？」

　カルセが周囲を見回すと、棍こん棒ぼう男のガイウスは荷馬車の荷台の上にいる。

「仲間を置いて逃げるつもり!?」

「誰だれがだ！」

　ガイウスは怒鳴り返すと、馬車の荷台から飛び降りた。見るとその手には丸い木の板がある。おそらく荷馬車の車輪の予備だろう。それを盾に大男は、カルセにジリジリとにじり寄る。

「要するに体を掴つかませなきゃいいんだろうが！　しょせん女だ。吹っ飛ばしてやる！」

　確かに投げ技は使えない。カルセは拳を構える。対してガイウスは逆襲成功の確信をえたようだった。盾を構える姿勢で一気に突っこんでくる。

「言っておくがボウィライ山特製のこの車輪も、あと俺おれも、随分と頑丈なんだぜ女子供が！」

「――だからって真正面からじゃね。ウィルトスの盾セプトセンタム・ソラム・サーカム」

　詠えい唱しようとともに、振りかぶったカルセの拳の前に、七つの明るい燈とう色いろの光が弾はじける。花のように紋様を作ったそれぞれの光は、円盤状に配置を変更した。それをまとわりつかせたまま、カルセは妙にゆっくりとしたパンチを押し出していく。

「うおおおぉ！」

　雄お叫たけびを上げる大男ガイウスの木の盾と、カルセの魔法を帯びた拳がついに接触した。そしてバキリと乾いた音を立てて、木製の盾は吹っ飛んだ。

「うおおおおおおぉ？」

　突撃の時と全く同じ雄お叫たけびのような悲鳴を上げて、ガイウスの身体は宙を飛ぶ。空中でジタバタともがくが、それでどうなるものでもない。やがてはるかに離れた草原の中に、背中から落ちてひっくり返った。

　カルセは起きあがろうとする姿勢のまま青い顔で固まったラティムの方を見た。

「ねえ。私もいろいろ気晴らしできたし、そろそろ降参しない？」

「き、気晴らし!?　いやでも、そ、そいつはオレの意地にかけて、できねえ！　ガイウスにまたヘタレって笑われちまうし」

「ふうん……」

　カルセは無言のままずしずしとラティムの方へ近づいていく。野盗は這はいずって逃げ出そうとする。カルセはその首根っこを掴つかんだ。

「降参しときなさいよ？」

「こ、こうさんします！」

「ありがとう」

　カルセはニッコリ笑って答えた。



「何て女だ……！」

　頭がタンコブだらけのガイウスは、ブツブツ言いながら馬に鞭むちを入れる。

　荷台ではラティムが正座で、まだ青い顔でブルブル震えていた。その正面に上機嫌のカルセが、ニコニコして座っている。

「アンタたち、もうこんなことしちゃダメよ？」

「だから説明しただろうが！」

　ガイウスが怒鳴り、ラティムはビクッと身を震わせる。カルセが白しらけた表情で目を細めると、ラティムは今度は真まっ赤かになった。

　何でも彼らこそが、ボウィライ山のレジスタンスのメンバーなのだという。反乱を起こした当地の木工職人らしい。

　彼らはこれから役人とことを構えようとしている。――というのに気の弱い男・ラティムの根性がいつまでたっても座らない。だから野盗まがいのことをやって、度胸試しをしていたのだというのだ。

「まあ普通そんな話、誰だれも信じないわよね。即捕まって、あなたたち縛り首よ」

　カルセが意地悪な顔で持ち上げた手首をプラプラ振ると、ラティムは悲鳴のような呻うめきを上げ真まっ青さおになる。御者台のガイウスはため息をついた。

「それをボウィライ山まで連れてけば、見逃して下さるっていうワケだ。大変ありがたいことで。一体、お前ナニサマだよ？」

「王女。カルセオラリアよ」

　二人は絶句し、馬のカッポカッポ歩く音だけがのどかに響く。

「いい天気ね……」

　伸びをして荷物を枕まくらにあくびするカルセを、ガイウスが振り向いた。

「何だ、お前じゃあ勇者一行の投げ神官プリーストで有名な、あの乱暴女か！　…………てかお前、役人側っていうか敵じゃねえか！　下りろよ！」

「ン？」

　一瞬で藪やぶ睨にらみするカルセに、ラティムは慌てて白い顔でブルブル首を振る。そして気づいたように大急ぎで喋しやべり始めた。

「違うだ、ガイウス。アティス様にぃ用があるんだよ。婚約者って話じゃないかぁ」

「ああそんな話もあったか――」

　実に興味なさそうに、ガイウスは言った。カルセは座り直す。

「それなんだけど。本当にあなたたちのところに、勇者アティスがいるの？」

「ああ」

「私が訊きいてるのは、本物かってことよ？」

「知るかよ！　ボウィライ山に来るまでは、会ったこともねえんだから！」

　大声で答えて、ガイウスはため息をついた。

「自分で確認すればいいだろ。……でもあの男が婚約者ってんなら、見る目ないぜアンタ。山向こうの村の娘、全部自分の小屋に連れ込んだとか、ろくな噂うわさがない男だ」

「アティスが!?」

　カルセはおかしくて笑った。実はあれで結構人見知りする性格のアティスが本当にそんな行動に出たなら、なかなかの快挙だ。まずありえない。

「……でもそうすると、やっぱり偽にせ物ものなのかしら？」

　急に真顔で呟つぶやくカルセに、ガイウスは声を張り上げる。

「いやぁ案外、王女も遊ばれてたんじゃないッスかねぇ。英雄色を好むって、よく言いますしぃ？」

「ねえ、ガイウスさん」

　カルセはニコニコしたまま、荷馬車の床をゴツゴツ拳で叩いた。

「それはないから」

「はい？」

「ね？」

「はい」

　ラティムまで正座したまま答え、何度も頷うなずく。

　それでもカルセがムスッとしていると、荷馬車の進む道の先、森の向こうに櫓やぐら――木でできた見張り台が見えてきた。

「あれ、あなたたちの仲間？」

「そうだ。この近くにはボウィライ山さん麓ろくの村以外、人の住んでるところなんかねえよ」

　ガイウスは不機嫌に答えたが、カルセが確認したかったのはそういうことではない。

　――そもそもボウィライ山という山自体は、地図にも載らない森の中の小山である。木を切り出して加工して運び出す木工職人たち数十世帯の小さな村なのだ。そのほとんどが都市国家ノヴァ・イリオンからの、募集移民たちで構成されている。

　だから早い話が地元的にコネもない、人数もいない。ゆえに反乱と言っても話し合いで終わるしかない規模なのだと、カルセは勝手に思っていたのだ。

　だが見えてきたボウィライ山は、三つも櫓やぐらを建てて森の向こうから周囲を監視し、徹底抗戦の構えである。見えてきた村の方にも、随分と人が集まっている。おそらくは遠く離れた別の村からも、人をかき集めたのだろう。女子供の姿は見えないから、もう避難させたあとなのかもしれない。

「でもどうする気よ……」

　カルセは顔をしかめて言う。彼らは戦う気だろうが、実際の軍隊を前にすれば結局、こんなものひとたまりもない。むしろこの中途半端さこそが、最悪の結果をもたらしかねなかった。

「やあ、お嬢さん。解放者の城・ボウィライ山へようこそ」

　突然に頭の上からそう話しかけられて、カルセは上を振り仰いだ。

　馬車が通る道のすぐ脇わきに立つ櫓の上から、気さくに声をかけてくる男がいる。明朗さと軽薄さが半分で混じり合ったような無精ひげの人物だった。馴なれ馴れしいが、もちろんカルセは知らない顔だ。

「誰だれ？」

　カルセが訊きくと、ラティムが急いで答えた。

「ウチのレジスタンスのリーダー。ベレンノ・ノナエ」

　ひょろっとした男、ベレンノは櫓の手すりから身を乗りだすと、半分ズリ落ちるようにして御ぎよ者しや台だいのガイウスに向かって言った。

「お前らまた『度胸試し』に行ってたのか？　ほどほどにしとけよ。いいか、お前ら分かってンのか？　俺おれたちは悪逆騎士リトエル・アイエテスを倒すための正義と勇気の真面目まじめな抵抗組織レジスタンスなんだよ。なに自分の娘ぐらいの子供なんか、連れ込んでんだ」

「すまんですだあ、リーダー。でもこの人は違って、王じょ――」

　答えるラティムの口を塞ふさぎ、ガイウスはベレンノに謝った。

「すみません。何せ実戦が近いって話で、この馬ば鹿かどうにかしなくちゃなんなくて。娘の話もあとで報告します。――それよりリーダー。アティス様はどこです？」

「いつもの共同資材小屋だ。その女神官さん、アティスさんに用のある人か？」

「まあそんなところです。詳しい話はあとで」

　曖あい昧まいなガイウスの返事と不審げな表情のベレンノを残し、荷馬車はそのまま村に入っていった。

　ボウィライ山さん麓ろくの村は、斜面にポツポツと木の小屋が並んでいる。全すべての場所が坂道で繋つながっている風で、いま登っている坂道の奥の行き止まりにも、一軒の質素な小屋があった。他の小屋より大きめなのは、先ほど言っていた通り資材置き場の小屋だからだろうとカルセは思った。

　その目の前の小屋から、馬車の到着と入れ替わるように人が出てくる。まだ彼は馬車の方には気づいていない。

「ああ王女さん、あれが――」

　同じ荷台に座るラティムが言うより早く、カルセは荷馬車から飛び降りていた。

　黒い上下の服に、眼鏡などかけている。かつての戦士然とした格好の印象しかないカルセにとって、その服装の変化は別人のようだ。だがそれでもとにかく、カルセがその顔を見間違えることなどありえなかった。

「アティス、無事で！」

　カルセの呼びかけに、アティスは驚いた顔で振り向く。カルセは走り寄った勢いのまま、体当りするように抱きついた。

「本当に良かった！　生きていたのね、アティス」

　まだ驚いた顔のまま三回転する羽目になったアティスは、ようやくカルセに答える。

「ああやあ、これはカルセ王女……こんなところまではるばると」

　アティスの返答が妙に他人行儀で、カルセは間近からじっと顔を見上げる。

「カルセ王女って……？」

「じゃあカルセ？　いや何せ久しぶりなものだから、少々びっくりしてしまってね」

　何か以前のアティスとは、話し方が全然違っていた。カルセは拍子抜けしてしまう。生死の境を乗り越えて、心境の変化でもあったのかもしれない。

　だがとにかくカルセとしては、生きていてくれただけでも幸せだった。一年も会っていなかったのだ。口調が他人行儀になることぐらいあるだろう。気にしないことにした。

「今までどうしていたのよ？　無事なら無事で、連絡ぐらいよこしなさいよ」

「ああ。その辺の事情については、いろいろ込み入っていてね。ゆっくり話すよ」

　そんな婚約者同士の再会にしかし、水をさすような声が上がる。

「ナンか不自然な態度だから、心配になって来てみりゃあ。何だよ、カルセ王女って？　お前らなあ、オレたちの敵の親玉の娘だぞ！」

　先ほどはあれほど友好的だったリーダー、ベレンノ・ノナエは、半ば呆あきれ、半ば怒りの声でそう言った。カルセの方へやって来ながら、荷馬車から下りたガイウスとラティムを小突く。カルセは慌ててベレンノに言った。

「すいません。騙だますつもりはなかったんです。単に彼らは――」

　しかしベレンノは両手を広げ、横に首を振った。

「そういう問題じゃねえんだよ、王女さま。アンタ今オレたちが、どういう状況か分かってんのか？」

　ベレンノは軽けい蔑べつした視線をカルセに向けたまま、まくし立てる。

「オレたちは命がけで、反乱を起したんだ。そのオレたちの前に、恋人と会うために顔出すとか、どういう神経なんだよそれは？」

「……えっ……と」

「自分の欲求だけ満たされれば、周りは関係なしで何でもやっちまうのかアンタは？」

　ベレンノの追求にカルセは笑顔を保とうとして、失敗する。

　確かに、舞い上がって何も考えていなかったのは事実だ。冷や水を浴びせられた気分になる。

　顔から血の気の引いたまま無言のカルセに舌打ちし、ベレンノはアティスの方を向いた。

「なあ、改めて確認しておきたい。アンタは本当に、俺おれたちの側だよな？　何か姑こ息そくなこと、考えたりしてないよな？」

「当然だよベレンノ君。――小さなことにこだわって、焦って、大声張り上げて。君は君で少々男らしくないな。自分でそう思わないかい？」

　アティスは冷やかすように言って、ニヤニヤ笑う。ベレンノは不機嫌そうに息をついた。

「……そういうことなら、別にいいんだよ。ただ、いまアンタに変な行動とられると、オレたちはあとがない。ちょっと神経質にもなる」

「その点については安心したまえ。カルセ王女が来るなどというのは、私にとっても想定外の出来事だ。どうしたものか……」

　アティスとベレンノは二人してカルセを見る。彼らにはある程度の信頼関係があり、今この状況ではカルセの方が邪魔者なのだ。

「まあ弱小の我々としては、交渉という選択肢を用意できるのは悪くない。すまないがベレンノ君。彼女は客人として扱ってもらいたいな」

「……アンタがそう言うなら」

「頼んだよ」

　アティスは十歳以上は年上のベレンノの肩を、元気づけるようにポンと叩たたく。

　こういった言いくるめは、以前のアティスなら絶対にできないことだった。一いつ切さい合がつ切さいを不器用に抱えこんでしまう性格で、だからカルセの役回りがあった。

　だが一年を経て成長したアティスは、もうカルセの助けなど必要としていない。

　それは本来頼もしいことのはずなのに、カルセは一いち抹まつの寂しさを感じずにはいられなかった。



　その後、カルセはアティスが先ほど出てきた小屋の中へ、招待された。

　いや実際には、他に小屋にいて作業していた者たちを、アティスが家へ帰したのだ。そしてカルセは何もない一室に通されたまま、そこでしばらく待っていてくれと言われた。

　カルセは荷物と杖つえを床に置き、丸木の椅い子すに座ってアティスを待つ。部屋は本来加工後の木材を置く場所なのか、床板の隙すき間まに木クズがあり、生なま木きの香りがした。

「それにしたって……」

　押しかけたのはカルセの勝手だ。長旅の疲れもあり、ゆっくりしたいとも思っていた。だがこんな扱いはないのではないか。

　そんなことを不満げに考えるカルセは、ふと気配を感じて部屋の小さな窓を振り返った。そこへ行き、そっと外を覗のぞく。

　見ると小屋前の坂道に村中の男たちが集まり、全員が遠巻きにこの小屋を見つめている。もちろんカルセがいるからだろう。その目は殺気立っているのに静かで、とても不気味だった。カルセは知らず、背筋が寒くなる。

「私、思ってる以上に厄やつ介かいなところへ飛び込んじゃったのかしら……」

　そもそもどういう状況なのか自分がよく分かっていないことを、カルセは改めて自覚せざるをえなかった。先ほどここのリーダーのベレンノが、『悪逆騎士リトエル』などと言っていたのも気になる。どういう誤解があればそういうことになるのか。そしてかつての旅仲間をそんな風に言われ、止めようともしなかったアティスも気になる。

　――話が見えてこない。

「やっぱり私の方が場違いなのかしら……。アティスの邪魔にだけは、ならないようにしないと……」

　そんな落ちこんだ気分で丸木椅い子すに座り直すと、隣の通路から扉を開け閉めする音が響いた。そこから出た足音が廊下を歩いていき、別の部屋の扉を開け閉めする。

　カルセは耳をすました。

「――誰だれか来たのかしら？」

　また物音はしなくなった。

　だがこんな盗み聞きのようなことをしていても、始まらない。カルセは手首につけた聖せい廟びよう石せきの腕輪に視線を落とす。

　これはアティスとの婚約の証あかしだ。頼り頼られることを誓った証である。ならばカルセもアティスに事情を説明してもらい、その上で必要なように振る舞うべきかもしれない。こうして一人で考えこんでいても、見当違いな不安と不満がたまっていくだけだ。

　カルセは一つ大きく頷うなずくと、立ち上がって部屋の扉を開け、廊下に出る。すでに夕闇の気配が、屋内にも忍びよっていた。窓から差し込む太陽の影が長い。

　歩くたびに床がキシキシとうるさく鳴る。それが気になって、カルセはいつの間にか忍び足のように、静かに廊下を歩いていた。

　アティスのいるであろう部屋は、すぐ分かった。

　扉が小さく開いた部屋が一つだけあり、そこから明かりが漏れていた。確認のために扉の隙すき間まから中を覗のぞくと、アティスはやはりここにいた。

　ちょっと似合わない眼鏡を今は外し、アティスは開封された手紙の山を読んでいる。だがその表情に、カルセは思わず息を呑のんだ。

　アティスは目を吊つり上げ、口元を大きく歪ゆがませている。まるで何者かを、あざ笑っているかのようだった。かつてのアティスは絶対に、そんな顔をすることはなかった。

　――誰かが届けに来た、あの手紙の内容のせい？

　まるでその思考が音として聞こえたかのように、アティスは急にカルセの方を振り向いた。物音は立てていないはずだ。

「ああすまない、遅くなって。退屈して部屋を出てきたのかい……カルセオラリア？」

　行儀悪く覗き見していたカルセは、驚いて一歩後ずさった。だが何か違和感があって、アティスの視線から目を離せないまま、呟つぶやくように答える。

「物音がしたから……」

「ああ。ベレンノ君が報告――この手紙を届けてくれたんだ。これでひとまずの敵、リトエル・アイエテスの行動は筒抜けだ。ベレンノ君はあんな調子だが、実に有能で、よくやってくれている」

　アティスは満足そうに、手いっぱいに持った手紙の束を振ってみせた。

　だがカルセの方はそんなものなど見ていない。じっとアティスの素顔を凝視する。

「……アティス、あなたその目って」

　両の瞳ひとみに銀光の十字が輝いている。

　反射した部屋のランプの炎にしては、明らかに不自然な色と形だった。

「私の目がどうかしたのかい？」

　アティスは薄く笑ったまま、机の上に放ほうりだしていた眼鏡をかけた。目の銀光はガラス板を通すと、あっさりと見えなくなる。何か仕掛けがされているのだろう。

　だが『瞳に宿る銀光の十字』は、一年前の魔王討とう伐ばつの旅でカルセたちが手に入れた、最重要情報である。

　すなわち、魔王ミトラスは自由自在に姿を変える。だからこの異様な目の特徴以外、魔王を特定する方法はない。目に銀光の十字が宿るものがあれば、すなわちそれが魔王ミトラスである――。

　そして今、銀光の十字を宿す目は勇者アティスの姿をしている。

　――ここに来てからの違和感に、全部辻つじ褄つまがあう！

　カルセはすぐさま身を翻した。カルセ一人ではどうしようもない。そしてまた一刻の猶ゆう予よもない。この深刻な事態を誰だれかに伝えなければならない。アティスに化けた魔王の目もく論ろ見みは、騒乱によるフェシナス王国の分裂である。そのことは明らかだった。

　だがカルセの身体は、先ほどから背後を振り返ったまま全く動かなくなってしまっていた。そのカルセの周囲には、鮮やかな青い輝き――水アクアのエレメントが光の線となって走る。

「……リュムパの網」

　そう呼ばれる魔法の一つだった。カルセの身体周辺にある霊れい智ち物質・種殻テスタを、エレメントを使って縛ったのだ。だがその編み目は複雑すぎて、カルセには解くこともできない。完全に遅れをとっていた。

「そこで立ちっぱなしも何だ。――入って来たまえ」

　アティスの顔をした全くの別人が、アティスの声でそう言った。まるで楽しんでいるかのように、どこか無邪気な声である。抗あらがうカルセの意志を全く無視し、彼女の体は固まったまま、部屋の中へズルズルと後ろ向きに引きずり込まれた。

　勝手に開いた部屋の扉が、今度は勝手にバタンと閉まる。その大きな音で呪じゆ縛ばくが解けたかのように、ようやくカルセの体の動きは戻った。

「クッ」

　カルセはすぐさま閉まったばかりの扉に体当たりする。ドアノブもない、取っ手だけの単純な扉だ。だがどれだけ押そうが引こうが、扉はピクリとも動かない。それどころか拳で何度叩いても、鈍い音しか響かない。まるで扉の外に石でも敷き詰められてしまったかのようだ。

「誰だれか！」

　諦あきらめず叫んだその瞬間、カルセの目の前で扉が真っ白な石の壁に変わった。

「そんな――」

　驚いて振り向くと、部屋はいつの間にか白一色で全すべて覆われていた。

　色彩があるのは黒服のアティス――その姿に擬態した魔王ミトラスだけだ。

「我が居城――『根元の白』の間に入るのは、君が二人目だよカルセ王女」

「招待を受けた憶おぼえはないわ。私を解放しなさい！」

　精一杯の虚勢を張って、カルセは魔王に命令する。だが返ってきたのは冷笑だけだった。

「君は今日、ボウィライ山に現れた。そしてそれを最後にどこかへ姿を消した――。そういう運命の人間が、勝手に出歩いてもらっては困る」

　実際にこんなところに引きずりこめるなら、それは容易たやすいことだろう。何の交渉の余地もない。だったらとカルセはもう一切ためらわなかった。

　戦って倒して活路を開くしかない。拳を構える。

「ユステティアの重槍ターセンタム・ソラムヴェンタス・アドヴァサス！」

　燈とう色いろのエレメントの光が三つ開き、その丸い紋様が一つに重なる。その背後に再び三つ、今度は白い光の雪結晶の紋様が開き、いくつもの『Ａｐｐａｒａｔｉｏ待機中』の文字列で繋つながれる。

　この魔法はカルセの放つことができる、最大級で最強のものだ。

　結果は考えない。まずやって出た答えに、自分を合わせていくしかない。それがカルセがその身で掴つかんだ、難関のくぐり抜け方だった。

「――行きなさい！」

　言葉をきっかけに文字は『Ｉｎｃｅｐｕｔｉｏ投入開始』に変わる。白い光は一斉に燈色のエレメントの背後にぶつかる。そして両者は一体となって黄金色の光になり、敵に向かって飛んだ。狙ねらい違わずアティスの姿をした魔王の頭を直撃する。

　その身を偽る道具の眼鏡が落ち、意外に量のある髪が逆立つ。

　だがそれだけだった。

　魔王は全くダメージを負った様子はない。

「そんな――」

「やれやれ……」

　顔に落ちてきた前髪の隙すき間まから、銀光の十字の目が、カルセを射いすくめる。直後、魔王の背後には彩り様々な光り輝く壁が出現した。大量のエレメントである。それぞれに浮かび上がった光の紋様は、重なり合って判別すらできない。

　カルセの持つエレメントの総量がほぼ一千単位なのに対して、魔王のそれは十万単位を軽く越えていた。

「思い切りはなかなかいい。だがエレメントも最低でこれぐらいはないと、軍団フォースとは呼べないのではないかね？」

　冷ややかな薄笑いの表情に、カルセは怒鳴る。

「だからといって、このままあなたの思い通りにはさせない！」

　その決意を声にして自分を奮い立たせ、カルセは床を蹴けった。しばらくは補助魔法すら使えない。無謀は承知で、それでもカルセは素手で挑むしかない。

　その挑戦に魔王は薄ら笑いのまま、腕を真横に上げた。その仕草一つで、浮かび上がったエレメントの輝きは一斉に消える。カルセに合わせ、魔法を使わない気なのだ。

「――余裕ぶって！」

　カルセの放った低い掌しよう底ていを魔王は肘ひじ打ちで跳ね上げ、上目づかいで見る。

「実はこの体に、まだ慣れていなくてね。こんな余よ興きようもたまにはいいだろう」

「余興!?」

　カルセは次々と手を繰り出す。それを魔王は直前で弾はじく。どれだけ攻め込んでも、表情一つ変えることがない。ただ薄気味悪いのは、銀光の両目で非常に集中して自分自身の動きだけを見ていることだ。本当にカルセなどに興味はなく、自分の体の関節と筋肉の一つ一つの動き、その結果だけを確認している。少なくとも人間のやることではない。

「そんなことをしている内に！」

　カルセは手を掴つかむと見せて、足を払い、相手の首筋を直接左手で掴んだ。一気に相手の体勢をばらさせ、肩から相手の下へ入る。首ごと頭を引き落とし、カルセの肩を支点に転倒を始めた魔王の下腹に、追加で思いきり拳を叩たたき込んだ。文字通りその体は宙を反転し、床に叩きつけられた。

「なるほど。そういうやり方があるのか」

　平然と言ってのけ、すぐさま魔王は起きあがる。

　――効いていないの？

　カルセの愕がく然ぜんとした表情を読んで、魔王は笑った。

「いや痛みは感じているが。――しょせんはこれも仮の姿。あまり関係ないのだよ」

「だったら。アティスの顔をしているのは嫌だけれど！」

　相手を破壊する気で行かなければ駄目だ。挑みかかるカルセはそう悟った。

　しかし再び魔王の体に手をかけた時、宙を舞ったのはカルセの方だった。

「……えっ？」

　息を吐いた瞬間に、床の衝撃が来る。その痛みを、集中力で打ち消そうと努力する。相手は痛みを感じていない。カルセもその気で行くしかない。

　だがすぐ起きあがろうとしたところで、上から頭を床へ押さえつけられる。先ほどまでとはうって変わって、魔王の動きは何もかもが素早い。

　反撃せんと憎々しげに睨にらみあげたカルセは、しかし逆に恐怖で固まった。

　――まさかコイツ、人間を食う？

　歯を開いて見下ろす魔王の表情。それはまるで狩りの獲物を哀れむ、傲ごう慢まんな肉食獣のようだった。これが魔物の王ならば、充分にありえることだった。だがその可能性に気づいたカルセは、すでに顎あごを押さえつけられどうすることもできない。反そり返った白い喉のど首が、魔王の歯の前に晒さらされる。

「ん、んー!!」

　とてつもない力で押さえ込まれ、口さえ開くことができなかった。冗談ではないとカルセは青ざめたまま、全身の力でもって暴れる。だがそれも無意味な抵抗だった。

　魔王は守るもののないカルセの柔らかな喉に、歯を立て食いついた。そしてカルセの頭と胸元を押さえ込んだまま、上体を引き起こす。ミチミチと湿ったものがちぎれていく音がする。カルセの手足は結局憎むべき敵に触れることもできないまま、ビクリビクリと大きく跳ね飛んだ。

　魔王はクチャクチャと音を響かせながら、ようやくカルセから手を離す。

「ああ、うあ――ああ！」

　自由をえた途端、カルセはわけの分からない叫びを上げた。もはや、起きあがることもできず、床の上で身体を痙けい攣れんさせ、震え、のたうち回って手足を引きつらせる。

　しかし奇妙なことに、この一連の出来事にも関かかわらず、血は一滴も出ていなかった。床は元の透明感に満ちた白のままだ。そしてカルセが感じているのも、痛みではなかった。

「はあ、あ……」

　神経から直接何かがあふれ出すような感覚に、思わず声が漏れ出す。そんなカルセを、魔王は下らないものを見る目で見下ろす。その口の中にあるのは、カルセの種殻テスタなのだ。そう呼ばれる霊れい智ち物質の層である。

　全すべての人間にあるが、触れることはできず、だが確実に肉体の一部であり繋つながっているもの。だからこそ魔法治療や肉体能力の強化、金縛りすらも可能にするもの。それを魔王は噛かみちぎって食べているのだ。

　カルセは何とか戻ってきた感覚に、まずは右手を床につこうとする。その腕の腋わきの種殻テスタを、今度は食いちぎられた。

　カルセは短い悲鳴を次々に上げ、背筋を反り返らせた。その額に玉の汗が一斉に浮かび上がる。

　魔王はそんなカルセを見下ろしたまま喋しやべり始めた。

「人間と動物の最大の特徴の差は、種殻テスタの層の厚さだ。そして人間の中でも愚かな者ほど、種殻テスタを鎧よろいのように厚く厚く着込もうとする。お前のように」

「だか…………ら……？」

「不自然なのだということだ。ゆえにそういう者ほど――男も女もだ。種殻テスタを無理やり剥はがしてやると大喜びする」

　こんな体を内から無理やり引っかき回され、押しとどめることもできず、何かが溢あふれてくるような感覚がうれしいはずがない。

「全部……私には、は、わ……関係の、ない、ことよ」

　必死に答えるカルセを見て、魔王は少し楽しそうな表情になる。しゃがみ込むと、今度はカルセの左耳を囓かじった。カルセはまた短い小さな悲鳴を漏らしながら、ビクリと肩を跳ね上げる。

　薄紅色に染まったその耳のそば――アティスにさえ許したことのない距離で、魔王の口からは肉を噛かむような音と、満足そうな息の音が響いた。

「お前も案外と美味なものだ、カルセ王女。さて、次に旨うまいのはどこだろうか？　唇？　脇わき腹ばら？　それとも右足の親指か？」

　カルセは答えなかった。いや答えられなかった。速い呼吸とともに肩を激しく上下させるばかりで、言葉など出てこない。

　そんな様子がつまらなかったのか、魔王は無言でカルセをうつぶせにひっくり返した。抵抗する間もなく背中にかぶりつかれ、種殻テスタが引きはがされていく。

「…………、…………！！！」

　涙のたまった目に裏に光がちらつき、唾だ液えきのたまった口を閉じる間もない。そんな姿に魔王は言う。

「もはやお前にとっても、どうでもいいことか。……ゆっくりと全すべてをいただくとしよう。その間、動物に戻っていくお前の姿を、せいぜい楽しませてもらうとしよう」



    

  
    
      



    

  
    
      「いや……アティス、助けて！」

　そんなことをこれまで、カルセは言ったことがなかった。一人でいてさえ、聞くものなどいなかったとしても、言おうと思ったことはない。

　だがついに最後の弱音を吐いたカルセを、魔王はなぜか抱き起こした。

「この真っ白な部屋が見えるかな、カルセ王女」

「……」

「『根元の白』の間。魔王の城にあった私の部屋そのものが、同時にここへも繋つながっているのだ。勇者アティスはここに来て、ここで私と戦い、ここで私の手にひねり潰つぶされた」

　突然直視させられた現実に、カルセは目の前が真っ暗になる。

「ここで……アティスが……死んだの？」

「そうだ。だから私がここにいる。なのに勇者アティスがどうやって、君を助けに来られるんだい？」

「いや…………いや！　……もういや!!」

「ならば考えることなど、やめてしまえばいい。晩ばん餐さんは始まったばかりだ」

　その優しい声の不吉さに、もはやカルセは抵抗する気力もない。

　あとはただ獲物が食い散らかされる音だけが、いつまでもこの真っ白な空間に響き渡るばかりだった。



　窓から射す朝の太陽――。

　その光に、カルセはようやく意識を取り戻した。

　目を開けると、部屋は元に戻っている。カルセ自身は捻ねじれるような姿勢のまま、床へ無惨に転がっていた。体中の痛みを自覚する。

　だがまだ頭の中を、感覚の爆発が反響している。神経はしびれをともない、思考がなかなかまとまらない。

　だがカルセはやがて、恐怖と屈辱の残ざん滓しとともに全すべてを思い出した。

「い……や……」

　両肩を抱いて震える。

　あのあと一晩をかけて延々と、魔王に全身の種殻テスタをむさぼり食われたのだ。

　そのあまりの辛さにカルセは何度も気を失い、同じ感覚でまた目を覚ました。いつまでも繰り返される悪夢のような一夜が、ようやく明けたのだ。

「……私」

　カルセはひとまず起き上がる。しかしどうしたらいいのか、何も思いつかない。ほとんどパニックのように、病的に周囲を見回す。そして。

　大きな椅い子すの上でふんぞり返るように寝ているアティスの姿を見つけた。

　――いや、違う。これは魔王ミトラスなのだ。

　魔王は復活した。ならばカルセはここで、魔王を殺さなければならない。

　一いつ旦たん決意してしまうと、それまでバラバラに崩れていたカルセの心は、妙に静かな落ち着きを取り戻した。

　無言のままカルセは、部屋の中を見回し武器を探す。

　魔王は腰に剣を下げているが、それに手を出すのはさすがに難しい。魔王を起こしてしまえば、昨夜の二の舞である。

　代わりに、道具箱らしいものの中に、細い鉈なたのような直刀があった。おそらく丸太から枝を落とすためのものだ。木工たちの道具だろう。

　カルセは立ち上がると道具箱の前まで行き、静かにそれを手にとった。ズシリとした重さが腕に返ってくる。そのまま、足音を立てないよう、一歩一歩と魔王に近づいていった。木の床を軋きしませないよう、細心の注意を払う。

　心臓が早鐘のようにカルセの胸の奥を打つ。だが憎き敵を睨にらむその目は、視界の隅にあるものを見つけてしまった。

　カルセは歩みを止める。

　勇者アティスにそっくりの魔王は、手首に聖せい廟びよう石せきの腕輪をはめていた。

　カルセは自分の腕を見た。そこにも同じ、水色の石の腕輪がある。同じものだ。これは婚約の証あかしになるもので、カルセとアティスは対になるものを持っている。

　――魔王がアティスに姿を変えたとして、この腕輪まで再現する必要はあるだろうか？

　そこまで考えて、カルセは自分がとんでもない思い違いをしていることに気づいた。

　魔王がアティスに化けているのではない。アティス本人の肉体を、魔王の精神が乗っ取っているのだ。

　では自分がしようとしたことは、一体どういうことだったのか。

　それを考え、カルセは身震いした。もう少しで自分は魔王もろともアティスまでも、自らの手で殺してしまうところだったのだ。

「卑ひ怯きような…………」

　カルセの口から悔しさと怒りの嗚お咽えつが漏れる。その途端にアティス――いや魔王は両目を見開いた。

「……！」

　カルセは声にならない声を漏らし、思わず後ろへと後ずさる。だがそれでも直刀を手にしたままのカルセに、魔王は皮肉な笑みを浮かべた。

「随分と悩んでいたようだが、どうする？　もうあきらめるか？」

　カルセはその言葉に、怒りで顔を真っ赤にする。

「最初から目を覚まして――」

「眠っていたさ。しかし眠りを必要とするのはこの肉体であって、私の精神は常に覚かく醒せいしている。そして目を閉じたままエレメントで周囲の状況を探査するというのは、大したことではないのだよ。君の無惨な有あり様さまは、なかなかの見物だった」

「アティスを殺したと言っておいて！　アティスの体を使って一体何を始める気よ？」

　その問いかけに、なぜか魔王は目を細め、しばらく黙りこんだ。

「――まあ教えてやってもいいだろう。実は私の本体に、『巫女の書リブリ・シビユリーナ』という厄やつ介かいな封印がかけられてしまってね」

「巫女の書リブリ・シビユリーナ？」

「そう。『ペナテスの円盤』と対になった、十枚の紙片だ。私はそれをまとめて破かなければならない」

「そんなことのために、フェシナス王国に混乱を？　アティスの名を貶おとしめて！　ここの人たちも利用して!!」

「魔王とはそういうものだろう？」

　尊大に魔王ミトラスは言う。

「そしてこれは生存をかけた戦いなのだよ、カルセ王女」

　周囲の壁が再び昨夜と同じ白色へと変へん貌ぼうしていく。魔王は腰の剣に手をかけた。

　魔王はこの世からカルセを消す気だ。生かしておく理由がない。

　一方でカルセは、魔王を止めなければならない。少なくとも魔王の復活を、人々に伝えなければならない。

　確かにこれは魔王の言う通り、生き残りをかけた戦いなのだ。そしてカルセは今、圧倒的に不利な状況にいた。

　だがカルセはこういう時、『反対の原則』に従うことにしている。本当に行き詰まった時、いつもこの考え方がカルセの意志を実現してきた。

「……巫女の書リブリ・シビユリーナはどこにあるの？」

　カルセの問いに魔王はわずかに眉まゆを上げた。

「君の父上、マイダス王の元にある。勇者アティスの遺産は全すべて彼の管理するところだ」

「……いいでしょう。では私はあなたに協力するわ。こんなところで殺されたくはない」

　その申し出に魔王すら唖あ然ぜんとした様子だった。しかしやがて笑い始める。

「何がおかしいの、私は本気よ？」

　その言葉にいっそう魔王は高笑いの声を大きくした。

「命いのち乞ごいというのは、もっと媚こびた態度でやるものだよカルセ王女。しかしそれにしたって、君ほど無謀な企たくらみにかけた人間を、これまで私は見たことがない。私は魔王だぞ？　懐に飛び込めば、足下を掬すくうチャンスも訪れる、か？」

　魔王は見透かしたような目で、カルセを見据える。

「そんなことを真面目まじめに考えるのは、自信過剰の愚か者か、認識力のない愚か者だ。――だが君はどちらでもない。そういうことに私はしておこう」

　周囲の白しらみが解け、元の部屋の風景が戻ってくる。しかしカルセは混乱して聞き返した。

「どういうことよ？」

「お前は本心から、人間を裏切り人間の敵に回ろうと考えたのだ。なぜなら私が自分の身を取り戻せば、勇者アティスを解放すると考えたからだ。この世は再び闇やみと絶望に包まれる。だがお前はそれと引き換えに、愛いとしい人を取り戻すことができる」

「黙りなさい。どうして私の本心を、あなたに作ってもらわなければならないの!?」

「寝返るというのであれば、それぐらい利己的であってくれた方が信頼に足る……」

　要するにカルセの心を挫くじこうとしているのだ。確かに、こんな言葉は聞かなければ良かったとカルセは思った。

　魔王の言っている理屈は実際に成立する。一方、カルセの行動も変わらない。

「……分かったわ。私はアティスを取り戻すために、人間を裏切りあなたに味方する」

「ならばこちらも申し出を受けよう。最終的にはマイダス王の膝ひざ元もとに潜り込むのだから、お前のような協力者は必要だ。……お前が我が配下になることを認めよう。その代わりにお前は、手に入れることになる。望む世界の半分を――」

「待って」

　カルセは崩れそうな足場を必死に踏みとどまる思いで言った。

「これは『魔王の取り引き』ではないわ。人間としての交換条件よ。私はあなたの配下となって魔物になってしまうつもりはないわ」

「ほう……」

　魔王はカルセを見たまま失笑した。

「ただそうなると釣り合わないな。……まあいい。お前が配下となることを拒むというなら、代わりにこれから毎夜エサとして、我が元へ来てもらうとしよう。人間の種殻テスタは一日もあれば再生する。そしてお前のものは、なかなかに歯触り舌触りがいい」

「そんな――」

　カルセは昨日の自分の醜態を思い出し、真っ青になる。だが機先を制して魔王は言った。

「ではどうする？　別に私はお前を殺し、別の者を協力者としてもいい。何せこの姿は、フェシナス王国の英雄のものなのだからな」

　カルセは歯ぎしりする思いだった。

　だがこの取り引きは最初から、圧倒的にカルセの負けから始まっている。交渉を潰つぶしたくないのはカルセだけ、魔王はただ面白がっているだけだ。

「……分かったわ。私はあなたの提案を受け入れる」

　ついにカルセは、条件を呑のんだ。



　満足げな魔王ミトラスはもう一眠りすると言い、再び椅い子すに横になった。

　それを置いてひとまずカルセは、資材置き場の小屋を出た。魔王も取り引きした以上は約束を守る気らしい。昨夜はどうやっても開かなかった扉は簡単に開いた。

　外は朝、まだ日が昇ったばかりである。

　小さな山の麓ふもとのこの小さな村には、まだ所々、霧の塊かたまりが残っている。草地の間には朝露が散り、細かな陽の光を反射していた。空気は澄んでいて、吸い込むとその冷たさに肺が痛いくらいだ。太陽は山の陰となりここからだと見えないが、西の空に目を向けると山の間からリトエルの建てた塔――ドルネメトンの塔が見える。

「目に見える距離なのに……」

　今はあまりにも遠く感じる。カルセはため息をつき、だが首を振った。

　あの塔がある限り、カルセは一人ではないのだ。カルセを守ってくれる人々がいて、カルセが守らなければならない人々がいる。

　だからひとまず自分のことはいい。そう思おうと考えた。

　しかしこの危機をどうやって、魔王に気づかれずリトエルに伝えるのか。ここは魔王に扇動された者たちばかりの――敵のど真ん中なのである。

　結論を出せないでいる内に、カルセは村の外からの道を、こちらに登ってくる人影に気づいた。ベレンノ・ノナエ――レジスタンスのリーダーだ。

　彼は早朝からどこに行っていたのか、ズボンの膝ひざを泥だらけにしていた。そしてその手に持っているものは、柄の真新しい簡素な槍やりである。おそらくここで作ったものだろう。

　――かなり組織的に戦闘訓練をしている。

　カルセにはそう見えた。ベレンノも上り坂の上にいるカルセに気づく。目があうと彼は、相変わらずの皮肉な笑みを浮かべた。

「これはこれは王女さま。おはようございます」

　からかっているつもりだろう。だがカルセは鋭い視線のまま無言で返した。今の彼には冷たい軽けい蔑べつしか感じない。

　魔王による人間同士を反目させる企たくらみ。それにまんまと乗せられた愚かな男だ。

　一体この男のおかげで、どれほどの犠牲が出るのか。何人が死ぬことになるのか。そのことをこの男は理解しているのか？

　対するベレンノは、ますます唇の端を大きく上げる。

「何だ、昨日の色ボケしたバカ娘から、見違えるようにいい顔になったじゃないか。今なら勇者一行の一人と言われても信じられる」

「本当に、いい気なものね……」

　カルセの返答にベレンノは「恐こわい恐い」と薄笑いで、カルセの前を通り過ぎ、道を登っていった。

　カルセは睨にらんで見送って、再び村に視線を戻す。同じようにくたびれた人々が、次々と村へ帰ってきていた。

「ラティム！」

　帰ってきたものの中に見知った姿を見つけ、カルセは声をかけた。野盗ゴッコの気の弱い一方、ラティムが顔を上げた。彼もまた、ブーツを足首まで泥だらけにしている。

「ああ王女さまあ、おはようございます」

「どうしたの？　訓練の帰り？」

「へえ、いつも通りの早朝訓練やって、準備した罠わなを見て回ってたんです。アティス様ぁ、どうでしたか？」

　だがカルセは質問には答えず考えこんだ。もはやこの反乱は、待ったなしの状況まで準備が進んでしまっている。

「王女さま？」

　不思議そうなラティムに、カルセは真剣な顔で言った。

「……いい？　落ち着いて聞いてほしいのラティム」

「はあ。オラで良ければ」

　気のいい男は素直に頷うなずき、カルセは話し始める。

「あなたたちの敵とするマイダス王は、私の父だわ。そしてリトエルは私の友人。この二人のことを、私は誰だれよりもよく知っている自信がある。そんな私は、二人が圧政を敷いていて、ましてや反乱が起きるなんて、とても信じられないの」

　ラティムはキョトンとしている。突然そんなことを言われても、という顔だった。一方でカルセは自分の出てきた小屋の方を見る。魔王が出て来る気配はない。

　少しためらってカルセは、小出しに札を切ってみる。

「詳しくは言えないのだけど……よく考えて。これは悪意ある者によるデマ、もしくは工作活動である可能性があると私は思ってる」

「そうでしょうかあ？」

　不可解な表情で、ラティムは首を傾かしげる。カルセは相手の鈍い反応に焦じれた。

「いい？　一度でも槍やりを交えてしまえば、取り返しのつかないことになるわ。それこそが黒幕の狙ねらいかもしれない。リトエルやマイダス王とあなたたちの間には、ぬぐい去れない禍か根こんが残ってしまう」

「それはみんな、覚悟してます。でも王様だって、倒さなきゃならない気でいますです」

「父は――マイダス王は精霊ファウナの祝福を受け、請われて王になった英雄王よ？　あなたたち自身があれほど、父の登場を歓迎していたんじゃない？」

「そうなんですけどう……まいったなあ……」

　ラティムから見れば、カルセの方が話の通じぬ相手なのだろう。それは予測できる。カルセは辛抱強く待ち、ラティムはようやく話し始めた。

「なあ王女さまあ。アンタ、マイダス王お父上に最後に会ったのは、いつのことだね？」

「いつ？」

　カルセは一瞬言葉を失った。自分でもそんなことを気にしたことはなかった。

　何せフェシナス王国建国のため忙しくしていたころから、父と半年会わないことなどいつものことだったのだ。今回はカルセの方が一年間リトエルの元にいて、その間、父の元には帰っていない。

　――もう一年なのだ。その間せいぜい、手紙を交わしていた程度だ。

　そんなカルセの様子を見て、ラティムは残念そうに言った。

「人は変わるだよ、王女さま。今はオラたちにいろいろ指示をくれる勇者アティス様のおかげで、魔王は倒されたぁ。けどあなたのお父さま――マイダス王は、それで増長された。国を顧みなくなられただ」

「そんなわけないじゃない！　父は誰だれよりもこの王国を造るために尽力して……。たった一年で、人が変わるなんてことはありえないわ。あなたたちは騙だまされているのよ。これは復活した魔王の陰謀なの！　人々を騙し、裏切らせ、戦わせて殺し合わせるための罠わななのよ」

　言いながらカルセは、自分でも冷や汗を押さえることができなかった。誤解した他人を説得しようというのに、カルセの言ってることの方が支し離り滅めつ裂れつだった。これでは思いこみと妄もう言げんを喚わめき散らしているようにしか、相手には聞こえない。どうしてこんなことになってしまうのか。そして。

「アンタはぁ……」

　ラティムまでもがカルセに失望したようにため息をついた。その目には哀れみさえ浮かんでいる。

「何にも知らねえみたいだから、説明します。ここにいるほとんどは――ワシも含めて隣の国『ノヴァ・イリオン』から来た木工職人です。家族とここへ移住したんです。……この一帯の森は四年前まで手つかずで、動物しか住んでないような場所でしたからあ」

「知ってるわ……」

「そうですかぁ。まあトロクミー地方の村は、あっちもこっちもそんな感じで。最近造られた小さな村で。まだこれからの、貧しい貧しい土地ですだよ。それがどうやって――」

　あの気弱なラティムが静かな怒りの目で、山の間の美しい塔を指さす。

「あんなものを建てることができたのです？　どうやって？　分かりますか王女さま？　それともアレもまた、魔王の作り出した幻ですか？」

「それは行政官リトエル・アイエテスの立派な働きがあって……」

「ええ、奴やつはやりましたとも！」

　ラティムは人が変わったように、憎々しげに吐き捨てた。

「奴が就任して最初にやったのが、秋の無む茶ちやな重税の取り立てです。払えないと言ったら、今度はリトエルとつるんだ金貸しが村にやって来た。それで借りちまった奴は、翌年の春になってその利子に飛び上がっちまった。んで払えない奴はって、みんな捕まっちまっただ。その間に今度は家族が捕まって、みんな外国から来た奴隷商人に売られちまった」

「売られた？　ここに大人の男しかいないのって、じゃあ――」

「ええ。残されたのは釈放された一家の長だけですだ。リトエル・アイエテスは人間を売って、大金持ちになっただ」

「そんな――待ってよ」

　そんなことをすれば、あとがない。今年は良くても来年、再来年はどうするのか？　何もかもが破滅的すぎる。現実味がない。だがだからと言ってそれは、何の説明にもならない。確かにトロクミー地方の財源だけでは、ドルネメトンの塔は立たないのだ。それはどこかから援助を受けて実行されたものではないのか？

　ラティムは俯うつむいて首を振る。

「あれは悪魔の所行だ……そしてそれを、王様が知らないわけねえだよ……」

　その言葉にカルセは反論できなかった。確かにカルセの知る父ならば、そんな卑劣な真ま似ねを、国を削って売る行為を、見逃したりはしない。

「でもそれなら一体、何が起こって――」

　だがカルセの言葉に答えはなかった。不意に飛んできた矢の一本が、ラティムの首を貫いたのだ。彼は口を開いたまま、うめき声も上げず倒れた。

「誰だれが――！」

　カルセは反射的に身を沈めて、反射的に魔王の小屋を見た。だが矢が飛んできたのはそちらからではない。もちろん魔王の姿もない。

　山の斜面下にある村の出口。そこに先ほどまではいなかった騎馬の一団が駆け込んできていた。

　あっという間に隊列を作って静止すると、馬に乗った兵士たちは村に向け、一斉に矢を放った。



    

  
    
      
第二章





　死をもたらす一陣の風のように、弓矢の雨が周囲を薙ないでいく。カルセは弓矢の飛んでくる方向に、手をかざした。

「ウィルトスの盾センタム・ソラム・サーカム！」

　魔法の盾をすぐ張って、カルセ自身は難を逃れる。だがボウィライ山のレジスタンスたちは、てんでバラバラのまま混乱に陥っていた。村の入り口に三つあった見張りの櫓やぐらは、とっくに制圧されてしまっている。

　ひとまず弓を撃つ兵士の距離は、まだまだ遠い。そのことをカルセは確認する。

　――ラティムは運が悪かったが、狙ねらって撃てる距離ではない。相手の目的はどちらかといえば、こちらが身動きできないようにすることだろう。その間に村の包囲を完成させようとしているのだ。

　そしてカルセの予想通り、リトエルの配下である東部地方軍の鎧よろいをつけた騎兵の集団は、どんどんと村の麓ふもとに集結し始めた。新たに現れた一団の中に、リトエル本人の姿もある。

「それにしても……」

　カルセは布陣を完成させつつあるリトエルを見て、不審に思う。

　交渉どころか宣せん戦せん布ふ告こくも一切なしの、完全な奇襲である。まるで砦とりででも落とすかのような勢いだった。リトエルもここに勇者アティスがいる可能性を知っているのに、である。

「いや……」

　今のカルセとしては、もう一つの可能性を考えられる。

　リトエルはここにいるアティスが、実は魔王であることを知っているのではないか？

「でもだからって、村人に罪はないわ」

　とにかく、リトエルと直接会って話をしなければならない。ここからではリトエルまで声が届かない。

　もっと近くへ行こうとカルセが身を乗り出した途端、だが魔法の盾が突然消滅する。同時に誰だれかが彼女の肩を掴つかみ、後ろへ思いきり引っ張り倒した。

「下がっていたまえ、カルセ君」

　軽やかでありながら何の感情もこもっていない声。今は心がねじ切れるほど憎むアティスの声――魔王ミトラスの姿がそこにある。

「君には利用価値がある。勝手かつ無謀で無意味であり馬ば鹿か馬鹿しく危険な行動は、慎んでもらおう」

　そこで地面にひっくり返ったカルセは、ひとまず落ちついて状況を再確認した。自分はすぐ背後にあった木の影に引きずり込まれたのだ。確かにここなら魔法の盾など出さずとも、矢が当たる心配はない。

　だがカルセは無言のまま、憎々しげに魔王を睨にらんだ。魔王はそれに冷笑で答える。

　そんな沈黙したまま睨みあう二人を見つけたのか、リーダーのベレンノが先ほどの槍やりを持ったまま同じ木の影に駆け込んできた。

「アティスさん、こりゃ一体どういうことだ！」

「どうもこうもない。今日中には来るぞと、昨日の帰り際に言っておいたはずだ」

「いやそのことじゃない」

　ベレンノは疲れた顔のまま急いで首を振った。

「アンタの言う通りに出した偵察が、まだ帰ってきてない。櫓やぐらの見張りも敵が見えてただろうに、何の警告も出さずに陥おちちまった。アイツら居眠りでもしてたのか――」

　魔王は冷ややかな笑いのまま、愉快そうに眼鏡を押さえた。

「……真っ先に殺された人間が、知らせを届けられるわけがない。君は少々自分の都合がいい方へ、軍隊というものを過小評価しているのではないかな？　ベレンノ君」

　だがベレンノは緊張したオドオドした態度で言う。

「いや過小評価って……。まずいだろ」

　魔王は「おや」と首を傾かしげた。

「おいおい、ベレンノ君。――相手から降こう伏ふく勧かん告こくはあったか？」

「いや……ない」

「そうだろう。彼らの目的は皆殺しだ」

「リトエル・アイエテスはそんなこと――」

　言いさしたカルセの口を、魔王は人差し指で無理やり押さえる。爪つめが唇に食い込み、前歯を折らんばかりの力だ。

「……あまり愚かなことを言うつもりなら、口を縫ってしまうよカルセ王女」

　その言葉にベレンノの方がギョッとした顔で、二人の顔を交互に見る。あくまで二人は恋人同士だと思っていたのだから当然だろう。だが魔王は取り繕うような面倒なことはせず、木陰からリトエルの軍隊を指さした。

「敵は強力だ。そのことは認識しておく必要がある。しかし万能ではない。例えば連中には馬に乗った兵士しかいない。なぜか？　これは君がうまくやって敵をフラミニア付近に誘導後、このボウィライ山に呼び寄せたからだ。間の難所を迂う回かいするには、徒歩だと時間がかかりすぎる。君がうまくやったから敵の戦力はいま五分の一になっている。君は情報力で八百人近い敵をすでに倒したのだ。これは大戦果だ」

「それはあの数でもオレたちを皆殺しにできるっていう、相手の余裕で」

　ベレンノの顔には血の気が戻らない。魔王はヤレヤレとため息をついた。

「私が励ましたところで、意味はないか」

「……」

「目眩めまいがし、背には脂汗が浮かび、胃袋はひっくり返りそうかね？　ベレンノ君」

「……ああ」

　ようやく頷うなずいて、ベレンノは生なま唾つばを呑のみこむ。

「アイツらオレたちを皆殺しにして、村を焼く気だ。アンタが言った通りになった。吐きそうだ。オレは死にたくない！」

「そうか良かったじゃないか、安心しろ」

「あ、安心？」

　ベレンノはさすがに不可解な顔で、頼もしげに笑う魔王を見る。魔王は指で幅を作った。

「その吐きそうな部分だけが、君の人生だ。君は今こそ、この世に生を受けたその意味を全身で噛かみしめているのだ」

「え……？　や、いや。この勇者アティスに任せろとか、そういう話じゃないのか？」

「無論だ。これは私の戦いではない」

　ようやくベレンノは魔王を怯おびえ以外の表情――『微妙』といった顔で見る。

「それでその指の幅以外の部分は？　オレはそこが結構好きなんだが？」

「全部休憩だな！」

　魔王の断言を聞いて、さすがにベレンノは怒りだす。

「休憩だなじゃねえよ。……オレがダチと飲みに行ったり、坊主がデカくなってくなって変に感心したり、村からのいい匂におい嗅かぎながら夕暮れの道を帰るのは全部――人生やめて、ただ休憩してたってのか!?」

「その通りだ」

　魔王はなぜか偉そうに高笑いする。

「愛？　友情？　幸福？　そんなものはしょせん幻想にすぎぬよ。生とはすなわち、契約を履り行こうすること、そのための闘争を言うのだ！」

「アンタなあ……」

「同意など必要ない。その代わり君も、甘ったるい夢をいつまでも見続けるのはやめろ」

　ようやくベレンノはハッとした表情になった。魔王は頷うなずく。

「ありもしない慈悲にすがろうとするな。リーダーの君がそれでは、君たちは負ける。リトエル・アイエテスの手によって村が全滅する。君も死ぬ」

　ベレンノは無言のまま奥歯を噛かんだ。

「さて――ベレンノ・ノナエ。確認だ。君の誓いは何だ？」

　ベレンノは村の麓ふもとの馬上の鎧よろい姿――その一番前にいるリトエルを見た。

　その目を憎々しげに歪ゆがめて言う。

「俺おれたちの手で、あいつをブッ殺して、家族を取り戻す！」

「――良かろうよ、ベレンノ君。ではさっそくその目を覚まして、生を開始したまえ」

　頷いたベレンノの目はすでに復ふく讐しゆう者の目だ。怯おびえて死を待つ目ではない。



　そしてベレンノはさっそく、上着のポケットから薄手の布を取り出した。結構な大きさの赤い布地だった。それを持っている簡素な槍やりの柄に、括くくりつける。

　彼の作業を待ちながら、魔王が訊きいた。

「それで作戦の準備の方はどうかな、ベレンノ君？」

「もちろんできている。今朝、最終確認したところだな」

「君は勤勉だ、ベレンノ君。人員は配置についているか？」

「ちょっと待て……」

　生返事をしながらベレンノは、完成した赤い槍の旗を８の字に降った。

　これに村の南北、離れた高台にある二ヵ所の小屋が反応する。同じようにそれぞれ黄色と水色の旗が、８の字に振り返された。

「大丈夫だ。配置についてる」

「よろしい。――ではベレンノ君、ちょうど頃ころ合あいのようだ」

　その言葉にカルセが村の麓を見下ろすと、ちょうど騎兵が弓矢による掃射をやめたところだった。矢がつきたのだろう。横列を維持したまま村へ向かって前進してくる。

「よし、始める！」

　ベレンノは村全体から見える色鮮やかな赤い旗を、一気に振り下ろした。直後に、先ほど旗を振り返してきた斜面上の二つの小屋で、両開きの戸が一斉に開け放たれる。

「何が――」

　そう思ったのはカルセだけではなかっただろう。小屋の中から出てきたのは、数珠じゆず繋つなぎにされた荷車だった。

　荷馬車に使うものより車輪は小さく、高さは人の背丈ほど。上側は山型に板で封じられていた。ただし幅は普通の荷車の倍あり、それが何台も鎖で繋つながれているのだ。

　前進する騎兵たちも警戒して、一いつ旦たんその場で停止した。その間かん隙げきを縫って両方の小屋に隠れた者たちは、荷車を小屋の外の斜面へと押し出した。

　荷車は連なったまま大きな音を立て斜面を駆け下りていく。そしてちょうど斜面の一番下、リトエルの目の前辺りで先頭同士がぶつかって止まった。

　即席の木製の堤防が、リトエルたち騎兵隊の前に完成したのだ。

「よし、うまく行った。オレも次の配置につく！」

　ベレンノは言って木の陰から走り出ると、村の坂道を駆け下りていった。

　他にも大勢が隠れていた小屋から出て、荷車の背後につくと投石を始める。

　もちろん鎧よろいをつけた騎兵には、人が投げられる程度の石は大した効果をもたらさない。むしろその復ふく讐しゆう心を煽あおるだけで逆効果のように、カルセには思えた。

　結局リトエルたちは投石を無視したまま、ひとまず邪魔な荷車を壊し始めた。このままでは馬を使えない――それを第一に考えての判断だろう。

　しかしボウィライ山の木工たちの荷車は頑丈なのか、破壊作業ははかどらない。

「油と火を持ってこい――」

　そんな声がカルセのところまで、風に乗ってかすかに聞こえてきた。指揮官たちの指示を受け、大量の油袋と火のついたたいまつが持ってこられる。それを指さした魔王は、実に愉快そうに笑ってカルセに流し目を送った。

「――見たまえよ、カルセ君。急いで来た割には準備のいい連中ではないか？　あれでこの村を焼く予定だったのだよ」

　魔王が今さらながらの解説をする間に、油まみれの荷車に次々と火がかけられた。あっという間に繋がれた木製の荷車の列に、燃え広がっていく。

　その状況でもまだレジスタンスの面々は、ひたすら投石を続けていた。やがて荷車がいくらか燃え崩れてくると、リトエルは隊を二つに分けた。そして最初に燃え崩れようとしている二つの荷車の前に、その先頭を待機させる。

　だがこの光景を斜面の上から見ているカルセは、妙な違和感を憶おぼえた。

　そしてすぐに気がつく。

　立ち上る煙の色が、最初に燃え崩れようとしている二つの荷車は違うのだ。他の煙が黒いのに、この二つから登る煙はやけに白っぽい。それがリトエルたちからは近すぎて見えていないのだ。

　おそらく何か罠わながある。火をつけるのは予想していて、焼け落ちやすいよう細工がしてあったのだ。

「だめよ――！」

　飛び出していこうとしたカルセの後ろ襟を、再び魔王がひっ掴つかむ。だがその表情は、カルセの予想を肯定するかのように無言のまま笑みを浮かべていた。

　ついに焼け落ちた荷車を蹴け散ちらし、先頭の騎兵が突入をかける。最後まで粘って投石を続けていたレジスタンスたちは、恐れおののいたように逃げ出した。その退路を断とうと、先頭の騎兵は、自らの馬に拍車をかける。

　――だから最初に死んだ兵士は、何が起ったのかも分からなかっただろう。

　突入した騎兵の足下で地面が割れた。この古典的な落とし穴は下り坂の勾こう配ばいになっており、行き止まりには大量の鉄杭くいが設置されていた。二ヵ所でそれぞれ十騎ほどが、なす術すべもなく串くし刺しになる。さらにその後ろの二十騎ほどが衝突・転倒したところで、重みによりもう一段穴の底が落ちた。もちろんそこにも針の山のように、鉄杭が準備されていた。

　――何て残酷なことを。

　だがカルセはさすがにその言葉を呑のみこんだ。リトエルの方には、レジスタンスを見逃す気などなかった。これは彼らの当然の反撃だ。一方で魔王ミトラスは、実に痛快と大いに笑う。死を楽しむその姿は、まさに魔王そのものだった。

　やがて麓ふもとの騎兵集団に、新たな動きがある。

　落とし穴の罠わなに一いつ旦たんは怯ひるんだリトエルたちだったが、すでに突破口は開いているのだ。大量の被害が出た落とし穴を避けるように、再び慎重に村への侵入が再開される。

「だがそれもまずいやり方だ――」

　からかい口調の魔王にカルセは顔をしかめた。途端、団子状態の騎兵に向け、木の杭が水平に撃ちこまれる。先を鉄で補強された杭で、食らった三騎がまとめて吹き飛ばされた。

　撃ったのは最も麓に近い小屋の中から。設置式の弩弓バリスタだった。二発目も速い。ほぼ連射が可能な高性能なもので、リトエル側の被害はどんどん増えていく。

「でもそんな兵器をどこから――」

「ここで作ったのだよ。私の設計図を元にね。――彼らは職人だ。そこに憎悪と自らの死の恐怖があわされば、実にいい仕事をする」

　弩弓バリスタの発射間隔を縫って二、三騎は突破するものも出てくる。しかし小屋に近づこうとしたところで、今度はクロスボウに狙ねらい撃ちにされて落馬した。気がつけばすでに総数が半減している東部地方軍の騎兵隊は、このまま攻め続けるのか退くのか。それさえ決められず立ち往おう生じようする事態に陥っていた。

「さてそろそろ仕上げのようだ」

　魔王の不吉な宣告とともに、リトエルたちの背後の森からレジスタンスの面々が現れる。全部で百名ほど。ベレンノや先ほどまで投石に参加していた人間も合流しているから、どこかに抜け道があるのだろう。

　敵の背後に回った彼らはベレンノが号令を叫ぶと、完全に整列を維持したまま前進を始めた。森と森の間隔が最も狭いところで停止し、その場でハリネズミのような陣を敷く。

　退路を断った格好だが、さすがに整然と立ち並ぶ槍やりの中に飛び込んでいく者などいない。だが同時に攻めあぐねる村の方にはもうほとんど人がいないことに、彼らも気づいた。

　迷いから騎兵は列を乱す。そこでレジスタンス側が最後の仕込みを始めた。弩弓バリスタの小屋から布袋が発射されたのだ。それは兵士にではなくまだ燃えている荷車に当たった。途端、ものすごい爆発音が轟とどろき、飛び散った火花がリトエルたちの上へ降り注いだ。

　――おそらくは祭や祝いで使う花火を、ただ乱雑に袋へ詰め込んだ程度のものだったのだろう。だが人間たちの驚き以上に馬が興奮した。あちらこちらで勝手に走り出し、別の馬に衝突する。地を掻かく土が宙に舞い上がり、振り落とされた人間を別の馬の蹄てい鉄てつが踏む。

　兵士たちはもはや大混乱に陥っていた。

　そしてなお悪いことには、音に怯おびえた馬の一部が、ベレンノたちの槍そう列れつに向けて走り出した。頃ころ合あいを見計らって追い打ちをかけるかのように、二発目の花火が撃ちこまれる。

　騒乱の中で人間たちは必死で馬を止めようとした。だが背後からも追突され押し寄せる味方に、どんどんと押しやられていく。

　やがて騎兵たちは次々と槍やりの列へ飛び込み始めた。馬が突進してくる速度の恐怖は並のものではない。しかしベレンノも他の誰だれも、一歩もその場から退かなかった。ただ黙ってそこに立ち続け、槍が折れれば後列のものから予備を受け取り、構え直す。

　どうにかこのパニック状態に巻きこまれなかった者たちだけが、散り散りに森の中へ逃げ込んだ。その中に傷ついた馬に乗ったリトエルがいることに、カルセは気づいた。

「リトエル――！」

　カルセはいても立ってもいられず、飛び出して行く。三度それを止めようとした魔王の手は、掴つかみ損ねて宙を掻いた。

「……まったく。勝手に行くなとこれほど――」

　言いさして魔王はため息をつく。もはや戦闘の勝敗は決した。急ぐこともない。

　魔王は走って行くカルセのあとを、ゆっくり歩いて追いかけた。



　リトエルを追って森に入ったカルセは、慎重に周囲を見回す。

　遠くで見た限りだが、リトエルの乗馬は一度槍の列に突っこみ、慌てて逃げ出すような行動をとった。その時にかなり深い傷を負ったので、そう遠くまで走れたとは思えない。

　落ち葉の踏み固められた獣道を慎重に見極め、足下と周囲に気を配りながら素早く行く。やがて小さな小川せせらぎに出ると、それに沿ってカルセは歩いた。水が血に染まっていたのだ。

　流れを上流に登っていくと、思った通りそこには、リトエルの馬が口先を水につけたまま倒れて死んでいた。だがリトエルの姿はない。

　どこにと左右を見回した途端、真後ろから殺気走った男の声が響く。

「誰だ女？　不審な動きをすれば――」

　だがそのリトエルの声は、途中で止まった。すぐにカルセと気がついたのだ。

「こんな所で会えるなんて！　無事で良かった――」

　二人で無事の再会をひとまず喜び合う。特にリトエルはずっと行方不明のカルセを探していたらしく、その喜びはひとしおのようだった。

　そんないつも通りのお人よしな友人の様子を、カルセは辛つらい思いで見る。

　しかし決断すると、彼女はリトエルに告げた。

「とにかく、今は逃げて。魔王ミトラスにあなた一人の力で立ち向かうのは無理よ。あなたはこの知らせをお父さまの元に持って帰って、一刻も早く対策を練るように進言して」

　リトエルは何度か目を瞬かせる。

「…………魔王？」

　これはカルセにとって、この友人を引っかけてまで試す賭かけだった。だがカルセは賭に負けたのだ。

　リトエルは魔王のことなど知らなかった。しかしボウィライ山の反乱者たちを皆殺しにしようとした。それは卑劣な口封じであり、残ざん虐ぎやくな見せしめのためだ。死んだラティムの言ったことが真実だったのだ。

　信じたくなかった。

　――この気のいい友人が。

　カルセは拳を握りしめる。その肩に、リトエルがオドオドと手を乗せた。

「どういうことです、カルセ王女。魔王とは？　あなたは一体何を――」

　カルセは無言のままリトエルの手を振り払った。そして握った拳をその横よこつ面つらに叩たたき込む。リトエルは女のような悲鳴を上げて、木立の間の小川せせらぎの中にひっくり返った。

　それを厳しく見下ろし、カルセは言った。

「あなたがやったことは、国を売ったのと同じことだわ。あなたは法廷で裁かれなければならない」



    

  
    
      



    

  
    
      「待って下さい。もしや反乱者たちのところにいたのですか？　あなたは奴やつらの言うことを真に受けて――」

「黙りなさい！」

　リトエルは慌てて起きあがると、カルセにしがみつく。

「待ってほしい！　大体君は、わ、私の苦労も知らないで！　法廷？　そんなものが機能しているものか。いま王国がどうなっているのか、君は何も知らないで！　気がついたように自分だけ正しいという顔をして！」

　リトエルは思いつく限り、支し離り滅めつ裂れつを喚わめき散らす。しかしカルセは厳しい見下した表情を一切変えなかった。

　ショックを表情から隠せないリトエルは、ついには猫なで声になってカルセに言った。

「頼むから私を信じてくれ。私も君だけのことを、ずっと信じているんだから」

「あなたは――！」

　カルセは怒りで続ける言葉すらなくす。

　だがそのとき、小川の向こうからガサガサと木こ立だちをかき分けてくる者があった。自分を殺しに来たレジスタンスの一人かと、リトエルは慌てて小川から這はい上がろうとする。

「……王女よ、勝手に動くなと言ったはずだが？」

　姿を現したのは、魔王ミトラスだった。彼は川岸の木の隣に立ち、まずカルセを見下ろし、続いてリトエルに気がつく。

「ほう？　面白い巡り合わせだ……」

「お、お前アティス……まさか本当に生きて――」

　怯おびえたように呻うめいたリトエルだったが、すぐにそのアティスの様子がおかしいことに気がついたようだった。

「……まるで別人じゃないか。――いや待て。魔王ミトラス？」

　魔王はリトエルを小こ馬ば鹿かにしたように笑った。

「いかにもその通り。まあ、これから虐しいたげた者たちに狩りだされ、殺される運命の男には関係のない話だ」

「助けてくれ……」

　リトエルの思わず出た言葉に、魔王は面白そうに笑った。だがカルセは考えもしなかった展開に青い顔で言う。

「やめてリトエル！」

「いや、そうか――」

　リトエルは急に余裕を取り戻した顔で、魔王を見上げて言った。

「魔王よ。……私は伝承に則のつとり、お前の配下に加わる。だから世界の半分を与えるというその力で、私をこの窮地から救ってほしい」

「私の『契約』を、また随分と好き勝手に解釈するものだな」

　魔王はあざ笑うように言うが、機嫌を損ねた風ではない。

　カルセは必死に止める。

「やめてリトエル。それだけは駄目！　魔王の配下になるというのは、魔物の醜い姿に変えられてしまうということなのよ？　あなたもその実際の姿を見てきたじゃない！」

「それは勘違いだ。カルセ王女」

　魔王はほとんど楽しむような声でカルセの説得に割って入った。

「……私の行こう使しする力は、その者の本心の願いをかなえること。願いの世界へその者を導くことで、生の障害に決着をつけるための力だ。魔物というのは、我が配下となったから生まれたのではない。それがその者の望んだ姿、望んだ世界だから魔物となったのだ」

「よくもそんな出で鱈たら目めを――！」

「出鱈目ではないのだよ、カルセ王女。不幸な子供の益やく体たいもない夢だと、そういうこともあるというだけの話だ」

　カルセは押し黙った。確かに魔物の証言は、子供のころ魔王に会い、今の姿になったというものが多い。例えば巨人のナージュも。

「そう。例えば小さなナージュは、早く大きくならなければ、義父に殺されていたのだよ。全すべて、そういうことだ。――さて始めようか、新たなる我が僕しもべ、リトエル・アイエテス」

　魔王がリトエルに手を差し伸べると、そこに小さな魔法の光が浮かぶ。

「この光、この術が、お前の願いをかなえる」

　魔王の手振りで光は一点に小さく縮み、続いて破裂するように白い光をまき散らした。リトエルもカルセもこの不意打ちに目がくらむ。

　目が慣れるにつれようやく再び、周囲の風景が戻ってくる。

　これで救われるのだと安あん堵どを浮かべたリトエルは、右を見て目を瞬き、左を見て不安な表情になった。

　そして彼の目は森の向こうの遠くに、人の姿を見つける。その手にあるのはリトエルの騎兵を壊滅させた、レジスタンスの簡素な槍やりである。

「……いたか!?」

「…………大部分は殺したか逃げちまった！　……もう隠れられるのはこの森ぐらいだ」

　彼らはそう大声を交わしあった。

　カルセは眉まゆをひそめ、リトエルは激怒の表情で魔王に詰め寄る。

「どういうことだ！　何も変わっていないではないか！　先ほどのはただの手品か!?」

「実はその通りなのだよ」

「ふざけているのか！」

「まあ落ち着きたまえ。君の望む世界は、これから現出するのだ」

　相変わらず薄ら笑いの魔王はカルセのそばまで行くと、突然腰に下げていた剣を引き抜いた。そしてそれをカルセの喉のど元に突きつける。

　リトエルは信じられない顔で、情けなく慌てた。

「やめろ、そんなことは望んでいない！　望むはずがない！」

　だが魔王は落ち着き払って言った。

「よく聞け、リトエル・アイエテス。私はお前の敵、魔王ミトラスであり、同時に勇者アティスでもある。そしてカルセ王女はすでに我が元へ下り、今は私の支配下にある」

「何だと？　そんな、まさか……？」

　リトエルは魔王とカルセの顔を交互に見る。カルセは目を伏せた。

　肩をすくめた魔王は、リトエルに向かって笑う。

「見ただろう？　今やカルセ王女は、生かすも殺すも私の自由なのだよ」

「黙れ！」

「――しかし騎士よ。お前はここで私と戦い、倒し、――その結果、勇者アティスも不運な死に見舞われ、カルセ王女を自分の手に取り戻すことができる可能性がある。それが私の導くお前の世界だ」

「あなたは何を言っているの？」

　カルセの困惑した声を無視し、魔王はリトエルに告げる。

「もちろんカルセ王女を見捨ててこのまま逃げ帰り、これまで通りの愚劣な圧制者として生き続けてもらっても構わない。何の意味もないが、そちらにしておくか？」

「今でも――」

　呆ぼう然ぜんとしたリトエルの声が答える。

「今でもそれが本当に、私の世界なのだろうか……？」

「ああ。レジスタンスに加か担たんする私は、まず当面の敵として、お前のことをよく調べたのだよ。私だけが人間の誰だれよりも正しく、お前のことを理解している」

　魔王はそう言って小さく笑うと、カルセに突きつけていた剣を引っこめ腰の鞘さやに戻した。

「どうする、我が僕しもべ？」

　リトエルは真正面から魔王に向き合い、背筋を伸ばして言う。

「では、新たなる我が主よ。私はあなたに決闘を申し込みます」

「決闘の申し込みを受けよう」

　魔王はいつもの薄ら笑いで答えた。



　ひとまず時間をもらったリトエルは、全身の鎧よろいを外し始めた。どちらかが死ぬことになる決闘――命がけで力を競う儀式に、身を守る防具などは必要ない。魔王は作業を待ちながら、森の中をブラブラとしている。

　カルセだけがなぜそういうことになるのか理解できず、必死にリトエルを説得していた。

「決闘とかそういうことではないでしょう、リトエル？　二人ともやめて！」

　だが魔王は都合の悪いことは聞こえないフリをする。そしてリトエルもなぜか、このカルセの発言には耳を貸さなかった。そうするうちに大勢の足音が、森の中をやって来る。

「アティスさん、こりゃ一体？」

「ああベレンノ君。ご苦労だね」

　リーダーのベレンノを先頭にやって来たレジスタンスのメンバーたちは、首を傾かしげる。

「リトエル・アイエテス？　何でコイツが、こんなとこで鎧よろいを脱いでるんだ？」

「いろいろあってね。私は彼と一対一の決闘をすることになった。君に恨みを果たさせてやるつもりだったのだが、悪いなベレンノ君」

「いや待て待て。決闘って？　オレたちの圧倒的勝利なのに、何でアンタがそんなリスクをわざわざ冒す必要があるんだ？」

　フム、と魔王は小首を傾げた。

「……そうだな。彼は私――勇者アティスの仲間でもあった男だ。私が引導を渡したい」

「言っておくが、アンタが負けて死んでも、オレたちはコイツを逃がさないぜ？」

「それで構わんよ。リトエル・アイエテスは私との決着がつけば、あとは割とどうでもいい男なのだよ。そして心配せずとも、私には負ける要素がない。黙ってこの決闘を見届けてくれるかな？」

　そんなことを急に問われてもと、ベレンノは返答に困って口ごもる。

　しかしやがて彼は、ゆっくりと頷うなずいた。

「分かった。……もちろんオレたちの手で、恨みを晴らしたいと思っていた。だがオレたちを指導したのはアンタだ。オレもアンタに決着をつけてほしい」

「物わかりのいいことを言わせてしまって、すまないな」

「いや……アンタをこの戦いに巻きこんだ確証がほしいオレの、ただの打算だ。――オレが決めたんだから、お前たちも決闘の間は手を出すな」

　ベレンノは自分と周囲を納得させるように、そう言った。だがベレンノに反論したのはカルセだった。

「待ちなさい。殺し合いで結論を出しても、お互いに空しさが残るだけよ。大事なのは、間違いが正されることでしょう？」

「何だアンタ？」

　レジスタンス連中はいいかげんうるさげにカルセを見る。

「何も知らない部外者が、今さら――」

「今さらとは何よ！」

　カルセはすごい剣けん幕まくで言い返す。

　――今さらだろうが何だろうが、引き下がれないものは引き下がれない。

「ふざけるなよ！」

　突っかかろうとしたレジスタンスの一人をしかし、隣の大男が止めた。野盗ゴッコの一人、ガイウスである。その目は初対面時の好戦的なものとは打って変わり、哀しげだった。

　彼が世話を焼いていたラティムは、家族を奪われ、悲しみ憎しみながらも非情にはなれず、最後は何の復ふく讐しゆうも果たせないまま殺されてしまった。そのことをもう知っているのだろう。――そんな彼らに向かってカルセが言えることなどあるのか？

　だが諦あきらめと勇気のなさが招いた結果こそ、今のこの状況なのだ。だからカルセは言った。

「あなたたちが憎むリトエルが死ねば、家族が帰ってくるの？　関係ないでしょ？　何も変わらないのよ！　それならリトエルを上う手まく利用するぐらいのことを――」

「いやそれは、全部俺おれたちの手でやる……」

　ベレンノの泥のように重く沈んだ声が、カルセの声を遮った。

　彼はまるで彫像のような無表情な顔で、じっとリトエルを見て言った。

「どんなにみんなで苦労しても、時間がかかっても、その間によその国で死んじまう奴やつがいたって、俺たちだけの手でやる。家族を取り戻す。――こんなクズ野郎の助けなんか絶対に借りない」

　突き放す声を背後に聞きながら、リトエルは黙々と防具を外し、決闘の準備を進めている。その姿は孤独だった。味方などどこにもいないことを、もう知っている顔だった。

　対極的な二人の態度に、カルセまでもが引きずり込まれそうになる。

「だけど――！」

「……もういいんです。カルセ王女」

　ついにリトエルまでもが、乾いた声で遮った。

「あなたは本当に、どこまで行っても女性だ。あの勇者アティスですら、この場面で話し合えなどとは言わないでしょう」

　リトエルは最後に服の手首周りを確認すると、剣を持って立ち上がった。身振りで決闘の準備ができたことを魔王に告げる。

　魔王が川辺の草くさ原はらの方を目配せすると、リトエルは黙って頷うなずきそちらへ向かった。

「リトエル――」

　そう言ったカルセに、リトエルは引き抜いた剣の鞘さやを渡す。そしてリトエルは、妙なことを思いついたように一人小さく笑った。

「いっそマイダス王の代わりに、あなたがこの国の王になればいいのかもしれない」

　カルセにとってそれは、何一つ言い返すことのできなくなる言葉だった。――本当に自分は何も、分かっていないのだ。

　リトエルは魔王と改めて向かい合う。

「さてアティス殿。――実のところ私は、ここで決闘はするものの死ぬ気はない」

「……そうか。まあ全く当然のことだな」

「ああ。だがどうも先ほどから、私が一方的に殺されるという了解がまかり通っている。むず痒がゆくてしょうがない。おまけにそこらの雑ぞう兵ひようどもまでも、私が素人槍やりにかかると思っている始末だ。愚かしい思い上がりにもほどがある！」

　ギロリと周囲を睨にらむ。確かに周囲のレジスタンスたちの有利は、その人数だけだ。一人一人の実戦経験は、リトエルに及ぶ者などいない。

　構わずリトエルは大きく息を吐き、吸った。集中し、自分を奮い立たせる。

「騎士たる我が渾こん身しんの一撃をもって挑ませていただくが、異存はないな？」

　その言葉は勝手に口をついて出ているもので、もはやリトエルは何も考えていない。あらゆる雑念を振り払っていく。

「……決闘はお前との契約によるものだ。お前の願いがかなうよう、存分にやればいい」

　再び剣を抜いた魔王からの返答を、リトエルは聞こえたが聞いていなかった。

　周囲の何もかもが関係なく、ただ自分の内に膨らんでいくものだけを手で掴つかみ確認し、さらに膨らませていく。それが最も正しい位置まで届く。

「――では決闘の開始だ。行かせてもらう！」

　剣先の一瞬の半回転で剣を構え、息を止め、リトエルの上体の動きが完全に止まった。その集中する両目は、ただ貫くべき魔王の心臓だけを見据える。

　気迫に空気までもが固まったかのようだった。

　次の瞬間、渾こん身しんをこめて繰り出された無音の一撃。

　――魔王の体はゆらりと揺らいだだけだった。

　そしてリトエルの繰り出した剣先は、止まってもまだ乾いたままだった。

　空を切った剣先に、リトエルの内へと向かう集中は、弾はじけるように途切れた。

　すぐ耳元で魔王が言った。

「お前の鍛錬は常に勇者アティスより劣っており、

　お前の目標は常に勇者アティスより甘く、

　お前の人生は常に勇者アティスより無駄が多く、

　お前の視線は常に勇者アティスより敵をよく見てはいなかった。

　何とも空むなしい一撃だ。この身にかすりもしない」

　――ああ、そうだろうとも！

　歯ぎしりと共に、本心からの涙が目ににじんだ。

　そんなことはもうずっと前から分かっていた。そして今ここで、リトエルが幾多の人々を踏みにじり、やり過ごしてきた全すべてのことに、冷酷な結論が下されたのだ。

　――リトエルの世界はそこに現れた。

　――だが決してかなうことはない。

「まだだ！」

　片かた膝ひざをつくようにして身をひねり、伸びた手を引き戻す。だがその動作が、まだ剣を引き寄せたままの魔王より速いはずがなかった。

　リトエルの胸を、魔王の剣が貫く。

　途端に息ができなくなり、肺が血で溺おぼれたのだと気づき、襲ってきた敗北感に目の前が暗くなる。

　リトエル・アイエテスはそのままその場へと膝ひざをつき、草の上に倒れた。



「しっかりしなさい、リトエル・アイエテス！」

　そのカルセの声にリトエルは開けるのも苦痛な目を何とかこじ開けた。

「旅で何度も私が救った命よ！　あなたの勝手で落とすことは許さないわ！」

　確かに、魔王討とう伐ばつの旅の途中で、何度こんなことがあっただろうと思い出す。

　今回もカルセの手が治ち癒ゆ魔法の印を切る形に動いていた。だがそれをリトエルは、手で押さえ邪魔した。

　同時に喉のどの血にむせて、血を吐く。

「どうして……」

「今まで隠していましたが……実は私は……魔王が言う通り。あなたが思うより、かなり単純な人間なのですよ……」

　カルセは必死な顔のまま、眉まゆをしかめる。まだ彼女は分かってないのだ。リトエルは本当に、笑うしかなかった。

「私には……愚かで危なっかしくて見ていられなくて……だから私が守りたかった女性がいるのです……。そのうちその人にも、自分の方を振り向いてほしくなった……」

「だったらこんなところで死なないでよ！　その人のところに帰らないと――」

「いえ……ですから。……あなたのことですよ」

　カルセは絶句する。強気で我がままで、そのクセにいつも損ばかりしているお姫さまの間抜けな顔に、リトエルは力なく笑った。

「どうすれば私はあなたに……振り向いてもらえたのだろうか」

「でも、それは――！」

「私はアティス……を、越えなければならなかった。しかしそれは最後まで……実現することはなかった。……何もかもを犠牲にしてみる覚悟が……足りないのかとも思いましたが……。私はマイダス王を討って……あなたを手に入れるつもりでした……。今度はうまく行くかと……ちょっと浮かれた日もあります」

　リトエルは安らかに、息をついた。

「その……結果が、この通りです……。やり方の正しいとか、間違っているの問題で……すらない…………。こんなやり方ですら……私は失敗する男なのですよ。全くもって、奴やつに届かない…………例え――」

　リトエルはまたしても苦しげに咳せき込こむ。

「例えアティスが死んでいても…………あなたはアティスを選ぶ……」

　その言葉にカルセは答えず、しかし頷うなずいた。

　リトエルはそれを見届けると、目を閉じる。



「ごめんなさい…………」

　カルセはリトエルの亡骸なきがらを抱えたまま、赤い目で必死に耐えて言う。

「なぜお前がそいつに謝る必要がある？」

　魔王がカルセとリトエルを見下ろして言った。

「そいつはそいつだった。それだけのことだ。そしてお前はお前だ。そのことに謝罪が必要だとは思わない」

　言うだけ言って魔王は背後を振り向き、行ってしまう。

「ベレンノ君、来てくれたまえ。戦いは終わったがやることはまだいろいろある」

　呼ばれたベレンノはカルセの方を一いち瞥べつすると、何も言わずに魔王についていく。他のレジスタンスの連中も、そのあとに続いた。

　やがて森の中に、カルセ一人だけが取り残された。そして彼女は友人の亡骸なきがらを抱えたまま大声で泣いた。

　彼はこんな死を迎えなければならない人間だっただろうか？

　彼もまたこんな悲しみを、人々に与え続けて来たのだろうか？

　自分にはそんな様子一つ、見せようとはしなかったというのに？

　これは報いなのだろう。そして導かれた、当然の結果なのだろう。

　そんな彼を傷つけ、苦しめ、追いつめてきたのは自分ではないのか？

　なのになぜ自分はこの友人の死を、これほどまでにただ悲しく思うのだろうか？



　カルセの泣き声は、森の外に出てきたベレンノたちの元まで聞こえてくる。

　誰だれもが俯うつむいていた。それは必ずしも、カルセ王女に対する同情だけではない。むしろ彼ら自身の未来についてのことだった。ボウィライ山のレジスタンスは、とんでもないことを始めてしまったのだ。その手始めが、この悲嘆の声だ。そしてもうこの流れから下りることはできない。あとは最後まで行くしかないのだ。

「君は君でそんな顔をするな。勝利の日からもう悩みとは、苦労が絶えんなベレンノ君」

　こんな状況でも『勇者アティス』だけが、おかしそうに笑っていた。

　多分彼はこの状況を、人間のようには理解できていない。まだ短いつき合いだが、ベレンノにもそのことは分かっていた。この年下の男は人間的なものが、どこかゴッソリ抜けている。

「これからどうすりゃいいか。……そんなことを考えていただけだ」

　フム、と魔王は顎あごに手を当てる。

「……今日の勝利を知って、他の村々も立ち上がるだろう。君はそれを引き連れて、トロクミー地方の中央都市トリティカムを包囲、のち占拠する。リトエル・アイエテスの悪行に手を貸した連中を追い出し、マイダス王に民から選出した代表者を行政参加させるよう迫る。これが実現後、レジスタンスは解散。君が代表者となり、外国に売られた者たちの救済に乗りだす。――ごくごく単純明快ではないか」

「いや、すごい複雑だろう」

「そうか？」

「……それに難しい」

　ベレンノは真っ昼間の太陽の下、山と山の間に見えるドルネメトンの塔を見る。

「あの圧政のシンボルがある限り、都市トリティカムに引きこもった連中もあっさりとは出ていかないだろう。次こそ血で血を洗う酷ひどい戦いになる。――そんな予感がする」

　だが同じ塔を見て、魔王の方はおかしそうな顔をする。

「ほう君は、あんなただの建物にビビっているのか？」

「ビビってるって……。そうじゃない。あれは誰だれが支配者かっていうデカイ看板なんだよ。それがどこにいても目に入る。だから敵は意地になり、味方の士気はどんどん下がる。最初からそれを狙ねらって建てられたんだろうし」

「理屈は分かるが、私には実感の湧わかない話だな。まあいい。そういうことなら倒すか」

「倒すって何を……おい」

　勝手にどんどんと村の方へ行ってしまう魔王を、ベレンノは小走りで追いかけた。土が盛り上がった小山に登ると、魔王ははるか彼方かなたのドルネメトンの塔へ向かって手を伸ばした。

「アレスの矢筒デクミール・イグニスヴェンタス・アドヴァサス！」

　テキパキとした詠えい唱しようとともに、赤と白の光の魔法円が交互に現れる。ただそれはものすごい数で、伸ばした腕の下に整列を終えた魔法円はまるで、光り輝く柱のようだった。

「待て、何を始める気だ。待てってアティスさん！」

　慌てるベレンノに魔王は不思議そうな顔をする。

「別に爆発したりはしない……」

「いや魔法か何か知らないが、そんなものどうする気だ」

「決まっているだろう、ベレンノ君。ここからあの塔を撃つの――」

　魔王の言葉に魔法の柱は勝手に反応した。柱の先から一続きになって、輝く魔法の矢が次々と撃ちだされる。

「あああ……！」

「やってしまったよ。――まあ外れることもないだろう」

　そして魔王の言葉通り、はるか彼方に飛び去った光の列は、空気に霞かすむほどの遠くにある塔に見事命中する。

　一度、頂上から煙突のように煙を噴いたドルネメトンの塔は、そのまま真下に向けて滝のように崩れていった。

「――こんな感じでいいのだろう？　ベレンノ君」

「……ああ、まあ」

　ベレンノは疲れたように肩を落とす。魔王は満足げに頷うなずいた。

「それでは私の方も安心して、王都フェシナムへ向かうとしよう」

「え？」

　突然の話にベレンノはびっくりした顔を魔王に向ける。

「どうして？　アンタもオレたちの都市包囲に参加してくれた方が――」

「それではマイダス王が援軍を派遣してくる。君の悪い予感の通りになってしまう。だから私は王都入りして、ちょっとした大騒ぎを起こす。トロクミー地方で起きている反乱など大したことではない――ということにしてしまうのだよ」

「何を始める気なんだ」

「それはまだ秘密だよ、ベレンノ君」

　魔王はフフフと悪だくみの顔で笑った。

「とにかく援軍など来ないと分かれば、都市トリティカムの無血開城もありえるだろう。一ヵ月は待たせないから、君は都市トリティカムを包囲して、私の動きを待ってほしい」

　ベレンノはしばらくまだ迷っていたが、ついには頷うなずいた。

「どうせオレらは素人だ。アンタの作ってくれる流れに乗るのが最良だろう。……アンタの言う通り、包囲の準備を進めよう」

　　　＊　　＊　　＊

　こうしてボウィライ山で蜂ほう起きしたわずか百七名のレジスタンスは、東部地方軍を打ち破ったのである。また行政官リトエル・アイエテスも、彼らに味方する勇者アティスの手によって討ち取られた。そしてこの一週間後、トロクミー地方の中央都市トリティカムは、三万人の民衆によって包囲されることになる。

　ただ、この中に勇者アティスの姿はなかった。

　彼はカルセ王女とともに王国の悪を正すために旅立ったのだ。そう人々は噂うわさした。



　今は動くもののない、魔王の本拠地『嘆きの野』。そのだだっ広い平原の真ん中には一年が経ってもまだ、ただ一つの大きなすり鉢状の穴が開くのみである。

　斜面が相当な急きゆう勾こう配ばいであるこの穴には、かつての魔王の城のなれの果て――巨大な岩石の残ざん骸がいがつっかえるように積み重なっている。

　脆もろく崩れやすく、いつ大崩壊が起ってもおかしくないこの場所を、人間が下りていくことは不可能に等しい。だからこそ勇者と魔王の死は、未いまだ確認されていない。

　しかしもしこの冒険を強行した者があれば、彼は穴の底にたどり着いたところでようやく、あるものを発見しただろう。

　それは石と化した、巨大な生物のなれの果てである。

　それは黒く、三つの頭を持ち、その全すべてが身の震えるほど禍まが々まがしい獣の姿だった。

　そして今まさに、この石と化した魔物の右腕が根本から折れた。

　穴の底に落下した巨大な石は、大量の土つち埃ぼこりを巻き上げ、その衝撃で土砂崩れを引き起こす。半ばまで巨大な腕が土に埋まるころ、ようやく土砂崩れは収まり、穴の底には静けさが戻った。土埃を被った巨岩の様は、さながらそこに最初から立つ石碑のようである。

　しかし巨岩はもぞりと動いた。

　実際には割れた石の断面から、縁へめくれ上がるようにどんどんと動きを増していく。

　今や全身で軟体動物のように身動きするそれはゆっくりと、ある一つの形を作り出そうとしていた――。



    

  
    
      
第三章





　そのボロを着た少女は、取り壊された家屋跡の残った壁に寄りかかるように座っていた。

　服は着古したように黒ずんでいて、おまけに体にもあっていない。どこかのボロ置き場から拾ってきたものを、どうにか着ていた。その上からさらに大きなボロ布を着て取り繕うという酷ひどい格好をしている。

　魔物である彼女にとっては、衣服の調達はそれが限界だった。荷物も背中に背負った大きな包み一つのみである。

　そして道ばたに座り込んだ彼女は、ボンヤリとした目で町の様子を眺めている。

　フェシナス王国の王都フェシナム。

　かつては茶灰色のレンガ屋が並ぶばかりだったこの貧しい町も、今では人や財の流入によって様々な色合いと都市としての様相を見せている。しかし彼女が今いる下町周辺を境に、フェシナムは再び貧しい無個性な茶灰色に沈みこもうとしていた。

　荒廃は町を行く人々にも忍びよっている。

　通りを行く者、家事をする女たち、軒先に座る老人。みんながみんな、同じ目をしていた。『ああ。いい夢を見ていた……』。そんな目だ。

　王都フェシナムは死にかけていた。元気なのは元の惨めな町の姿をまだ知らない、子供たちぐらいだった。

「オレ勇者アティス！」

「オレも勇者アティス」

「……アーティス」

　歳としのころ四つか五つという少年たちが木の枝を剣のつもりで振り回しながら、少女の前を走っていく。目の前を駆けていくその姿に、ボロを纏まとった少女は呟つぶやいた。

「何が勇者アティスだ……」

　苛いら立だちとともに、犬歯の目立つ小さな口から短い歯ぎしりを漏らす。少女にとって勇者アティスは、忌まわしく煩わしい名前だった。あまりの嫌けん悪おに聞いただけで、心から活力が削そがれていく。

　しかし彼女には役目があった。やらなければならないことがある。

　一つは魔王ミトラス・アグディスティスを見つけ出すこと。

　もう一つは自らの王に、ある大変な知らせを伝えることだった。

　――だがどうやって人間に紛れ込んでいる魔王ミトラスを見つけ出すのか？

　その方法が思いつけないから、こうして座り込んでボンヤリとしている。ボロ布の下の大きな耳で、町の音を聞いていた。

　だがそれを邪魔するかのように、大勢の足音がこの通りへとやって来る。黒みのある赤色の制服――収税官の格好をした一団だった。彼らはそのまま街路の一角に陣取り、壁に名前の一覧を次々と貼はりだし始めた。

「あーああ～。んッんッ」

　先頭の妙にプリプリした肌のテロンとした目の男が、裏返った声の調整を裏返ったまま終わらせる。よく見ると化粧までしている彼は、耳障りな金切り声で叫んだ。

「ご町内の皆さま！　サビーヌ様による国民の義務の時間で・す・よっ！　貼りだした紙に名前のある人は一万ゴルドずつ持ってきて払いなさい？　期限は今日の日没までですッ！　――いい？　合い言葉はっ『――納税はっ、愛。滞納とか犯罪ですッ！』」

　顔をしかめて集まってきた下町の住人は、自分の名を見つけると舌打ちし、口々に言う。

「先週徴収したばかりじゃないか！」

「そんな金があったらとっくによそへ行ってるよ……」

「思いつきみたいに来やがって」

「黙れや、ゴラァ！」

　歯は茎ぐきをむき出しにして、突然サビーヌ様とやらは怒鳴り返す。

「公務員の苦労も知らないでッ！　日没までに払わなかった者は、全員牢ろうにぶち込むからね！　アタシってば気が短いんだから」

「まて！　わるものめ」

　そう真正面からの反抗の声に、収税官たちは周囲を見回し、声を上げる。

「誰だれだ？」

「いたぞ！」

　街路に面した家の屋根の上に、その姿はあった。

　――先ほどの勇者ゴッコをしていた子供の一人だ。

　サビーヌ様は子供を見上げ、猫なで声で彼に言う。

「下りてきなさぁいボク。立派な大人になるための、お仕置きの時間ですよっ？」

「ヘンなかおめ、ゆうしゃアティスのけんでほろぶがいい！」

　双方で同レベルの勝手なことを言いあって、子供は枯れ木の枝を振り上げたまま飛び降りた。それが運悪く、プリプリした化粧男の顔をピシャリと打ってしまう。収税官はアウゥと大おお袈げ裟さな声を上げ、顔を覆った。

　地面に着地した子供は、ピシリと枯れ木の剣を突きつける。

「まいったか。このアティスにごめんなさいとあやまって、たいさんするがいい」

「ウェリー、お前、なんてことを!!」

　集まった人々の中から飛び出した女性が、子供を抱きかかえ引っこめようとする。おそらくは母親だろう。

　だがそれよりも早く、収税官サビーヌの手が子供の襟首を掴つかみあげた。プラーンとつり下がったまま、子供は不思議そうな顔をする。

「はなせ！」

「何をするのだ、このガキがァ！」

「おやめ下さい収税官様！　ものも分からぬ子供のしたことではありませんか」

　すがって言う若い母親をサビーヌ様は蹴けり飛ばした。周囲の民衆から憎ぞう悪おと怒りの声が上がる。

　しかしそれに怯ひるむことのできない収税官の長は、何と剣を抜いた。それを人々に芝居がかった態度でちらつかせたかと思うと、今度は子供に突きつける。

　あまりの出来事に周囲が静かになったのを見ると、サビーヌ様は子供にニッコリ笑った。

「ボク、お名前は何というのっ？」

「ゆうしゃアティス！」

「キミおっくれってるー！」

　サビーヌ様は子供を指して、キャハッと笑った。

「アティスは国家への反逆に手を貸した罪で、今は手配中なのよっ？　ワルイ子になっちゃったの！　アナタは今やこの国で一番偉い王様に逆らう重罪人ってワケ」

　子供はクリクリした目でしばらく考えたあと、答えた。

「それはおーさまが、あくだからだ」

　さすがにその言葉には、周囲の人々もざわめき立つ。サビーヌ様だけが子供を掴つかみあげたまま大笑いした。

　やがてそれをピタリと止めると、鋭い目で民衆たちを見る。

「何だこれは！　この肥だめのような町では、こんな小さな子供の中にまで国家反逆の徒が紛れ込んでいる！　お前たち、その母親も連れていって牢ろうにブチこんでおけ。全くこの町ではどのような教育を行っているのか。……いや、だからこそ再教育が必要よねっ！」

「もうその辺りにしておけ……」

　不意にそう割り込んだのは額を押さえた、先ほどの浮浪者の少女だった。

「人々を混乱させれば金が集まると思っているお前の雑ぞう言ごんは、聞くに耐えない。頭が痛くて考え事どころじゃないよ」

「何だお前は！」

　サビーヌはボロで隠れたその顔を、殴り飛ばすようにして手で張る。

「……お前こそ何だ」

　少女も張り飛ばし返す。その反撃の重さにサビーヌ様はよろめき、子供から手を離してしまった。転がり落ちるように地面に落ちたウェリーは、母親の元に走って行く。

「――何をする、お前は！」

　金切り声を上げて、サビーヌは抜き身のまま持っていた剣を振り下ろす。人々は悲鳴を上げたが、ボロを被った少女は全く無造作にかがみ込んで避けた。そのついでに、先ほどの子供が落とした、枯れ木の枝を拾い上げる。

「ぶ、武器を手にしたな！　それでは殺されても、文句は言えないッ！」

　少女は無視したまま、手の中で枝のしなり具合を確かめる。この態度を自分への侮ぶ辱じよくと判断したサビーヌは、再び剣で斬きりかかった。

「そんな木の枝では我が剣を逸そらすこともできぬわ!!」

「……だったら何なんだ」

　少女はため息をつくと、体を反転させる。身しん体たいを半歩分だけその場から離脱させ、剣をやり過ごし、さらに半回転で元の位置に戻ると枯れ木の剣を思いきりよく振るう。

　あまりの速さにサビーヌ自身は何が起ったのか、ほとんど理解できなかった。自分の体がどこも痛くないことを確認するのにさえ、一瞬の間がある。だがようやく無事なのを確認し、勝ち誇ったように言った。

「下へ手たくそが、乞こ食じきの女ァ！　そんな腕では例え本物の剣を持っていたとしても、このサビーヌ様には当てられぬ――は!!」

　ボロボロボロとサビーヌの前髪が落ちてくる。慌てて剣を放ほうりだし、両手で髪を押さえる。彼の額から頭の頂上にかけての髪が枯れ木の剣に切り裂かれ、完全になくなっていた。

「は、は……！」

　無ぶ様ざまな禿はげ頭になった自分をようやく知って、ナルシストの収税官は立ったまま白目を剥むき倒れた。

「サビーヌ様！」

「おのれ女め――」

　物わかりの悪い部下たちの反応に、少女が本物の殺気を放つ。

「……実に当たり前のことだが、今のは手加減した。そいつを連れて帰れ。さもないとお前たちからは、目か耳か鼻をもらうことになる」

　少女の言うのは威おどしではない。今の一撃を見れば、不可能な理由は何一つなかった。

「――出直しだ、引き上げるぞ！」

　収税官一行は髪に手を当てたまま気絶しているサビーヌを肩に担ぎ、引き上げていく。

　ボロ姿の少女の方は枯れ木の枝を、自分が座っていた廃はい屋おくの壁に立てかける。これはここでの勝利の象徴、収税官たちの敗北の証あかしだ。

　だが彼女も目立ちすぎた。ここを去らねばならない。いよいよ行動する決心もついた。

「ねえちゃんなまえは？」

　去ろうとする彼女は、子供の声に振り返る。勇敢なウェリーがそこにいた。少女は懲こりない子供に苦笑して、彼の望む一番の名を答えてやった。

「――勇者アティス」



　王都フェシナムの西門には、毎週初めに市が立つ。

　比較的豊かな王国西域・リストアギ地方から様々な作物が運び込まれてくるのが、この西門市の成り立ちである。便乗して周辺諸国や海の向こうからの品々までもが露店を彩るこの市は、王都でも最も活気に溢あふれる時間であり場所であると言えた。

　そんな賑にぎやかな路地の人ごみの中に、マントのフードで顔を隠した魔王ミトラスとカルセ王女は紛れ込んでいた。

　ここへ来ようと言った魔王は、興味深げにあちらこちらへと見て回る。人間の市というのが、彼にとっては珍しいのだろう。だがマントのフードを深く下ろしたカルセの表情は、いつにも増して厳しかった。

　――一年前は、あの通りの向こうまであった。もっと活気に満ちていたのに……。

　初めて見れば賑にぎやかなこの市も、かつての姿を知るカルセから見れば、衰えたフェシナス王国の現実の一つだった。マイダス王の膝ひざ元である王都フェシナムですら、王国の衰すい退たいは例外ではないのだ。実際、ボウィライ山を出発してからこの王都につくまでの間、カルセが目にするのは王国の民の惨状ばかりだった。

　そもそもフェシナス王国にはこれまで、驚くほどの幸運が度々もたらされてきた。いわゆる父・マイダス王が言う、精霊ファウナの導きと加護である。

　しかし魔王討とう伐ばつ以降――つまり建国四年目となる昨年後半から今年にかけては、その揺り返しのように様々な不運が王国を見舞っている。

　去年の夏には大干ばつがあった。それに引き続き、年始の地震とそれにともなう山岳地方での大おお雪崩なだれ災害。春には全国的な大雨による川の氾はん濫らんがあったばかりだ。フェシナス王国はズタズタに破壊されている。

「ただそういうことは、起りうることよ……」

　人ごみの中を歩きながらカルセは呟つぶやいた。

　自然災害というのは単なる運だ。確率的にいつかは発生するものなのだ。

　そして一人一人ではどうにもならない被害から、民を救うもの。

　そのためのフェシナス王国建設だったはずだ。

　しかしフェシナス王国政府はこれら様々な災害に対し、ろくな手を打っていなかった。

　事実上、マイダス王の政治放棄状態であり、その結果あちらこちらで重職者たちの暴走が始まっている。リトエルが人を売ってまで財をかき集めたのは、その流れの一つだ。王に次ぐ地位の四し分ぶん領りよう行政官たちは権威争いを始めており、同時にマイダス王排除の方法を模索している。

　誰だれが王を倒し、そのあとを継ぐのか。そんな馬ば鹿かげた競争を始めているのだ。結果、民はどこにいても不幸なのである。

　王国はすでに瓦が解かい寸前だった。来年にはフェシナス王国そのものがなくなっているかもしれない。

「……このままじゃ、アティスの努力が無駄になっちゃう」

　カルセはフードの中で俯いて、そう呟く。

　だがそれはカルセ自身にも向けられた言葉だった。

　王女であるカルセは、政治に参加できる立場にいたのだ。だが何一つ現実を知ろうとせず、ただアティスを待つという無意味な一年を過ごした。王国が枯れていく状況を知りもせず、ただ時間を捨てていたようなものだ。

　――王女のカルセまでこの有様では、精せい霊れいファウナだって王国を見捨てるだろう。

　そして現在の王国の最後の希望は、あろうことかリトエルを打ち破った勇者アティス、つまりは魔王ミトラスに向けられている。

　死の淵ふちより帰還した勇者アティスが、悪王マイダスを倒す。

　そんな筋書きを子供から老人まで、王国国民全すべてが望んでいる。父マイダス王もアティスも両方知るカルセにとっては、やりきれないことだった。そもそも一体、父に何があったというのか？

　だが王国とカルセ個人に降りかかった最大の苦難は、ゆっくり考えることさえ許さない。

「はっはっは、これを見たまえカルセ君！」

　魔王の上機嫌の声が聞こえ、カルセはますます憂ゆう鬱うつな表情で振り返った。

「何なのよ……」

　魔王は必死の表情で、抱えたものを掲げて言う。

「これは、ネコだ！」

「にゃー」

　魔物の王はなぜか、人ごみの真ん中でネコを抱えて大変興奮していた。

「……だからどうしたのよ!?」

「この店では白カブと一緒に、ネコを並べているのだ。こんなに愛らしいものまで露天で売り買いして食うというのか、おのれ人間どもめ！」

「やめて下さいよ、お客さん。それ売り物じゃありませんよ」



    

  
    
      



    

  
    
      「ほう――では食わないのか」

「食べませんよ」

　ウンザリした店主の声に魔王はニヤリと笑い、不吉な流し目でネコを見る。

「……こんなにおいしいのに」

　抱えられたネコは総毛立って、魔王の顔を引ひっ掻かいた。それでまた大騒ぎする。

「何をやってるのよ……」

　カルセはため息をつく、どこに行っても魔王は優雅でマイペースに騒がしい。何というか――善とか悪とか言う以前に、破滅的に落ち着きが足りない。

「いいからお店に返しなさいよ」

「仕方がないな。ところで確認したいのだが、カルセ君――」

　群衆のど真ん中で名前を呼ばれ、カルセはすぐさま魔王の鼻をつまんだ。そのまま引きちぎる勢いで、慌てて路地裏へ引っ張っていく。

「何のマネら！」

「王都に入ったら偽ぎ名めい使うって、アンタが決めたんでしょうがアーサーさん！」

　ようやく手を離すと、鼻を真っ赤にヒリヒリさせたまま魔王は尊大な態度で答えた。

「ああ、そうだったな、カーさん。……なに、君を少々試したのだよ？」

　その答えにカルセは手を振り上げると、魔王の頭を上から下へ思いきり叩はたいた。

「思いつきをいちいち口にしないの。混乱するから」

「フッ、我が身に苦痛など意味はないと、何度言っても分からないようだな人間」

「私の気はそこそこ晴れるから問題ないわ。あと私のその偽名は変更して。それで何なんですか、アーサーさん？」

　注文多いなと不機嫌な顔の魔王は、カルセに睨にらみ返されて咳せき払ばらいする。

「うむ。実は先ほどからあちこちの店を回っていたのだがな、そのうちにどうやら、腹の上辺りが時々痛むようになったのだ」

「…………病気？」

「魔王が病などと。……フフ」

　アハハハハと、何がおかしいのか魔王は空を見上げて笑い続ける。

「いや、そうではないのだよ。もっとこう切なく、心振るわすような甘かん美びな予感を秘めたものなのだ！　何なのだろうなこれは？　私は人間の言う『虫の知らせ』という奴やつだと思うのだが君の意見は？」

　カルセは目をパチクリさせた。

「……お腹なかすいてるんじゃない？」

　魔王は上機嫌で指を鳴らす。

「まさにそれだ！」

　カルセは再び魔王の鼻を掴つかんだ。何だかんだで世話見のいい性格の彼女は、魔王を市の露天屋台に引っ張っていく。

「まだお昼前なのに。朝ご飯食べなさいって言ったじゃない。まさか昨夜の晩ご飯さえ食べてないなんて言わないわよね？　……全く、何回も言わせないでよ」

「貴様を毎晩食っているではないかひさまをまいはんふつていふへははいはー」

「ハイハイ」

　その件は思い出すのも憂ゆう鬱うつだ。

「でも人間には別口で、食べ物が必要なの知ってるでしょ？　アティスがガリガリになったらどうするのよ？」

　カルセにも最近ようやく分かってきたのだが、実は魔王の人間に関する知識は非常に偏っている。ある意味完全な知ったかぶりですらある。

　食事も風ふ呂ろも睡眠も洗濯もハミガキも、カルセがちゃんとやらせなければ魔王はうっかり忘れるのだ。おまけに――私は人間ではないのだよ、とかすぐに言い訳をする。本当は人間が魔王を理解不能なのと同じ程度に、実は魔王も人間が理解できないらしい。

　例えば先日、カルセは魔王の服のポケットから『魔王アンチョコ』なるものを見つけてしまった。

　どんなセリフをどんな仕草で言えばより魔王らしいか、その研究成果がビッシリと書かれたメモ帳である。これを見て毎日練習している魔王の姿を想像し、カルセはかなり微妙な気分を味わった。

　とにかくそれ以来、魔王の言うことは内容だけを抽ちゆう出しゆつして聞くことにしている。案外注意して話を聞けば、彼は意外なほど単純なことしか言っていない。

　ともあれ、カルセは魔王を掴つかんだままうまい具合に焼果物の露店を見つけた。ヘスペリア産の『リンゴ焼き』があったので、それを自分の分と魔王の分、二つ買う。リンゴを串くしに刺して焼いただけのものだが、魔王の胃袋が空っぽなら、こういう消化しやすいものの方がいいだろう。

「はい。これアティスも好きだったのよ？」

「私には関係のない話だ」

　このセリフは飛ばしてもいい。カルセは無視する。

「アティスもあんまり食べ物にはお金かけないんだけど、これだけは大好きでね。……どうしたのよ？」

　串を持ったまま困り顔の魔王に、カルセは訊たずねる。

　もしかして食べ方が分からないのかと、カルセは串に刺さったリンゴ焼きを囓かじってみせた。焼かれて香りがついたのと、縮んだことで甘みが濃縮され、なかなか美味だ。

　だが魔王は左右を見回し、緊張した表情で言う。

「……今日はナゼ、室内で食べないのか？」

「人間は時にはこうやって、外で気楽に食事するものなのよ」

「そうか……」

　魔王は神妙な表情だ。カルセは首をひねって、もう一口、自分のリンゴ焼きを食べる。そしていつの間にか背後に回った魔王は、カルセの後頭部の種殻テスタを囓かじった。

「ひやん――！」

　カルセの背筋が跳ね上がる。気がつき振り向いた人々から上気した顔を隠し、何でもないと身振りで必死に取り繕った。

　魔王の方はモグモグしたまま、何か釈然としない表情を浮かべている。その顔にカルセは拳を叩たたき込んだ。

「何するのよ！」

「……お前こそ何をする。眼鏡が割れてしまったではないか……」

　魔王はヒビの入った眼鏡を外すと、懐から新しい眼鏡を取り出しスチャとかけ直す。

「お前が外で食うと言うから私は……。そうか罠わなか？　罠にはめておいてこの理不尽な仕打ちなのか？　人間どもめ……」

「食べ物の方を！　食べなさいよ！」

「しょうがない……」

　魔王はカルセが恐こわい顔なので、ようやく棒に刺さったリンゴを食べる。これはこれで気に入ったのか、全すべてが口の中に消えるまであっという間だった。そうして魔王はカルセに向かって得意げに木の串くしを差し出す。困った顔でカルセはそれを受け取り、口の端の蜜みつを手持ちのハンカチで拭いてやった。

　どういうわけか、この魔王と随分と馴なれ合ってしまっている。だが案外「こういう生き物なのだ」と納得してしまえば、受け入れがたい存在でもない。何より、魔王は本当にギリギリのところで、リトエルの心を救ってくれたのだ。

「はい、これでよし。……どうせならもっと、人間のことをきちんと憶おぼえなさいよ。あなただって困るし、私も恥ずかしいし」

「しかしそれも、もう必要のないことだからな」

　なぜか魔王は見透かしたような目で言う。えっ？　とカルセは小声で聞き返す。

　魔王は自分の手を見て言った。

「勘違いしないでもらいたい。私は魔王である理由があるから魔王なのだ。人間とこれ以上は、混り合うつもりはない。お前と私の目標も、最終的には一致しない。だからこの体とも、お前とのつき合いも、今夜で全て決着をつけようと思っている」

　その言い方はいつもの意地悪な物言いではなく、まるで相手を諭すかのようだった。かといってカルセだけに向けられているわけではなく、自分自身にも言い聞かせているように聞こえる。

　正直、カルセには真意を測りかねた。だがとにかく急な話だ。

「今夜なの？」

「そうだ」

　魔王は頷うなずく。

「今夜中にマイダス王の城に忍び込みたい。そして宝物庫に保管された忌いま々いましき『巫女の書リブリ・シビユリーナ』を、全すべて破壊する。――いよいよお前の協力がいる」

「ちょっと待って。いきなり王城に潜入するって――」

　だがカルセの動揺とは裏腹に、魔王は断固とした口調で言った。

「お互い急ぐことに、何か不利益があるか？　私は早く私の体を取り戻さなければならない。それで『お前のアティス』は帰ってくる。だからお前は私に協力する。――そういう契約だったはずだ」

　確かにその通りなのだ。

　そしてカルセが協力を拒んでも、魔王は結局それを実行するだろう。下へ手たをすればボウィライ山での出来事のように、また大勢の人間を巻きこむかもしれない。そういった危機を水際で食い止めるために、カルセは魔王と行動をともにしている。少なくともカルセの本心はそのつもりだったはずだ。おままごとをして、相手の良心に期待するためではない。

　そして結局、カルセ自身に止める手だてがない以上、魔王は復活するのだろう。同時にアティスが帰ってくる。全ては振り出しに戻るが、まずはフェシナス王国を立て直さなければならない。これ以上の危機は国がもたない。――罪は全て、カルセが自分で背負えばいい。

「分かったわ……。見つからずに王城に潜入する方法は、用意できるわ」

「結構なことだな。これでようやく我々は、本来の立ち位置に戻ることができる」

　――でも本当にこれで……。

　そんな苦悩するカルセの顔を、なぜか魔王は横で、無言のままじっと見ている。それに気づいたカルセは、魔王を振り向く。

「……何よ？」

「いや。別に……」

　魔王はまだカルセを見たまま、冷ややかな笑みを浮かべる。だが今回のそれは明らかに、作られた表情だった。カルセにもそれがはっきりと分かった。

「本当にどうしたのよ？」

　だが魔王は無言のまま無表情に戻ると、カルセからようやく視線を反そらした。



　夜の城内を見回し、魔王はご満悦といった表情で頷うなずいた。

「なるほど。これほど容易たやすいとはな！」

　対してカルセは「はあ……」と、憂ゆう鬱うつなため息をついた。騙だますことになってしまった善良な老人イドゥスを思い出し、気分が重くなる。

　イドゥスはカルセやマイダス王の昔なじみである。元々リュディアという国の王族だったカルセたちの、庭師であり教育役でもあった人物だ。

　城内に入れる鍵かぎを貸してくれる者で、同時に父・マイダス王への秘密を約束してくれそうな人物は、彼を置いて思い浮かばなかった。実際、イドゥス老人は突然訪たずねてきたカルセを、温かく、何も聞かずに迎え入れてくれた。そして何も言わず、鍵も貸してくれたのだ。

　だが一方で老人は、フードで顔を隠したままの魔王のことは見逃さなかった。

「お主は一体何者だ？」

　その鋭い視線はカルセの連れだからといって、容赦はしなかった。――いや実際、イドゥス老人はカルセの危機を半分見抜いていることになる。

「あのね、彼は……」

　カルセはしどろもどろになって、何とか説明を試みようとした。だがそこで魔王が、あっさりとフードを脱いで、その顔を――勇者アティスの顔を晒さらしたのだ。

「久しいなイドゥス。無礼は謝ろう」

「アティス様……」

「知っての通り、国中で妙な噂うわさが広まってしまっている。私も誰だれが味方で誰が敵か、分かりかねる状況なのだ。だからひとまずはマイダス王に目通りし、今後の策を練りたい」

　スラスラ出てくる嘘うそ八百に、カルセはちょっと呆あきれた気分だった。だがイドゥス老人はその話の途中で、膝ひざを折った。目に涙をたたえたまま、天の神と精せい霊れいファウナに感謝の祈りを捧ささげたのだ。

「これで、この国は救われる――！」

　それがどういう意味だったのか、カルセは聞き出すことができなかった。

「ご家族なのですから、ご自身で確かめて下さい」

　訊たずねたイドゥス老人に、そう諭されてしまったのだ。確かにその通りだろう。彼もそのために鍵かぎを渡してくれたのだ。

　ただ現在は、善良な昔なじみの老人に大きな嘘をついてここにいる自分に、重い自己嫌悪を感じてしまう。

「どうかしたのか？」

　どこかウキウキとした脳天気な声で、魔王が訊きいた。彼にとってはこの王城潜入は、大変心が躍る楽しい出来事らしい。カルセはジトッとした恨みがましい目を返す。

「言っておくけど、ここまでしたんだから、絶対に見つからないようにしてね。鍵の出所がばれたら、大変なんだから」

「ああお前は、あの老人のことを心配しているのか」

　魔王はフフフと笑った。

「あの老人に害が及ぶことはないさ」

「どうして？」

「すぐに世界は魔王の復活により、闇やみと絶望と恐怖に覆われる。それどころの話ではなくなるだろう」

　指をクネクネしながら一人ウットリとして喋しやべる魔王に、カルセは無言で肩を落とした。

「む、ここのようだ」

　魔王が重厚な扉の前で立ち止まり、鼻を鳴らした。

「色々な金属の匂においがする……」

「その通りよ」

　カルセが諦あきらめたように頷うなずくと、「よし」と魔王は両手を構えた。

「ヘパイストスの鉄槌ペントミール・イグニス・アプド！」

　魔王の正面に巨大な赤く輝く魔法円が五つ、一気に出現する。まだ『Ａｐｐａｒａｔｉｏ待機中』の文字でグルグル巻きにされた状態だが、しかし――。

「――！　ちょっと、待ちなさいよ!!」

「行くがいい！」

　魔王は止めるより早く命令を下す。文字は『Ｉｎｃｅｐｕｔｉｏ投入開始』に変わり、赤い魔法円は全すべて宝物庫の扉に撃ちこまれた。

　ものすごい音がして、扉全体が熱にひしゃげ、吹き飛ぶ。城全体が揺れた。

「フッ、たわいもない。ところで何かね、カルセ君？」

「もう……いい」

　泣きたい気分でカルセは手で顔を覆った。おそらく今の大騒音で城中の者が飛び起きただろう。すぐに衛兵がここへやって来る。

　そんなカルセを不思議そうな顔で見て、魔王はまだ煙を上げている鉄扉をまたいだ。宝物庫の中へと入る。

「見たまえ、カルセ君！　すばらしい！　宝物庫なのにほとんど宝がないぞ!!」

「大きなお世話よ、貧乏で悪かったわね！　いいからさっさと用事すませなさいよ！」

「というか……」

　魔王は腕を組んで考えこんだ。

「巫女の書リブリ・シビユリーナどころか、紙っぽいものが一つもないのだが。そもそも、あれだけの強力な魔法アイテムにも関かかわらず、これだけ近づいてもエレメントが全く騒がない。これは一体どういうことだろうか……？」

　カルセは一瞬呆あつ気けにとられた。

　そして握り拳で魔王の顔ごと眼鏡を割った。

「最初からここにはなかったってことでしょうが！　どうするのよ!!」



　――英雄王マイダス・エウパトールは夢を見ていた。

　五つの山に囲まれた、谷の底に眠る木こ霊だまの森――。

　フェシナス王国の建設が完全に暗礁に乗り上げた八年前。失意のマイダス王は彷徨さまよう内に、ここへとたどり着いていた。

　どちらを向いても大神殿の柱のように、巨大な樫かしの木が生えるばかり。その木々は上を見上げてものしかかるような白い霧の天井に覆われ、枝も梢こずえもほとんど見えない。転じて足下にはゴロゴロとした大きな岩と、それを覆う木の根しかない。

　――いやここは、神殿そのものなのだ。

　あの時のマイダス王はごく自然に、そう考えていた。

　森に入ったその時から、ずっと目に見えぬものにまとわりつかれているような感覚が消えない。

　自分は知らずに人ならざるものの領域に踏み入ってしまった、と、そう感じていた。

　マイダスのそんな考えを肯定するかのように、時々霧の向こうで木の枝が鳴る。葉のざわめきではなく、甲かん高だかい――誰だれかが木を打ち鳴らしているような音が、マイダスのあとをずっとついてくる。

　馬を慎重に進め、森の先へ踏み込むたびに、その音の数は増えていった。さらにしばらく行くと、それはもう止まらなくなっていた。

　ぐるりぐるりと、マイダスの周りを回転しながら木の音が鳴る。その姿を見ようと見回しても、霧で何も見えない。そもそも動くものが見えない。

　薄気味の悪さをとっくに通り越し、騒音そのものから遠ざかろうかと、馬に一歩を踏み出させた。途端、その音はやんだ。

　――いつの間にかマイダスの目の前には、巨大な黒い丸石があった。

　そしてその上には、人の姿が立っていた。

　最初はその人影も、生きたものとは思わなかった。大理石の小さな女め神がみ像に蔦つた草が巻きついたものかとマイダスは思った。

　人の姿は身動き一つせず、その肌はあまりに白い。

　長い髪もまた乾燥した枯れた植物のように白く、乾いていた。そもそも髪とも思えなかったのは、それが顔のほとんどを覆ってしまっていたからだ。

　だが隙すき間まから覗のぞく小さな口が、わずかに開き、動いた。

『……お前は何を望む者か？』

　それは小さな声だった。だが馬上のマイダスには一語一句はっきりと聞こえた。

「あなたは精せい霊れいか？　それとも魔物か？」

　マイダスはまず、そう訊たずねるしかなかった。

　目の前の小さな少女は、不気味な存在だった。だが急いで逃げ出したくなるような恐れも、また感じなかった。

　木こ霊だまの森の少女はこう答えた。

『どちらも人間が勝手につけた、ものの名だ。私にもお前にも意味はない。それよりもここは我が聖域。お前はそこへたどり着いた。だからお前の願いを半分だけかなえよう』

「半分？　半分とはどういうことだ？」

『お前の望みとお前以外の人間の望みは相あい容いれぬ。だからかなった願いが必ずお前を幸福にするとは限らない。つまり半分だ』

　人を煙けむに巻くような答え。

　だがそれでもマイダスには、どうしてもかなえたい願いがあった。

「私はフェシナス人のこのまつろわぬ地に、人々の平和と安定のための王国を築きたい。そんな願いでも、かなえてもらえるのか？」

『ああ――もちろんだとも』

　少女は不幸な男を見る顔で笑った。その青臭さを笑ったかのようだった。

『だがお前の前には、十の大きな争いと百の不幸、そして千の死が立ちふさがるだろう』

「私の願いは二十万の人々を、世界の淀よどみから救い出すことができるのだ」

『ならばお前のその願いを、かなえてみせよう』

　精せい霊れいの指先に色とりどりの光が浮かぶ。その一つ一つは歪いびつな形の破片に見えたが、小さな少女の前で組み上がっていく。まるで金属細工のような精巧さで絡み合い、ほんのわずかな間に巨大な魔法の陣となって霧の中に浮かんでいた。

　その威容に思わず顔を引くマイダスに、笑い顔の少女は言った。

『これがお前の願いをかなえる。お前に私が≪世界の半分≫を与えたという証あかしだ』

　銀光の十字が浮かぶ目で、少女は言った。

『まずはこの森より出て、真っ直すぐに南へと下れ。そこに英雄となる子がいる。それをお前の子として育てよ……』

　言葉よりも早く精霊の姿はかき消える。同時に威圧感を覚えるほどの魔法の陣も消えた。

　その後、どうにか森を抜けたマイダスは、この精霊の託宣に従い幼いアティスをえた。

　神官たちはマイダスが会ったものを精霊ファウナと呼び、その四年後、ついにフェシナス王国が誕生したのだ。

　だが。

　王国の成り立ちが精霊ファウナの力であるなら、同時に王国は呪のろわれてしまった。

　魔王討とう伐ばつの旅に出たアティスが魔王に関する情報を持ちかえるたびに、マイダス王はその思いを強めざるをえなかった。それとも全すべては最初から、邪悪な人ならざるものの戯たわむれごとだったのか？

　――地響きと共に鈍い揺れが寝台を揺らし、マイダス王は目覚める。部屋の外からは衛兵たちの騒ぐ声が、壁を隔てて聞こえてきた。

「誰だれか――」

　起きあがったマイダス王が呼ぶ。すぐに寝室の警備を兼ねる従者が王の前に現れた。

「いかがなさいましたか？」

「――説明しろ。この騒ぎは何事か？」

「王陛下のお心を騒がすほどのことではありません。どこの馬ば鹿か者でしょうか。城の宝物庫に侵入した盗賊があったようなのです。必ず捕らえますのでご安心を」

　だがマイダスはそれが、ただの盗賊とは思わなかった。

　すでに勇者アティスの姿をした者が辺境に現れ、反乱に加か担たんした知らせは受けている。そしてその正体を、マイダス王は正しく知っていた。

　ならばあれが来たのだろう。自分に復ふく讐しゆうしに来たのだ。

「運命が私を笑いに来た……」

「王陛下はここに」

　だが押しのけられた従者が見た王の表情は、暗い憎悪が貼はりついた仮面のようだった。



「――まあ、当然の結果よね！」

　カルセは王城の通路を走りながら叫んだ。魔王はフードの下で薄笑いを浮かべて言う。

「何を怒っているのだね、カルセ君」

　――ムカツクわ。

　カルセは無言のまま魔王を思いっきり睨にらんだ。

「追え！」

「賊は魔法を使うぞ、『魔術師の檻おり』を用意しろ!!」

　通路のあちこちから衛兵たちの声が飛んで来る。その中をカルセと魔王は必死で逃げていた。もっとも魔王がどれだけこの破滅的状況を理解しているのか、カルセにはあまり自信がない。

　そうこうする内に二人の進行方向真正面、通路の向こうからも衛兵がやってくる。

「引き返して！」

　しかし振り返ったカルセは、それもできないことを悟った。長い一本道になった通路の真ん中で、挟み込まれてしまったのだ。おそらくはここへ誘い込まれた。

「そこまでだ、神妙にしろ！」

　前後から通路そのものを塞ふさぎきる衛兵が、壁のように押し寄せてくる。どこかに逃げ出せる要素はないかと、カルセは天井を見上げた。しかし。

「カルセ王女……」

　衛兵たちから漏れたささやきに、カルセはハッとして頭に手を当てる。ずっと走っている内に、フードがめくれ上がってしまっていたのだ。

　王女が宝物庫を襲撃して、しかも失敗するという前代未聞の出来事に、衛兵たちも反応を決めかねているようだった。カルセも全く同意見である。

　だが彼らの動揺は、それだけではすまない。

「カルセ王女がここにいるということは、もう一人の方は……」

　ボウィライ山での事件。

　そして王国中の勇者アティスに関する噂うわさは、城の衛兵たちにも届いているのだろう。

　しかしまだ、「まさか」という緊張感がある。

「どうしたのだ――」

　衛兵をかき分けやって来る声がある。

　肉親であるカルセには聞き間違えるはずのない声、マイダス王のものだった。その背後には魔術師を捕らえるための檻が運ばれてくる。

　マイダス王はカルセを見ても、無言で厳しい顔のままだった。一年ぶりに会った娘に、顔色一つ変えることはない。

「早く二人とも捕らえよ」

　断固としてそう命令を出す。だが王の隣にいた城の衛兵の一人――胸章から見て彼が衛兵隊長だろう――は、「しかし……」と言い淀よどんだ。

　その態度にマイダス王は、今度はフードをかぶった魔王の方を見る。

「カルセといるそこの男、顔を隠さず正体を明かせ。――それともお前こそが、勇者アティスの名を利用して風ふう聞ぶんを流し回っている張本人なのか？」

　王ははっきりと核心をついてくる。対して魔王は深いフードの下で、フッと笑った。

「ちょっとまさか――」

　不吉なものを感じたカルセが、止める間もない。魔王は言われた通り外がい套とうのフードを脱ぎ、素顔を晒さらす。眼鏡を除いて、勇者アティスそのもののその顔を。

　周囲の衛兵たちからはどよめきの声が上がった。

「アティス様」「アティス様が……」と、呟つぶやきが漏れる。中にはその場で膝ひざを折り、礼をしようとする者までいた。

　そんな人間たちの反応に気を良くしたという顔で、魔王は正面の王に言う。

「久しいな、マイダス王」

「――男の方は殺せ」

　顔色一つとして変えることなく、マイダス王は言った。

「お待ち下さい、王よ。あれは紛れもなくアティス様です！」

　衛兵隊長が口を挟む。しかしマイダス王は叱しかりつけた。

「馬ば鹿か者め、分からぬのか――！　あれは魔物が化けた偽物だ。死んだ人間は、帰ってなどこない。その事実を受け止める覚悟がないから、魔物ごときに惑わされる」

　そんな父の反応に、カルセもまた困惑した。

　実際にマイダスの言うことは、王として正しく立派だった。そして何一つ説明されることなく、真実のほとんどを見抜いている。

　だが父は奇妙なことに、一度として魔王の――アティスの方を見ようとはしない。その周りに視線を散らしてばかりいる。おまけにその表情は、自分の言ったことを必死で自分に言い聞かせている妙なところがある。そういう風にカルセには見えた。

　加えてカルセは父マイダスとアティスの信頼を、痛いほどよく知ってもいる。

　魔王がアティスの姿で現れて、それで一番動揺し惑わされる人物は、マイダスであってもおかしくはないのだ。なのになぜ目を伏せ耳を塞ふさぎ、偽物であると断言したがるのか？

　――父は何か隠している？

　それはカルセの単なる直感だった。だが未いまだに魔王の方は見ようとしない父の姿は、まるで何かに怯おびえているかのようだった。一年前の堂々たる姿とは、全く別の人間に見える。

　そんな変わり果てたマイダス王に向け、魔王は高笑いを放つ。

「いかにも！　私は魔王ミトラス・アグディスティス!!」

　カルセの裏拳が魔王の顔面に炸さく裂れつした。

　眼鏡だけ粉々に粉砕され破片がきらめきながら宙に舞う。

　魔王は左手で壊れた眼鏡をしまうと、右手で取り出した新しい眼鏡をかけ直した。

「痛いのだがね――」

「どうしてこの状況で自分から正体をバラすの？　バカなの？」

　魔王は何か考えるように、かけたばかりの眼鏡を指で押し上げる。

「……こそこそした卑屈な態度は、全く魔王的ではないのだよカルセ君」

「知らないわよ――」

「フン。……黙って待っていれば時が解決をもたらしてくれたかもしれない、というのは甘えた態度だとは思わないかね？　私は先へ進みたい」

　そしてその魔王の言う通り、確かに事態は動いた。それまで無表情を貫いていたマイダス王が、狂喜の笑みを浮かべたのだ。

「やはりそうか！　私の元に姿を現したのだな、魔王ミトラス！」

　――どういうことなの？

　困惑するカルセの前で、魔王は一歩進み出て言う。

「兵を下がらせろ、マイダス王。私の用は我が身の封を解くこと。巫女の書リブリ・シビユリーナの破壊のみ。それを阻はばむのであれば我が強大なる魔力で、ことごとくが死に至ることになるぞ？」

「そんな茶番はもういいのだよ、魔王ミトラス」

「ほう、茶番かね？」

「そうだ。あれがすでに諸外国とフェシナス王国各地方に保管場所を移したことを、貴様が知らないはずもなかろう」

「――ッ。もちろんだとも！」

　自信満々で答える魔王を、カルセは憐あわれみの目で見る。

　――でも、各地方？

　そこがカルセには引っかかった。この中にはトロクミー地方も入っているはずだ。つまり死んだリトエル・アイエテスは、巫女の書リブリ・シビユリーナとやらの一部を管理していたことになるのではないのか？　――でもどこに？　リトエルの館やかたには、そんなものはなかった。

「……これは面倒なことになったかもしれん」

　唐突に呟つぶやいた魔王にカルセは首をひねる。

「今さら何がよ？」

「何だ、まだいたのか。お前は」

　そういうとカルセの背を、通路の壁に向け突き飛ばす。

「何するのよ!?」

「馬ば鹿かな女め。お前の用はもうすんだ。全く無能が！」

　言いながら魔王は、『行ってしまえ』と目配せする。確かに魔王がカルセを利用したのは、王城に侵入するためなのだ。もうカルセに用はない。ここが別れ時ということだろう。

「それでは退散させていただこうマイダス王……。次に会う時はこの世か、あの世か！」

「逃げるなどと戯ざれ言ごとを。お前はここで死ぬ！　そして私は王国にかけられた呪のろいを解くのだ。――魔王を討うち取れ!!」

　マイダス王の号令に、城の衛兵たちは改めて武器を構えた。先ほどまでと違い自ら魔王を名乗った相手に、もう遠慮はない。それでも魔王は余裕ぶって笑った。

「ヘパイストスの鉄槌ペントミール・イグニス・アプド！」

　突然の魔法詠唱とともに目の前の床を指さす。そこに五つの巨大な赤い魔法円――火のエレメントが現れて、床に吸い込まれた。石の床は次の瞬間一気に膨れあがり、溶岩のように弾はじけ飛ぶ。

「うわ……ッ」

　兵士たちは熱せられた石を避けようと狭い通路を逃げ惑い、盾を持つものはそれで石を防ぐ。この混乱に乗じて、魔王は乱れに乱れた衛兵たちの隊列に突っこむ。

　それに気づいた衛兵たちが、今度は剣を抜き応戦する。魔王も魔法でそれに応じる。

　この大混戦を見ながら、カルセは思う。

　魔王は衛兵たちを傷つけないように、随分と手加減してくれている。カルセの気持ちを汲んでくれているのだろう。ボウィライ山の時とは違う。

　だがそれで彼が切り抜けるには、あまりにも多勢で無勢だ。衛兵の方はもはや手加減をする気はなく、魔王を殺す気で追いつめている。だが――ここにいる誰だれも知らないが、魔王の身体はアティスのものなのだ。父・マイダスが魔王を殺し、その結果アティスまで殺してしまえば、父は一生後悔することになる。

　そうさせないために、カルセは魔王についてきたはずだった。

「ちょっと待ちなさいよ、――ウィルトスの盾センタム・ソラム・サーカム！」

　カルセも乱戦の場に躍り込むと、魔法で保護された拳を衛兵の槍やりに叩たたき込み、それを割り折る。そのまま魔王の背後についた。

「何のつもりだカルセ王女……。貴様などはもう――」

「うるさいわね。あなたに用がなくても、私はまだあなたに用があるのよ！」

　魔王はちょっと笑って、自分の手を見るとそれを、皮肉な笑みに変えた。

「そうだったな。なるほど……」

「おどき下さい、カルセオラリア王女！」

　衛兵たちは口々に叫ぶ。この状況ではカルセが邪魔で、魔王を迂う闊かつに攻撃できない。動揺が広がっていく通路に、マイダス王がさらに言う。

「カルセはアティスの姿をしたあの魔王に、心の隙をつかれ操られているのだ！　邪魔をするというのなら、ためらう必要はない！」

「そんな……」

　王の錯乱したような指示に、衛兵たちの表情は半信と半疑に分かれた。もっとも一年前ならば、どんな非情な命令であっても、こんなことはなかっただろう。それほど今のマイダス王は、人望に欠けているのだ。

　できた隙すき間まに向けるよう、魔王は手を伸ばす。

「――アレスの矢筒デクミール・イグニスヴェンタス・アドヴァサス」

　魔王の周囲に赤と白の魔法円が百枚、次々と浮かび上がる。そしてそれぞれが交互に整然と一列に並んだ。差し伸べた腕の下に浮かぶエレメントの柱に、魔王は命令した。

「行くがいい！」

　光の柱に『Ｉｎｃｅｐｕｔｉｏ投入開始』の文字が現れる。同時に柱そのものが先頭から、一続きの魔法の矢となって、次々と放たれた。

　通路の行き止まりまで飛んだ魔法は、壁にキツツキのように穴を開け破壊していく。通路には土つち埃ぼこりが充満し、ついには外の夜風が吹き込んできた。

　衛兵たちの人垣の向こう――そこに深夜の王都の町明かりを確認して、魔王はカルセを振り返った。

「一緒に来るか？」

　思わぬ問いかけにカルセは一拍置いて、しかししっかりと頷うなずいた。

　今の父の様子では、ここに残ってもおそらく何もさせてもらえない。つまりは何も変えられない。この一年と全く同じことの繰り返しだ。ならば。

「あなたと行くわ」

「では急げ――」

　わざわざ言われるまでもない。

　魔王とカルセは先ほどの大魔法を避けるため真っ二ぷたつに割れた衛兵の間をすり抜け、走る。

「奴めカルセを連れ去るのか、逃がすな！」

　ようやく我を取り戻したマイダスが指示する。だがその時にはもう、二人は衛兵の人垣をほとんど突破していた。

　あとは大きく外へ開いた城の穴まで、遮るものは何もない。

　そのように見えたのだが――。

「何がいる？」

　魔王は通路の先に現れた、闇やみの塊に向かってそう問いかけた。

　いつの間にかそこにあったものは、カルセには最初、ボロきれの塊かたまりに見えた。だがそれがゆっくりと垂直に持ち上がる。

　すぐに人だと思えなかったのは、その影が人の形をしていなかったからだ。目をこらしてようやく、背に何か大きなものを背負っている人影なのだと分かった。

　被かぶったボロきれの間から、その双そう眸ぼうが覗のぞく。だが夜闇の中でこそその輝きを増す瞳は、人の目ではなく獣の目だ。

「魔物か――魔王の仲間か！」

　マイダス王の声を背後に、魔王ミトラスは魔物の少女に向かって薄ら笑いを浮かべた。

「久しいな。――やはりお前が来たか」

　知っている相手なのかと、カルセは魔王を振り向いた。

　ボロきれを着た魔物は歩き出したかと思うと、魔王に向かって駆け寄ってくる。

　その速度をさらに増し、魔王に掴つかみかかってくる。

「アレスの矢バイセンタム・イグニスヴェンタス――アドヴァサス！」

　暗くら闇やみの中で魔法の矢が輝き、少女の真正面に向け放たれる。それをギリギリまで引きつけ、ボロきれの少女は避けた。かすった魔法の矢はボロの一部を吹き飛ばす。その下から現れたのは犬のような耳と背中に背負った剣だった。

「やはり魔物、人と獣の混じり合った姿とは、何と禍まが々まがしい――」

　衛兵たちからは悲鳴のようなうめき声が漏れる。彼らの嫌けん悪おの感情は完全に人間の姿をした魔王より、さらに露骨であからさまだった。

　だがカルセには疑問でならない。

「なぜ魔物が魔王を襲うの？」

　一年前の魔王討とう伐ばつの時には、絶対にありえないことだった。彼らは魔王に願いをかなえられた存在である。ほとんどミトラスは神としての信仰対象だったと言っていい。

「私にだって色々ある。今は逃げるぞ、カルセ君」

　その魔王の声はいつものふざけて余裕ぶったものでありながら、どこか真剣にカルセをせかすようだった。

　一方、魔物の少女は再び魔王に躍りかかろうとする。だがその前に二人の衛兵が槍やりを突きだし交差させた。

「お前も捕らえる、魔物の女！」

　彼らにとっては敵か味方かはこの際、関係がない。魔物が王の城に侵入するということ自体が、あってはならないことだった。

　だが少女の方は彼らには構わない。

「……ちょうどいい、ちょっと貸してもらうよ」

　そう言って無む造ぞう作さに、目の前の二本の槍に手をかけた。

「何を言っている！」

　だが少女が無造作に引っ張っただけで、持っていた衛兵の二人ともが、その場に転んで槍を手離す。

「自分の武器があるだろう！」

　衛兵の叫びに少女は無言のまま、奪った両手の槍を根本に持ちかえ、構え直した。そして再び魔王に打ちかかる。

　次々と繰り出される槍を避けながら、魔王の方も再び、両手から魔法の矢を放つ。少女の持つ槍は左右とも、その直撃を受けて破壊された。

「お前に構っている暇はない！」

　余裕なく言った魔王は通路の先を急ぐ。一方で魔物の少女は再び衛兵の列に飛び込んだ。

「何を――」

「槍じゃ駄目だ。またちょっと貸してもらうよ」

　すぐさま一番近くにいた衛兵たちから、剣を二本奪い取る。ほぼ床の二蹴けりで魔王に追いつくと、その背後から無言で斬きりかかる。

「――っ、いい加減にしろ！　アレスの剣ミール・イグニス・セカンダム！」

　魔王の手にも赤いエレメントで構成された光の剣が現れる。すぐさま魔王は振り返ると、今度は自分から少女に打ちかかった。

　魔王の腕はリトエルとの決闘で見せた通り、かなりのものだった。しかし少女の剣技の方がさらにその上を行く。魔王は追いつめられたかに見えた――が、剣同士が組み合ったところで勝負は決した。少女が持つ金属の剣は、魔王の魔法の剣と組み合うと、熱で溶けて折れてしまったのだ。

　ナイフより短くなった剣を見て、少女は『しょうがない』というように息をついた。両手のそれを放ほうると、背中に背負った剣のベルトを解く。

「……僕のこの剣にまだこだわる心が、今の弱さとその結果だ」

　しかし呟つぶやいた彼女は剣を抜くのではなく、それをそのまま床に捨てた。

　一体どれだけの重さがあったのか。剣は床に落ちた途端、石を割ってその下にめり込んだ。

「これは……勇者アティスの聖剣エウリュトス？」

　床に転がる剣を見た衛兵隊長は、鞘さやの見覚えのある意匠に声を漏らした。その背後にいるマイダス王も、思わず驚きの言葉を漏らす。

「エウリュトスを担いできたのか……？」

　――聖剣エウリュトスは使用者アティス以外の者にとっては、非常に重くなるようにできている。製造者の天てん空くう人びとがこの危険な武器への使用者制限として、そういった機能をつけたのだ。この少女にとってもまた、相当なハンデになっていたはずだ。

　だが今は問いに答えないまま、犬耳を生やした少女はまたしても衛兵の中に飛び込んだ。

「ちょっと貸してもらうよ――大丈夫、これで最後だ」

　再び二本の剣を衛兵から強ごう奪だつすると、その刃と刃を摺すり合わせて――構える。そしてはるか先を行く魔王を追い、三度目の戦いを挑む。だがその駆ける速度は凄すさまじく速い。空気が割れて風が鳴る。

「邪魔な奴やつめ、何度やっても同じだ！」

　魔王は魔法の剣を片手にしたまま、開いた左手で魔法の矢を放つ。

　だが少女が床を蹴ればその体は壁の上にあり、壁を蹴れば天井に届いた。ありえない動きで魔法を全すべて避けた少女は、一気に魔王の懐まで飛び込む。

　魔王は再び魔法の剣を振るうが、今回は少女にかすりもしない。

「魔術師の檻おりの準備を！」

　少女は城の衛兵たちに向かってそう叫び、同時に次々と魔王へ攻撃を繰り出す。

「やめ、ろ、と、いう、のに」

　だが魔王の方は、攻撃をすんでのところでよけるのが精一杯だった。振るった魔法の剣は相手の剣にすら当たらない。そしてその一回の攻撃の間に、少女の方は三度分の攻撃を繰り出してくる。

　――重いだけの聖剣を背負って、なお互角以上だったのだ。結果は見えていた。

「やるではないか！」

　まだ余裕ぶる魔王に目を細め、少女はその腹を蹴けり飛ばした。左右二刀の剣にだけ意識を集中していた魔王は、完全に虚をつかれ衛兵たちの方に吹っ飛ぶ。すぐさま起きあがる魔王に少女は、今度はその拳を叩たたき込んだ。

　再び足をもつれさせた魔王の背後には、扉を開けた魔術師用の檻おりがある。――すでに剣を使った戦いの時から、そちらへ誘導されていたのだ。さらにもう一撃パンチを食らい、魔王は檻に叩き込まれる。途端、魔王の手にあった魔法の剣は、あっという間に消滅した。

「ふざけた真ま似ねを！」

　だがその目の前で、少女の剛ごう力りきによって檻の扉が閉められた。

「錠前を――」

　少女の要請にようやく衛兵は仕掛け式の錠前を放ほうってよこす。彼女はそれを檻にかけた。

「卑ひ怯きようではないか、お前は！」

　歯がみして魔王は檻をゆする。しかし文字通り、それは無駄な抵抗だった。



    

  
    
      
第四章





「……憶おぼえておけ。調子に乗ったことを後悔することになるぞ、人間ども！」

　衛兵に抱えられ運ばれる檻の中で、魔王は脅かすように文句を言う。もっともそれは単なる強がりでもない。

　魔王が捕まった特別な檻は、鉄製の檻を魔法生物を捕える食獣植物を織って、補強したものだった。効果はてきめんなのだが、実はそれほど丈夫ではない。魔法補強は人の爪つめでも、数時間あれば剥はがすことができてしまう。

「すぐにでも結論を出さねばならぬな……」

　歩きながらそう呟つぶやくマイダス王の声を、カルセは目を伏せたまま聞く。魔王に協力した彼女だったが、さすがに拘束されてはいない。カルセも今さら抵抗する気はなかった。

　魔王を運ぶ一団は城の通路を抜けると、王の広間と呼ばれる広い部屋へ出る。

　いわゆる謁えつ見けんの間ではあるが、城の最奥のこの場所ならば、魔王の取り調べには申し分ない。それに衛兵を大勢入れることができるので、先ほどの通路での失態のようなこともなくなるだろう。

　魔王の入った檻は部屋の片端に置かれ、ここに通じる全すべての通路は衛兵たちで埋められた。さらに部屋の三分の一ほどに兵が配置され、魔王を警戒する。マイダス王は奥の王座に腰かけた。

　カルセは心配げに檻おりの魔王を見、そして意を決して父王に話しかけようとする。しかし。

「やめておくんだカルセ。マイダス王の心労を増やすだけだ」

　女の声でそう言われ、カルセは開きかけた口を噤つぐんだ。声の主を振り向く。言ったのは先ほどの魔物の少女だった。

　――ひとまずは魔王を捕らえた功労者ということなのか。

　マイダス王の指示があり、衛兵たちも彼女を捕らえようとすることはやめた。今は薄気味悪げに遠巻きにしている。

　しかしカルセは彼女を睨にらんだ。

「何者かは知らないわ。でも例え魔物であっても、私を気安く呼ばないで。私を呼び捨てにしていいのは家族であるお父さま以外、世界でたった一人だけなんだから」

「そう、それが私だ！」

　魔王が檻の中から言い、カルセは怒鳴り返した。

「違うわよ、バカ!!」

　魔王ちょっとションボリとする。だが今はそれどころではない。このままではおそらく、魔王は殺されてしまう。

　そこでカルセは、ハッとする。

　違う。魔王本人の心配を、していたわけではない。

　最初からそういうつもりは、なかったはずだ。カルセの目的、行動の正当性はそこではない。

「……そう。アティスが死んじゃうから」

「大丈夫だよ。僕がそのアティスだ」

　目の前の魔物の少女が答えた。

　さすがにカルセは意味が分からず「は？」の形で口が固まってしまう。

「……あ、あなたがアティスのわけないじゃない！」

　口を魚のようにパクパクさせるばかりのカルセに、少女は「いやだから――落ち着いて」と手をあげ、説明する。

「つまり――魔王ミトラスと一緒なんだよ。精神は僕。この体は魔王のものだ。正確にはその一部にすぎないけれどね」

「え……？」

　カルセは改めてまじまじと、この魔物の少女を見た。

　当たり前だが、アティスとは全く似ていない。顔つきは釣り目がかっているし、頭には犬の耳だ。おまけに女である。というか、胸も腰つきもカルセより豊満なくらいだ。

「――アティスだって言うなら、どうして女の子なのよ？」

「さあ……どうしてなんだろう？　僕も謎で……」

　本気で困ったように、自称アティスの少女は逃げ腰の弱気な表情を作る。だがこの反応、今の間の取り方は確かにアティスっぽかった。かつてのカルセとアティスの距離だ。

　ものの言い方。その直前の俯うつむきたくてやっぱりやめる。そんなふとした仕草。

　それらは全すべてカルセのよく知るアティスのものだった。

「……本当にアティスなの？」

「うん、そうだよ」

　声が全然ちがうのに、それはアティスの声に聞こえた。

　カルセはまだためらいながらも、ひとまず少女の言葉を信じることにした。

「その。おかえりなさい……」

　アティスは安あん堵どの笑みを浮かべて、嬉しそうに待ちわびたように、カルセを抱きしめる。

「ただいま」

　小さく呟つぶやくように答える。

　その体の温かさ、確かさに、カルセはそれまでの葛かつ藤とうと緊張から解放されるような気分だった。一年アティスを待ち続け、やっと心の底から安堵できる瞬間が訪れたと感じた。

　――でも……駄目だ。

　そう頭の奥で、警告の声が響く。

　もちろん目の前の少女の言うことは信じた。ここにいるのはアティスだ。だがそれを認めてなお、とても大事な疑問が残されたままだ。

　そしてカルセはこの一年と同じ失敗を、もう一度繰り返すわけには行かない。だからカルセは少女の肩に手を置くと、身を離す。



    

  
    
      



    

  
    
      「カルセ？」

「ごめんなさい。でも私はすごく重要なことに、まだ混乱してる。いろいろ確認させてほしいの」

「無理もないよ。何でも訊きいて」

「ありがとう。ねえアティス。この腕輪、私はまだ持ってる」

　カルセは腕を上げると、聖せい廟びよう石せきの水色の腕輪を示した。

「そしてこれと対ついになるもう片方は――あそこにある」

　檻おりの中でふてくされている魔王を、カルセは指さす。

「つまりあなたの本当の肉体は、やっぱりあそこにある。この理解は正しいの？」

「うん、その通りだよカルセ」

「つまり魔王が、あなたの精神と肉体を、自分と入れかえたということ？」

　まずはカルセはその部分が、辻つじ褄つまがあわないように思えた。

　しかしこれに関するアティスの答えは単純明快だった。

「違うんだよカルセ。僕が、入れかえたんだよ。魔王討とう伐ばつの最終決戦の時に」

「そうなるわよね……。でも私はそんな話、聞かされていないわ」

「そうだね……」

　アティスはすまなさそうな表情のまま、苦い口調で言った。

「全部話すよ――カルセ。実は魔王は決して倒すことができない存在だったんだ。僕たちは実現不可能なことに、フェシナス王国という夢をかけてしまっていた。でも倒すことはできなくても、魔王を弱らせ、ほぼ活動停止に追いこむことはできた」

　カルセは顔をしかめる。

「どういうこと？」

「僕と魔王の精神を入れかえる。――これで魔王をまず、精神と肉体に分離できる。そこでさらに『魔王の身体を手に入れた僕』が『人間の魔王』を殺す。これでこの世から魔王の記憶と意志は完全に消滅する。あとは僕が天てん空くう人びとの作った巫女の書リブリ・シビユリーナによる封印を受け入れれば、魔王の肉体は死に、腐り、最後には石化する。二度とこの世に魔王を名乗る存在が現れることはない」

　しかしアティスは自じ嘲ちようするように笑った。

「ところが僕は人間になった魔王を、よりにもよって取り逃がしてしまったんだ。――あとは天空人に任せて、僕は封印状態に入った。けれど今度は巫女の書リブリ・シビユリーナの封印が一つ、解けてしまった」

「……なぜ？」

「リトエル・アイエテスが魔王に殺され、ドルネメトンの塔が破壊されたからだ。そこに保管されていた巫女の書リブリ・シビユリーナは、破壊されてしまった」

　まるで狙ねらってやったようにアティスは言う。だが魔王にそんな自覚はなかっただろう。自信満々で王城に潜入して空振りした時点で、魔王は何も理解していなかったことは明白である。

　アティスは続ける。

「解けた封印は魔王の右前脚のもので、そこだけが勝手に蘇そ生せいを始めてしまったんだ。だから僕はまずそこだけ切り離して、この人間の身体を再構成したんだ。うまくはいかなくて、こんな中途半端な魔物になってしまったけれど……。ただとにかくこの体で、活動を再開し、封印の破壊を始めた魔王を追うことにした。その結果、ここにたどり着いたってことになる」

　しかしカルセにとって問題はそこではない。

「いい？　私が確認したいのは一つだけなの。――つまりあなたは一年前、魔王と刺し違えるつもりだった。そして今またもう一度死ぬために、魔王を捕まえたということ？」

「ああ。それでフェシナス王国は――」

　カルセは息を呑のむと、思いきりアティスの頬ほおを張った。

　――どうせ魔王の体だ。大して痛くもなかっただろう。だがアティスは何か言おうと二、三度口を動かして、結局何も言えなかった。

「ごめんなさい。でも私は認めないわ」

　カルセはそんなアティスからもう目を離すと、今度こそ父の元へ行った。

「アティスの言ったことは、本当なのですか」

「ああその通りだ」

　マイダス王は落ちくぼんだ目の向こうで答えた。重ねてカルセは問う。

「では一年前の魔王との決戦は、最初からアティスを自殺させる作戦で、お父さまはそれを承認されたわけですか？　私だけは何も知らされないままで……！」

「お前は反対する」

「当然よ！」

「それではアティスの折せつ角かくの決心が揺らぐ」

　マイダス王の言葉を継ぐように、アティスも背後からカルセに言った。

「悪いけれど、僕もこれだけは君に譲ることはできない。魔王討とう伐ばつに成功すれば、フェシナス王国は大きな安定と誇りと地位を手に入れる。それはこの土地に生を受けた者、全すべての願いなんだよ。――つまりは僕の願いだ。魔王討伐は失敗で終わりにはできない！」

　その言葉を聞いてカルセは唇を噛かみ、俯うつむいた。

「……でもこの国は、そういう風にはならなかったのよ」



　カルセは王座の父を睨にらむ。そしてマイダス王は頷うなずいた。

「その通りだ。……フェシナス王国は今、暗雲に覆われている」

「――暗雲？」

「そうだ。魔王の恨み、そして呪のろいという」

　カルセは無言のまま唖あ然ぜんとするしかなかった。父・マイダス王がどういう思考を経てそういう結論に至ったのか、カルセには理解できなかった。だが父は言い逃れをしている顔ではない。むしろ本気でそれを信じている真剣さすら、その表情から窺うかがえる。

　――まさか、本当に？

　カルセまでその可能性を本気で考え、しかしすぐ首を振って打ち消す。それはおかしい。

　カルセは改めてマイダス王に向き直ると言った。

「……魔王は今や人間の体に封じられ、元の力の大半を失っています。そのためのアティスの作戦だったと、いま聞いたばかりです。実際、今の魔王は巨大な魔力こそ操るものの、この程度の仕掛けの檻おりを抜け出すこともできない」

「もしやお前はこの父よりも、魔王ミトラスを弁護するのか？」

　マイダス王は哀しげに言う。だがその言葉は同情を誘うようでいて、声の様子には威圧を感じる。以前の父ならばこんな卑ひ怯きような言い方はしない。だからカルセは説得を諦あきらめなかった。

「私はお父さまに、事実を見据えてほしいと言っているのです。今の魔王程度の者に、国一つを呪のろうことなどできるでしょうか？　――残念ですがフェシナス王国の不幸は、お父さまの能力不足が招いたごく当然の結果にすぎません」

　カルセの口から直接出た国王批判に、衛兵たちはざわめく。だがカルセは、じっと父親だけを見た。

「……ほう。私の問題か？」

　だが答えるマイダス王はカルセから目を逸そらし、不吉なぎらついた目で捕らえられた魔王を振り向く。

「ならば試してみるとしよう」

「何を――」

　だがカルセには答えず、マイダス王は王座から檻の中にいる魔王に大声で言った。

「魔王よ、罪深き無能の我が身を捧ささげよう。代わりに世界の半分を掌しよう握あくするという力を、我に与えてみよ。フェシナス王国を不幸の淵ふちから救え！」

　カルセはこの信じがたい愚挙に、目を見開いた。なぜ誰だれも彼も、こんな簡単に魔王との契約を持ちだすのか？

「お父さま、私たちは魔王ミトラスを邪悪とし、それ故ゆえに自ら兵をあげ、討とう伐ばつにまで乗りだしたはずです。それを民や兵に命じた王が、魔王と断じた存在の力に頼るなら、フェシナス王国の正義は一体どこにあるのです!?」

「安心しろカルセ。伝承に従うなら、この契約は成立しない。……私はこの一年の疑問を、魔王に試しているだけだ」

　マイダス王は不吉な表情で笑いながら答えた。だが父の言うことは、カルセの理解を越えている。カルセはすがりつくような目を、魔王に向けるしかなかった。

　そして檻の中にいる魔王は、本当に面倒臭そうな顔でため息をついた。

「この契約は成立しない」

「ほう。それはお前が、すでに魔王としての力を失っており、契約をかなえる力を持っていないからか？」

「……いや全然違う。魔王は魔王だ。その力を失わせることなど何者にもできない。私は魔王として生あるものに望む世界の半分を与え、代わりに従属を求める。その力が失われたなどということは過去も未来も決してありえない」

「どうしてそんな強がりを！」

　カルセは魔王を睨にらんだ。いま魔王がついた嘘うそは、この場を混乱させるだけだ。

　だがカルセは思い出す。そういえばリトエルの時も、魔王はあくまで魔王の契約形式にこだわった。

　――何か事情がある？

　そんなカルセの様子などお構いなしに、マイダス王は安あん堵どの笑顔を作る。

「そうであろう。お前が私と契約できないのは、全く別の理由だ。では聞かせてもらいたいものだな。私の今度の契約をお前が拒否する理由を」

　魔王はしばらく考えていたが、急に開き直ったように檻おりの中でゴロンと横になった。

「全く人間というのは、うるさくてしょうがない……。お前と契約できないのは、お前には世界を与えることができないからだ。もちろん誰だれにも、魔王にもだ。なぜならお前が望む世界など、すでに存在しないからだ」

「どういうことだ？」

　声を荒げるマイダス王を、魔王ミトラスは鼻で笑う。

「お前はもう『納得すること』を憶おぼえてしまったのだよ。アレができない、コレに失敗した。それが全すべて私のせいか。かなえたい希望もないクセに、我が万能の力で何をかなえよというのだ？　口なき者が美食を振るまえというのに等しい。まるで亡もう者じやの戯たわ言ごとだ」

「つまり絶望した者の願いは、いかに魔王ミトラスでもかなえることはできないと？」

　魔王の返答には、今度はしばらく間があった。

「できないこともない……。私は一度だけ、絶望せし者と契約したことがある。ほんの数年前のことだ。――全く最悪とはこのことだろう。おかげで私は人間ごとき相手にこのザマだ。なあ、マイダス王よ。お前は生き続けることさえ望まない人間が何を望んだか、想像がつくかね？」

「私には関係のない話だ」

「……そうか。あてが外れたな」

　本気で落胆した顔の魔王は、ふて寝を決め込むように寝そべったままそっぽを向いた。腹立たしげにマイダス王は怒鳴る。

「待て、私が絶望しているなどというのは、お前の一方的な当てつけと言い訳わけだ。なぜ契約できないかを、ここで証言しろ！」

「……お前は何を期待している？　本当にここでそれを言ってしまったら、フェシナス王国は瓦が解かいするぞ？」

　その返答にマイダス王は驚き、周囲を見回す。そこには困惑したカルセやアティス、衛兵たちの顔があった。マイダス王の顔には、激しい葛かつ藤とうが往復する。

　魔王は小声で呟つぶやいた。

「私がお前にかけた呪のろいがあるとするなら、そいつのことだ。そしてそれ以外の全すべては、お前の妄もう想そうだマイダス王よ」

「黙れ！　人を煙けむに巻くような言葉ばかり並べおって！　お前は私までカルセのように、その手で操れると思ったのか？」

　魔王はもう諦あきらめたように、何も言わなかった。

　そしてマイダス王はなぜか、最後の頼みの綱を自分で断ち切ってしまったような愕がく然ぜんとした表情を浮かべ、その表情のまま周囲に向かって言う。

「しょ、しょせんは忌いまわしき者だ。もう捕らえて生かしておく必要もない。殺してしまえ。魔王の存在そのものを消し去ってしまうのだ。――これで忌まわしい呪いは消滅し、王国もまたあるべき姿へと解放される。それが何よりの私の言げんの証あかしとなるだろう！」

「バカが……」

　その魔王の漏もらした小声は、もう王座にあるマイダス王には聞こえなかった。



「待って下さい！」

　カルセは父に叫んだ。

「それはつまり、一年前の続きをもう一度やろうということではありませんか」

「いかにも。その通りだ」

「考え直して下さい。魔王を殺せばアティスの肉体は失われます。そして忌まわしい魔王の肉体を持つアティスもまた、殺され石にされるのでしょう？　折せつ角かく戻ってきたアティスを、私たちは再び失うことになります。お父さまはそれでいいのですか？」

「……すでに一年前に一度、決断したことだ。そしてそれが不完全であった時に何が起るのか、私はこの一年で充分に味わった。これはフェシナス王国のためだ。後悔はない」

　目を細めたまま、マイダス王は頑かたくなに答える。

　だがカルセはその言葉の間に、マイダス王が一瞬アティスの方を見たのを見逃さなかった。その目はまるで幽霊でも見るかのように怯おびえていた。恐怖に捕らわれ萎い縮しゆくしていた。

　――本当は一体、何が起っているのよ。

　先ほどの王と魔王の会話といい、カルセには分からないことだらけだった。だがマイダス王が聞く耳を持たない以上、もう説得の相手をアティス本人に絞るしかない。

「アティス――」

　しかし振り向いたカルセに、アティスは横へ首を振る。

「僕はマイダス王の決定に異論はない。その命令に従おうと思う。僕の願いはフェシナス王国そのものだ。この命を惜しいとは思わない」

「そのフェシナス王国が今どうなってるか、あなた実は知ってるでしょう？」

　カルセの言葉に、アティスは目を逸そらした。

「……ああ、知ってる」

「だったら――！」

「でもそれは僕が、魔王の封印に失敗してしまったからだ。マイダス王の言う通り、魔王は逆恨みして王国に呪のろいをかけたんだ。だからこの王国は歪ゆがんでしまっている」

「聞いて」

　カルセは全身全霊をかけて真剣に、アティスに訴える。

「――魔王の封印失敗とフェシナス王国の荒廃は、誰だれが何と言おうと関係ないわ」

　だがアティスは聞こえないというように、何度も横に首を振る。

「だから捕らえた魔王をわざわざ野放しにするのか？　そんなことはできない。僕が魔王を討とう伐ばつして、それで全部終わりにしなければならなかったんだ。それが僕に課せられた使命だったんだ。でもそれは失敗してしまった。もう今しか、やり直しのチャンスは残されてないんだよ！」

　その答えで、カルセはアティスが説得できないことを理解した。

　アティスのことは誰よりもよく分かっている。なぜ彼がこれほど頑かたくなにマイダス王への追従を選ぶのか、その真意をカルセは理解していた。

　だが――カルセは想像してみる。

　このまま魔王を殺し、アティスを再び犠牲にして、魔王の呪いなるものが解けたとしよう。それで王国はまた元の活気を取り戻すだろうか？　どうしてもそうは思えない。

　そしてカルセには、ある直感があった。

　もしや父・マイダス王がこれほどに意固地で柔軟性のない人物となってしまったのは、実はアティスがいなくなったからではないのか？

「……」

　カルセは無言のまま、必死に考え続ける。

　カルセの直感は理屈ではない。今の二人への説得材料にはならない。

　だがそれはカルセの中にあって強固なものであり、譲ることはできなかった。だったら父やアティスと争ってでも、勝ち取るしかないのだろう。

　カルセは左右に目を走らせる。どうやって二人をねじ伏せ、カルセの意志を通すか。

　もちろん、単なる力ずくでは最初から無理がある。アティスは元から腕力でかなう相手ではないし、マイダス王もまた一級の戦士だ。そこいらの衛兵とは格が違う。カルセ程度が勝てる相手ではなかった。だから。

「…………逆転の発想の勝利」

　口の中で呟つぶやいてみる。

　カルセに突破口を与えてくれる『反対の原則』。ではこの状況の『反対』とは何か？

「――なるほど」

　カルセは視線を上げた。決意とともに行動を開始する。



「王女殿下、どちらへ？」

　踵きびすを返して王の間の入り口へ向かおうとするカルセに、衛兵が訊たずねる。

　――同時に背後でマイダスが自分の方を振り返ったのが分かった。カルセはそれを合図に、気を引き締める。

「ウィクトリアの翼ターセンタム・ヴェンス・スプラ!!」

　素早く呟つぶやくと同時に、三つの雪結晶の紋様が背後に出現する。足元から力が抜け、体が浮き上がる。

「カルセオラリア王女！」

　そう困惑して止めようとする衛兵たちを、ジグザグに跳び次々とすり抜ける。そしてカルセは王の間の入り口にいる衛兵隊長へ、一気に詰め寄った。

「王女、何を――」

　無言のまま問答無用で腕をとり、肩を相手の胸の下に入れ、投げる。

「うおっ――！」

　カルセの唐突な行動に完全に虚をつかれた衛兵隊長の体は、宙を舞って床を打った。そしてすり抜けたカルセの手には、六本鍵かぎの束がある。魔王の檻おりを開けるのに、この六本が全すべて必要な鍵束だ。

「愚かなことを――カルセを止めろ！」

　マイダス王はすぐさま言った。

「魔王に操られているのだ。奴やつの檻を開け、逃がすつもりだ！」

　それを背後に聞きながら、カルセは苦笑した。

　本当に操られているのかもしれない。自分一人が勘違いし舞い上がって、見当違いなことをしているのかもしれない。愚かなことをやっているのかもしれない。挙げ句の果てに失敗して、あらゆる者から嘲ちよう笑しようされるのかもしれない。

「……だから何よ！」

　今はためらいなく衛兵の間を駆ける。それでも立ちふさがる者は投げ飛ばす。だがカルセが魔王の檻へ近づこうとしてるのを見て、衛兵たちもようやく事態を認識したようだった。一気に人垣の壁を作られる。

「傷つけるわけにはいかん。王女の足下を狙ねらえ！」

　ようやく起きあがった衛兵隊長の指示に、衛兵たちは手にした槍やりを逆手に持つ。そしてそれをカルセの足首目がけて、次々と突き入れてきた。

「こんな――」

　焦ってカルセは言う。『ウィクトリアの翼』という魔法は、風のエレメントで身しん体たいを軽くするものだが、地をうまく蹴けれなければ思う方に体が進まない。手こずっている内に、今度は後ろから差し入れられた槍の柄に踵を掬すくわれ、跳ね上げられてしまう。

「しまった……！」

　いつの間にかカルセは包囲されていたのだ。カルセの体はゆっくりと宙を半転して、包囲した衛兵の真ん中に落ちる。彼らもまた王直属の衛兵だけある。魔法を使えばカルセでも出し抜ける――、という相手ではなかったのだ。

　だがそこへ盾を持った衛兵の一団がなだれ込んで来た。カルセを取り囲んだ槍やりの衛兵たちに体当たりをかける。突然横から味方に跳ね飛ばされた衛兵は転倒して将棋倒しを起こす。辺りは唐突な大混乱状態に陥った。

「どういう馬ば鹿かだ、何を考えている！」

「いいからどけ！　下がらせろ！」

　口々に勝手な罵ば声せいが飛び交う。だが盾で体当たりをかけた一団は、無言のまま盾の壁を作り、その背後にカルセを庇かばった。

「一体何よ――」

　地面に転がっていたカルセの方が、わけが分からず周囲を見回す。衛兵たちは今や真っ二ぷたつに分かれて、それぞれで殴り合いまで始めている。

「早く行って下さい」

　そう言って手を差し伸べた衛兵の声に、カルセは聞き覚えがあった。最終決戦で一緒になったレーゲン大尉だ。他にも盾を持った者の中に、あの時の見知った顔がいくつもある。

　ひとまずカルセは助けを借りて起きあがり、訊きいた。

「どうして……？　私が何をやろうとしてるのか、分かってるんでしょ？」

　しかしレーゲンは素早く答える。

「マイダス王もアティス様も、誰だれも彼もが変わってしまいました。魔王ミトラスまであんなザマだ。しかしあなたはあの時と何も変わっていない。我々はあなたを支持します」

「でもこんな無む茶ちやをすれば、あなたたちだってどんな目に遭うか――」

「覚悟の上です。いや正直、あなたの行動は私にも理解できません。しかしこの国のため、あなたの判断に全すべてを託します」

　実にキッパリとレーゲン大尉は言う。カルセの方が心配になってくるほどだ。

「……取り返しがつかないわよ？」

「ええ。ですが何事も、死ぬ気ぐらいでやった方が案外死なないものですから」

「あなたも代わり映えしないわね……」

　カルセは安あん堵どの微笑を最小限にとどめ、踵きびすを返した。

「ありがとう」

「ええ、行って下さい」

　二人はそれぞれ別方向に、自分のすべきことをなしに行く。

　無様な乱闘を始めた衛兵たちと行ってしまうカルセに、マイダス王は歯ぎしりをした。

「愚か者どもめ――。アティス、お前も行ってカルセを止めるのだ」

　しかしアティスは一度顔を上げ、カルセの姿を見て、力なく俯うつむいたままだった。

　カルセはマイダス王が言うように、魔王に操られているわけではない。アティスに考えつかないであろう何かを、彼女は思いついたのだ。そしてそれはおそらく誰だれも傷つくことのない――カルセらしい、とても優しい結論に違いない。

　だが動こうとしないアティスに、マイダス王は狂人のような怒りの目を向ける。

「……お前も、アティスを名乗りはするが！　しょせんは魔王の連れてきた亡ぼう霊れい、復ふく讐しゆうの道具の一ひと駒こまにすぎぬのか!!」

　アティスは驚いた顔でマイダス王を振り向く。

　ショックと言うより言葉の意味そのものが、アティスにはよく分からなかった。だがその時にはもうマイダス王は自らの剣を手に、魔王の檻おりへと向かったあとだった。



　魔王の元にたどり着いたカルセは、すぐさま檻の錠前を取り外しにかかった。

　この立方体の錠前は、実は六つの錠前が組みあわさった仕掛け錠である。それぞれの鍵かぎ穴に対応した六本の鍵があり、決まった順序に差し込まないと最終的には開かない厄やつ介かいな代しろ物ものだった。一通り試してみるしかない。

「……またどういう風の吹き回しかね。カルセ君」

　人間どものドタバタを他人事のように眺めながら、寝そべった魔王は呆あきれたように訊きく。

　カルセは錠前をガチャつかせ、作業をしながら答えた。

「私はあなたと魔王の契約をするわ。だから私の本心からの願いをかなえて」

「なるほど。今度は君が、私頼みか」

　魔王はあくまで緊張感なく、ふざけたように相づちを打つ。

「だが困ったことにこの中では、何の魔法も使えない。君の心すら覗のぞくことができないのだよ。何を望むか今の内に教えてもらえないだろうか」

「じゃあ口で説明するわ。あなたがここから逃げて。そして絶対に捕まらないで」

　魔王は無言のまま、不可解な表情で首をかしげた。カルセは説明する。

「いい？　あなたが姿をくらませば、それでお父さまとアティスは身動きがとれなくなるわ。なぜなら今のあなたに対抗できるのはアティスぐらいだから。単なる人間になったと言っても、勇者の肉体に絶大な魔力――そんなあなたを止められる人間はまずいない。――これも駄目ね！」

　もう五回目だが、この順序でもない。もう一度最初からやり直しだ。

　カルセは息をつくとすぐに作業を再開しながら、真剣に魔王に言う。

「――とにかくあなたは逃げ回って、時間を稼いで。そのあいだに必ず私は、父とアティスを説得してみせる。言っておくけど、これは契約なのだから軽率な行動は控えてよね」

「それぐらいは努力するが。……退屈しそうだな」

　その返答を聞きながら、カルセは今回の組み合わせは先ほどまでと感触が違うことを感じていた。

　――上う手まくいって。

　そう願いながらカルセは残り二本の鍵かぎに取りかかる。

「ご飯をちゃんと食べて、歯も磨くのよ？　もちろんアティスの体のために」

「努力してみよう……」

　ウンザリしたような魔王の口く調ちようも、これで最後だろう。鍵がまた一本、一致する。カルセは本当に小さく笑った。名残惜しい気もするが、こんなものだ。

「待て！　その魔物を、野に放はなってはならぬ！」

　そのカルセの背を何かが押した。遅れて激痛が走る。

　信じられぬ思いで振り向いたカルセの視線の先。そこには剣を繰り出したマイダス王の狂気じみた――そのくせどこか呆ぼう然ぜんとした目があった。



　あはは、あはははは……

　マイダスの頭の中に、女の笑い声が響く。

　熱病じみた幻想に歪ゆがんだ風景の中で、カルセの顔をした女が笑い続けていた。

　そこは寝室で、マイダスが来た時にはもう部屋は滅め茶ちや苦く茶ちやになっていた。何もかもが壊れていた。

　鏡も窓も食器も、割れるものは全すべて割られていた。外国の高価な家具も、上品に整えられた壁も、全てが傷だらけになっていた。そして破けた寝具から溢あふれた羽毛が、雪のように部屋に舞っていた。その中でカルセが、笑い続けながら舞踏会のようにクルリクルリと踊っている。

「やめてくれ、キンメリア。何事なんだ、これは！」

　マイダス王はその自分の叫びで、ようやくこれが誰だれなのか思い出した。

　これはカルセではない。

　マイダスの妻で、カルセの母だ。

　だが若いマイダスの呼びかけに、妻キンメリアは笑うばかりだった。いや途切れることのないその声は、もはや笑い声にすら聞こえなかった。

　甲かん高だかいだけの女の声は、責め立てるように脅迫的で、マイダスは耳を塞ふさぎたくなる。

「やめろ、やめてくれ！　笑い声を止めろ！」

　心を病やんだキンメリアは、笑って踊りながらバルコニーに出た。そして散歩にでも行くかのようなためらいのなさで、そこから飛び降りた。その間も笑い声は全く止まらず、重いものが砕けた音がして、ようやく声は止まった。

「キンメリア……？」

　マイダスは呟つぶやく。ようやく目の前の出来事を理解し、慌ててバルコニーに飛び出した。

　その縁から、下へ向かって手を伸ばす。

　だが間に合うわけがない。

「ああ、あ……」

　マイダスは頭を掻かきむしる。

　そして地面で潰れて死んでいる妻の死体は、また笑い始めた。その笑い声とともに様々な声が、マイダスの頭の中に流れ込んでくる。

「あなたが心労から、キンメリアを突き落としたのでしょう！」

　　　「あなたはそのとき何をしていましたか？」

「なぜ救おうとした形跡すらないのですか？」

　　　　　「家族殺しの罪を忘れたいから、祖国を去るわけだ」

「私が殺したわけではない！」

「……今となっては誰だれにも分からないことです」

「だからあなたが罪に問われることはない」

『でもおそらく、あなたが殺したんですよ』

「黙れ！　お前たちは――!!」

　そう叫んだマイダス王の目の前で、娘のカルセが背を剣で刺し貫かれている。

　自分が手に持った剣で。

「ああ……あ」

　何が起っているのかと、半ば理解できないままマイダス王は震える声で呟つぶやいた。

「今度という今度こそ、私は、自分の手で……家族を…………」



    

  
    
      
第五章





　誰も彼も。

　魔王も、アティスも、カルセを止めようとした衛兵たちも、それを阻止する者たちも。

　マイダス王の行動にその場の全員が自分のやっていたことを忘れ、呆ぼう然ぜんとしていた。

　そんな中で唯一行動し続けたのは、刺されたカルセ本人である。彼女は残された最後の力で、檻おりの鍵かぎを開く。錠前が檻の扉から外れたのと同時に、カルセも床に崩れた。

　魔王は檻の扉を蹴けり飛ばすと、目の前のマイダス王に右手を差しのばす。

「――アレスの矢バイセンタム・イグニスヴェンタス・アドヴァサス」

　魔法の光が放たれる。

　自分を撃ち抜かんとするその魔法に、マイダス王は後方へ跳び退いた。自由をえた魔王がさらに魔法を撃つ素そ振ぶりを見せたので、充分に距離を置く。

　だが魔王は追撃はせず、その場で崩れるカルセを助け起こした。

「大丈夫なのか、カルセ君？」

　青白い顔のカルセは、小さく横に首を振っただけだった。魔王ミトラスは言葉に詰まる。

「そうか――」

　視線を落とす。

「……残念だな」

　魔王は目を瞑つぶって息を吐き、その体を抱きしめる。

「カルセオラリア！」

　駆けつけたアティスが、信じられないものを見る目でカルセを見る。そして魔王を見る。

　魔王はカルセを抱え上げると、そんなアティスに彼女を押しつけた。そして自分は無言のまま、身構えるマイダス王の元へと歩いていく。

「そんな、どうして……？　逃げるって……」

　瀕ひん死しのカルセが必死でかすれた声を上げる。魔王は振り返らずに答えた。

「嫌だね」

「……これは魔王の契約よ？」

　魔王は振り返るかわりに、自分の手を見てため息をついた。

「私はもう大分、ただの人間になってしまっているようだ。こんなことは有史以来初めてのことなのだが、この契約は私から破棄させてもらおう」

　そんな魔王の様子に、マイダス王は狂ったように笑う。

「お前が――魔王が！　カルセを操って自分を解放させ、ついには死に至らしめたのではないか！　それがなぜ怒ったフリをし、逃げようともせず、私に戦いを挑む！」

「なぜ？　……ああ。全すべてのことは私の不始末かもしれないと、そう思えてきたのだ。だからここでお前を殺して、全てにケリをつけさせてもらう」

　魔王はマイダス王に向け、再び手を伸ばし睨にらんだ。

「もう一度、アレスの矢バイセンタム・イグニスヴェンタス・アドヴアサスだ――行け」

　エレメントは魔王の命令を忠実に実行する。放たれた光の弾は、今度こそマイダス王を貫いた。

　だが唐突にマイダス王の衣服が内側から膨らみ、それが変化して甲かつ冑ちゆうへと変わる。

「何だ？」

　不可解な表情の魔王の目の前で、マイダス王の身を包んだ甲冑の上に、土のエレメントの紋様が浮かび上がった。勝ち誇ったように、マイダス王は言う。

「見たか、これこそが対魔王用の防具。衣にして鎧よろい。――聖せい鎧がいアムピトリュオンは我とともにある！」

「貴様のではないだろう。天てん空くう人びとがアティス用に作った進化型個人要よう塞さいか……。聖剣と同じ使用者制限をつけておけよ。どこまでも邪魔な連中だ」

「この鎧に貴様の魔法が効かぬからと、負け惜しみを」

「ほう。効くか効かぬかこの機会に、お前で実験してみるとしようか。アレスの矢筒デクミール・イグニスヴェンタス・アドヴァサス」

　魔王の腕の下に、赤と白の巨大な魔法円の柱が出現する。これまでドルネメトンの塔を破壊し、王城に大穴を穿うがった大出力の魔法だ。

　その表面に浮かび上がる『Ａｐｐａｒａｔｉｏ待機中』の文字が、『Ｉｎｃｅｐｕｔｉｏ投入開始』に変わる。マイダス王に向けられた光の柱から、次々と連続で魔法の光弾が発射された。

　その一発一発は先ほどの攻撃と変わらない。だが魔王はそれを連続で、聖せい鎧がいの胸の中央一ヵ所に徹底的に、集中的に撃ちこんだ。

　貫通はしないものの、マイダス王の身体ははじき飛ばされ、後ろへ後ろへと押しやられていく。

「お前は！　持つ力をただ押しつけるようなやり方で――！」

「……いいや、押しつけさせてもらおう」

　魔王は攻撃をやめない。そしてついに聖鎧の胸にはヒビが入り、穴が開く。

「馬ば鹿かな――！」

　続いて直接の攻撃をその身に食らい、マイダス王はうめき声を上げた。

　しかし直後に、聖鎧アムピトリュオンはその全体から輝きを放つ。

　甲かつ冑ちゆうを構成する板が割れ、体全体で内から外へと展開する。その状態からさらに割れ、内から外へと再展開を何十回と繰り返す。

「また妙なものを……」

　そう魔王が言うほどの短い間に、マイダス王の聖鎧アムピトリュオンは人の三倍ほどの大きさにまで膨らみきった。全身に三角のギザギザが入った巨大な甲冑。その首の部分から顔だけを出したマイダス王は、勝ち誇ったように見下ろす。

「聖鎧アムピトリュオンはカステルム形態から次なる進化の段階――アークス形態へと入った！」

「――私から見れば、マトが大きくなっただけだな。同じことの繰り返しだ」

「どうかな――！」

　マイダス王は手近な城の石柱に手をかけると、聖鎧の巨腕でそれをもぎ取る。

　部屋全体が揺れ、遠巻きに見守るしかなかった衛兵たちも、声を上げて逃げ始めた。

「さあ、反撃を食らうがいい！　魔王よ!!」

　石柱を棍こん棒ぼうにして、鉄の巨人は突進してくる。

「なるほど。リーチだけは前よりありそうだが――」

　魔王は改めて右腕にエレメントの柱を出現させ、構える。

「言った通り。同じことだ――」

　再び魔王は魔法攻撃の連打を再開した。まずは厄やつ介かいな攻撃武器である柱を魔法が一直線に撃ち、粉々に破壊する。

「さあまた丸腰だマイダス王！」

　勝ち誇りながらも、魔王は冷静に一いつ旦たん退く。

　この進化した鎧で本当に厄介なのは、実はその移動力だった。外観に似合わず、歩行速度がかなり速い。

「ボレアスの烈風ヘクサミール・ヴェンス・インファ！」

　魔王の腰回りを、十個六列の白い魔法紋様が取り囲む。床から浮き上がった魔王が姿勢を変えると、その身は滑るように床の上を移動する。

　そしてマイダス王の背後に回り込むと、魔王は右腕のエレメントの柱の残りを一気に叩たたき込んだ。一点集中の攻撃方法は同じで、今度は巨大化した聖せい鎧がいの足首を狙ねらった。この図体でも歩行できなくしてしまえば、勝負は決したも同然だ。

　だが今回は、何か妙だった。

　先ほども最初の内は、放ったエレメントは弾はじかれた。弾かれたエレメントというのは散り散りになるものの、再び使用者の手元に戻ってくるものだ。それを使って新たな魔法を再構成できる。

　だが今回は鎧に当たったエレメントそのものが、消滅してしまっている。

「馬ば鹿かな……」

　一万単位ほどのエレメントを全く無意味に失ったところで、魔王はこの攻撃の無益さを悟った。このまま最大速度で魔法を撃ちこみ続ければ、ものの数分で支配下のエレメントを全すべて消失させてしまう。

「……もしかしてこの三角の表面、全てが『バスティアン構造体』なのか？」

　攻撃を止めた魔王に、マイダス王は上から勝ち誇る。

「どうした、もう終わりか？」

　声とともに巨大な鉄の腕が、魔王に向けて振り下ろされる。だがそれをどうすることもできず、魔王はただ飛とび退のくしかなかった。



「カルセ！　カルセオラリア！　しっかりするんだ」

　戦闘の騒乱からカルセを庇かばいながら、アティスは必死に呼びかけていた。

「アティス……」

　カルセは短く意識を取り戻す。だがそのことにアティスは安あん堵どできない。カルセの命の火が消えていく。

「君がどうして、こんなことを――」

「だって、あなたは死んではいけない……」

　小さいながらはっきりと、カルセの唇は言葉を紡ぐ。

「カルセ？」

「あなたは……死んではいけない。なぜなら私たちは……あなたから奪ったものを、あなたに返さなければ、ならないのだから……」

「君が僕に返す？　……何を？」

　アティスには全く意味が分からなかった。だからカルセは必死で告げる。

「あなたは、まだ……自分の生を歩んでいない」

「そんなことはない！」

「本当にそう……？」

「疑うな！　君はそんなことを疑うな!!　――僕は決めたんだ、フェシナスにみんなが守られる国を造るって！」

「だったらあなたはちゃんと……最後に笑っていて……」

　驚いてアティスは耳を近づける。

「どういうことだい？」

「……私もリトエルも。死んだ人たちも生きている人も……この国の人々も全部……あなたに託し、あなたに導かれているの。だから……。例えあなたが何をしても……どんな結果が待っていても。あなたは最後に笑っていて。――それは無理強じいや、義務感や――。誰だれかに操られたものであっては駄目なのよ。それではあなたを信じ、思い、ついていった人々の気持ちは報われないもの…………」

「そんな……」

「私……ようやく伝えられた…………笑っているでしょう？」

　そう言って笑った顔のまま、カルセは動かなくなった。

「カルセ…………」

　そしてアティスはカルセの亡骸なきがらを抱えたまま、呆ぼう然ぜんとするしかなかった。

　本当に。これでカルセに賭かけた者たちは、全員が報われたのだ。なぜならカルセの意志は最大限の努力をもって、実現されたからだ。

　アティスはこの事実に、愕がく然ぜんとするしかなかった。

「笑わなきゃ……」

　右の唇の端を無理やり上げる。左端も上げる。その間に右がまた下がってしまう。

　今度は注意してやってみる。今度はできた。

　しかし口だけ笑っているなど滑こつ稽けいだ。

　今度は目の下に力を入れて、細目にしてみる。全部を一度にやるのは、案外難しい。

　腕の中には死んでしまったカルセがいる。

　ようやく思った通りの顔で、止まった。

　でもしかし何だか、どうもおかしい。

　これは泣いてる顔じゃないのか？

　………………………………。

「――無理だよカルセ！　こんなの無理だ!!」

　大声を上げる。

　だがこれまでアティスの人生で、こんな大声を上げたことはなかった。

　こんな涙を流したことはなかったのだ。

　それがアティスの正体だった。

　そしてカルセが命がけで返してくれたものだった。

　――アティスは気がつけば、精せい霊れいに選ばれた勇者だった。同時にマイダス王に、フェシナス人に、仲間たちに選ばれた英雄だった。だから抜きんでた力を持っていた。そう思っていた。

　アティスは誰よりも剣技に優れ、誰よりもうまく物事をこなすことができた。だがそれは『与えられた力』だと、アティスは考えて来たのだ。

　だから魔王を倒し、フェシナス王国に栄光をもたらすことで、何者かに返されなければならない。それをアティスは『使命』と呼ぶのだと思っていた。使命を果たした時こそ、自分は『自分』を取り戻せるのだと考えていた。

　だがそんなものは、アティスは最初から持っていたのだ。

　アティスは、自分の思いで自分の力をどうするのか、自分で考えなければならない。

「笑わなきゃ……」

　カルセの生の証あかしに必要なのは、歪いびつな作り笑いではない。

　だがアティスは笑えない。

　絶対にだ。

　カルセはこんな時、どうしていただろうか？

　そうだ。

『できないことがあったら全然反対の行動をしてみる』こと。

　それをカルセが話した時、旅の仲間たちは失笑していた。アティスもだ。

　しかしいまカルセの死に思いきり泣いて、確かにアティスの中には何かが戻ってきた。

　泣くと笑うでは全く逆だ。しかし戻ってきたのだ。

　でもまだ全部ではない。まだ半分だ。

「そうか……」

　アティスはカルセを床の隅に静かに横たえると、立ち上がった。

　そしてアティスは背後を振り返った。

　自分たちの期待の全すべてを裏切った男の醜い姿に、アティスは憎悪の視線を叩たたきつけた。



　――どんな手なら通じる。

　万能の聖せい鎧がいアムピトリュオンと対たい峙じする魔王ミトラスは、ほとんど打つ手を失っていた。

「相手を攻撃しない縛りというのが、そもそも無む茶ちやな話ではあるし……」

　腹立たしい状況であると、床を魔法滑走しながら舌打ちする。

　ひとまずこの脆もろい建造物の中だ。転倒や転落を狙ねらって床や壁を破壊してみた。しかしマイダス王は少なくとも、無能な戦士ではなかった。またこの戦いに油断してもいない。下らない手で幸運を拾えるような相手ではなかった。

「どうした、逃げ回るばかりか？　それで良くも魔王を気取っているものだ！」

　マイダス王は新たにもぎ取った柱を、投げつける。魔王は避ける代わりにそちらへ手を差し伸べた。

「アトラスの断崖セプトミール・ソラム・サーカム！」

　七重のエレメント魔法円による魔法防御が展開される。魔王の守りもまた完全で、投げつけられた石柱の方が粉々に割れて砕けた。

「まだ互角以下だ。お前が勝ち誇って得意がる立場か？」

「どうやらそのようだ、が――」

　マイダス王の声に嫌な予感がした時にはもう、金属の巨体が肩から飛び込んでくるところだった。

「――しくじったな！」

　ここは守りに入るのではなく、すぐに回避するべき場面だったと魔王は悟った。何もかもを弾はじくはずの魔法の壁は、聖せい鎧がいに触れた部分から何の抵抗もなく消滅していく。まるで薄い氷のように簡単に割れ飛んでしまった。

　魔王はすぐさま魔法の力で回避に入る。だが差しのばされた聖鎧の巨大な指が、足の周囲で滑走魔法を構成するエレメントの片側をもぎ取っていく。

「何だと――！」

　驚きよう愕がくした魔王に、マイダス王の笑い声が答える。左右のバランスを失い、魔王は床に転倒した。その勢いのまま腕を突いて体を跳ね上げ起きあがる。だがまだ足の止まった棒立ちの魔王に向け、聖鎧の巨大な拳が振り下ろされた。

　あらゆる詠えい唱しようが間に合わない――いや魔法での対抗方法は無意味だ。

　魔王は自分が間抜けな思考で一瞬の時間を無駄にしたことを、舌打ちしたくなった。この無駄のせいで、もはや何の手も打てなくなった。だが。

　ものすごい速さで走り込んだ影が、滑り込むように魔王を蹴けり飛ばした。

　体の全すべての重みを拳にかけていたマイダス王の聖鎧は、魔王をのがしたまま床を叩たたき割り、そのまま腕ごと沈みこんでしまう。

　一方、どうしようもない力で床を吹き飛び転がる魔王の体は、アティスが再びひっ掴つかんだことでようやく止まった。

「……手荒いなお前は」

　打撲だらけで恨めしそうに言う魔王に、アティスは無言で返す。

　床から腕を引き抜き体を起こしたマイダス王は、すんでのところで魔王を救ったアティスに、憎々しげな視線を向けた。

「何を血迷ったのか……？」

「…………あなたはもう少しだけ、民を大事にするべきだった」

　アティスはこの戦いに巻きこまれ、無惨に死んだ衛兵の剣を、左右の手に持つ。

　そして気合いの声を発すると、跳躍した。その一跳びで、マイダス王の位置まで飛ぶ。

「あなたはもう少しだけ、勇気をもってこの国を導くべきだった！」

　アティスは右手の剣で鎧の肘ひじに切りつける。

　対して一気に懐に入られたマイダス王は、アティスの位置を発見できない。まるで蜂はちにたかられた人のように、左右を見て見当違いの方向を叩はたいた。

　それをアティスは易やす々やすと避け、返す左手の剣で胸の正面にもう一太刀を振るう。

「あなたはもう少しだけ、僕たち三人の約束を守る人間であるべきだった！　僕とカルセとあなたの約束を!!」

　渾こん身しんの力をこめた一撃だったが、鎧よろいには直線の傷がついただけだ。

　着地したアティスはすでに刃の欠けた左右の剣を見て、それを二刀両手で合わせ持つ。そして聖鎧アムピトリュオンの右膝ひざ裏側へ回り込むと、そのまま剣を叩たたき込んだ。

「どうしてあなたは、もっと立派な王ではなかったのか!?」

「女め々めしいというのだ――そういう物言いは！」

　喝かつ破ぱするマイダス王は足下のアティスを蹴けりのけようと、足を振る。だがすでにアティスは両手を離し、後方へと転がり逃げていた。

「うまくやるものだ――！」

　すでに滑走魔法を再構成した魔王は、その高速を生かしてアティスと入れ替わりにマイダス王へ突っこんだ。

「――アレスの矢筒デクミール・イグニスヴェンタス・アドヴァサス」

　右腕に浮かび上がったエレメントの柱から、アティスが剣を刺したままの膝裏に、精密な射撃を叩き込む。そこはもう魔法を消滅させる構造が壊れている。魔法は通じる。

　刺さっていた剣ごと魔法に破壊され、ついに聖鎧アムピトリュオンは足から煙を噴き、膝をついた。

　さらに追い打ちをかけようとする魔王に、アティスは手振りでやめるように告げる。

「もう動けないはずだろう。――話がしたい」

　そう言って鎧の中のマイダス王の元へと向かった。

　魔王は止めようとして、先ほど自分が救ってもらったことを思い出した。

　アティスが突破口を作ったからこそのこの結果である。ため息をつくとそれ以上は何も言わず、警戒しながら遠巻きに待機する。

「なぜだアティス……」

　聖鎧の首元から漏れるマイダス王の呟つぶやきに、アティスは足を止め顔をしかめる。

「なぜとは？」

「――なぜフェシナス王国滅亡への宿命に逆らおうとする私の努力は、ことごとく身内の姿をした者によって覆される？」

「フェシナス王国の――滅亡の宿命？」

　アティスは何のことかと思ったが、マイダス王はブツブツと呟つぶやくのみで聞こえない。さらに近づく。

「どういうことです？」

　その背後から、魔王が大声で警告を発した。

「言っておけ馬ば鹿かが！　その鎧、自己修復するではないか！」

　――何だって？

　そう思った時にはすでに、聖鎧アムピトリュオンは起きあがって手を振り上げていた。その手刀が真っ直すぐアティスへと振り落とされる。

「……魔王の祝福で生まれた国が魔王に弓引けば、魔王の呪じゆ詛そで滅びへと向かうのは道理ではないか！　私はそれに抗あらがおうというのに!!」

　マイダス王はすでに何の感情か分からぬ声で怒鳴る。

　――何だそれは？

　混乱するアティスはそれでも半歩だけ身をずらした。自分の左腕が巨大な手刀で跳ね飛ばされるのを見ながら、ようやく思考が追いつき理解する。

「…………王国建設を約束した精せい霊れいファウナの正体は、魔王ミトラスだった？」

「そうだ！」

　薄れていくアティスの意識の中で、マイダス王の声だけが異様な圧迫感をもって響く。

　それはマイダス王の魔王に対する異様な恐れと逆襲心、試すような言葉、カルセとアティスへの態度、その全すべてを説明するかのようだった。

　――でもそれじゃあ、この戦いの意味は何だ？　カルセの死の意味は？

「偽るな！　マイダス王!!」

　全てを貫くかのごとく、魔王ミトラスの鋭い声が響く。

　気を失いかけていたアティスは、ハッと意識を取り戻す。目を見開けば飛び散った自分の血、飛んだ腕は、まだ宙に浮いたままだった。

　そして次の瞬間、飛び散ったアティスの赤い血は、引っ張られたかのようにアティスの全身に跳ね返ってきた。同時にそれが肌の上で血の色の紋様を描く。

　――エレメントが血の中に仕込まれていた？

　アティスの身体の周りを、青い水の魔法円が踊る。

　強力な肉体復元の魔法が勝手にかかり、切断された腕が何事もなかったかのように引っつく。同時にアティスの身に大がかりな火の魔法、風の魔法、土の魔法が次々と発動する。

　両手にはエレメントで構成された剣があり、両肩の外にはエレメントの柱があって宙に身を浮かせ、さらにその外側を魔法防御の壁が円環状に取り囲む。

「……これは」

「何だこれは!?」

　アティスとマイダス王の同時の問いに、魔王が答える。

「『エムブロシア』――お前の鎧よろいと同じ、破壊によって発動する再生強化の魔法だ」

「今さら魔法など……！」

　すぐさまマイダス王は、空中のアティスを追おうと手を伸ばす。

　しかしそれをすり抜けるようにアティスは飛び、先ほど剣でつけた鎧の胸正面の傷を、もう一度魔法の剣で正確になぞった。その一つ一つの動きに水のエレメントが踊り、アティスの行動をサポートする。

「お、お、お……」

　マイダス王の目の前で、聖せい鎧がいアムピトリュオンの胸がパックリと割れる。聖鎧は再生を開始するが、それを邪魔するように次々と魔王の魔法が飛んでくる。鎧の再生する先から、破壊の穴を無理やりこじ開け、広げていく。

「もう終わりだ。偽るな、マイダス王。――お前の本心はただの自責だ。それ故ゆえに何もできなくなった存在が、今のお前の真の姿だ。お前の嘘うそを私に押しつけるな！」

「黙れ！　それで暴いたつもりか元げん凶きようが!!」

　マイダス王の叫びとともに、聖せい鎧がいアムピトリュオンはその全身で再構成を開始した。



「……また形が変わるのか？」

　アティスは空中から見下ろして呟つぶやく。

　破壊された部位もそうでないところも関係なく、表面に金属が瘡かさ蓋ぶたのように広がっていく。それはもはや、人の形すら維持するのをやめたようだった。ただ膨らむまま、丸く大きくなっていく。

「これ以上戦って何か変わるのか、マイダス王！」

　そのアティスの呼びかけに呼応したかのように、今や滑らかな金属の球となった聖鎧アムピトリュオンは宙に浮いた。

「――離れておきたまえ、アティス君」

　そう魔王は忠告する。しかし少し遅かった。

　宙に浮く金属球と化した聖鎧アムピトリュオンは、見えない波を放出する。それは風景の歪ゆがみとして見え、風をアティスは肌に感じた。直後、アティスに異変が起こる。

「魔法が――」

　アティスの身を覆っていた魔法が、突然全すべて消失してしまう。身一つで空中に放ほうりだされたアティスは――魔王の身体能力で――何とか床に着地した。一体何なのだと、アティスは宙に浮いたマイダス王の鉄球を見上げる。

「それが天てん空くう人びとの金星結界キユテレイアだ」

　説明する魔王が数発、魔法の矢を撃ちこんでみせる。しかしそれは途中でかき消えるようになくなり、鉄球の反対側に突き抜けた。

　アティスは横目で魔王を振り向く。

「つまり何なんだ、あれは？」

「あの球の周辺は、『魔法が存在しない世界』に入れ替わったのだ。故ゆえに魔法は絶対に届かず、魔法で接近することもできない」

「しかし条件は向こうも同じだ」

「……。天空人がそんな間抜けなものを作るわけがないだろう」

　魔王の答えを肯定するかのように、球体の表面にポコリとへこみができる。その中心に光が集まったかと思うと、二人へ向けて光が照射された。

　アティスは床を跳ぶように駆け、魔王は魔法による高速滑走でそれを避ける。

「向こうは魔法を撃ってくるじゃないか！」

「いやだから……。魔法ではないのだろうさ」

　言いあう内に鉄球上で、さらにもう一つのへこみが発生する。そこにも光が集まり、二人を別々に追い始めた。床に奇怪な模様を描く光の線は、徐々に太さと威力を増していく。

　――逃げ切れない。でも、元の魔力が消えた訳わけじゃないなら。

　アティスが念じると思った通り、両肩のエレメントの束は復活した。一いつ旦たん宙に舞い上がったアティスだったが、光の柱はなおも追ってくる。へこみそのものが鉄球の表面を移動していて、死角というものがないらしい。

「これで直接魔法が効かないっていうなら――やってみるしかないか」

　ある考えの浮かんだアティスは、王の広間の壁に沿って飛び続ける。光の柱もそれを追って、壁に破壊跡を残しながら一周する。

「……私もいるのだぞ！　勝手なことを」

　床の上を逃げ続ける魔王は苦々しい顔になる。だが有効な攻撃方法ではあった。

　支える柱を全すべて断ち切られ、王の間の天井がついに崩れて落ちてくる。その上にはマイダス王の居室や寝室を含め、さらに三階分の構造物が乗っている。うまく行けば生き埋めにできるはずだった。

　だが聖せい鎧がいアムピトリュオンの鉄球は、崩れてくる天井に向けて大きなへこみを作った。

「まさか――！」

　アティスの目の前で、これまででも最大級の光の柱が発射される。まるでその光に押し返されたかのように、広間の天井は丸ごと吹き飛び夜空に飛び散った。熱で破裂した城の破片が、周囲や町にまで飛び散る。

『これが死水の星ステラ・アスファルティテスの力か……。新たなる我が姿にふさわしく、随分と風通しがよくなったではないか――』

　マイダス王の濁った声が響き、鉄球はさらに上昇を始めた。

『見るがいい、この美しい町を。これが……私の作った――』

　だが今は熱せられた城の破片で、静かな夜の町は方々に火の手が上がっている。

「これは本来、魔王の城で解放されるべき力。王都の中心で解放していい力ではない！」

　鉄球へ叫ぶアティスを見上げて、魔王はため息をつく。

「その発想もどうかね、アティス君……」

　アティスは、マイダス王に問い続ける。

「この戦いは何が何でもあなたの勝ち、あなたの正義で終わらなければならないのか？　それだけの価値を、あなたはフェシナス王国に保証できるのか!?」

『黙るがいい、魔王の連れてきた亡もう者じやが！』

　光の柱が再びアティスに向かって放たれる。それを避けようとアティスが空中を移動すると、光の柱が城の鐘しよう楼ろうを焼き切って崩し、続いてフェシナムの町に一列の炎が線を作る。

　――逃げると周囲の被害が増える。攻撃に転じないと。

　アティスは崩れていく鐘楼まで飛ぶと、頂上の尖せん塔とうをもぎ取った。

　その鋭く尖とがった先端を槍やりに持ち、アティスはマイダス王の鉄球へと全力で飛ぶ。

『やはり向かってくるのか。お前はアティスの名を騙かたって私を惑わしながら、結局は魔王と繋つながっているのではないか！』

　鉄球からのマイダス王の声は、なじるようでありながらどこか安あん堵どしたような響きがある。己おのれの妄もう想そうに現実が追いつく。その状況にマイダス王は安堵しているのだ。

「あなたは！　あなたが！　――自分の造ったものを壊そうとするから!!」

　金星結界キユテレイアの効果により、再びアティスを飛ばしていた風の魔法が消える。しかし今回は計算ずみだった。尖せん塔とうを抱え、全速力の勢いのまま落下しながら、アティスは鉄球の表面に滑るように着地した。

　そして抱えていた尖塔の槍やりを、思い切りよく鉄球に突き立てる。

　アティスの驚くべき身体能力によって鉄球の表面は破られ、めくれ上がり、内部の何層もの鉄板が露出する。

　しかし、一度破れた鉄板は、これまで通り自己修復を始めた。アティスはそれを阻止すべく、何度も尖塔をこじ入れる。しかしアティスの破壊よりも早く、鉄球の修復が進んでいく。やがて尖塔の先はアティスの手の中で完全に砕け、破壊跡は完全に閉じてしまう。

「こんなものが――！」

　アティスは苛いら立だちの声とともに拳を叩たたき込み、だがすぐ鉄球の表面を蹴けって跳躍した。そのあとを追うように修復したばかりの球面がまたポコリとへこみ、そこから放たれた光が落下するアティスを追う。

　アティスは金星結界キユテレイアの範囲外まで出ると、今度はすぐに風のエレメントに再起動をかけた。回避をしながら地上近くまで下りる。

「アティス君。――とりあえず、こっちに来ないでくれたまえ」

　そこで様子を見上げていた魔王の無責任な言葉を無視し、アティスは訊きいた。

「何とか止める方法はないのか？」

「それはこちらが訊きたいものだ」

　アティスを追っていた光の束が今度は自分に向かってきたのを見て、魔王は舌打ちしながら滑走移動に移る。

「とにかく大した修復能力だ。何か一撃、大きいのを撃ちこまなければな……」

　しかし魔法は使えない。魔王は考える。

　あの鉄球の修復能力に勝る速度で、破壊を引き起こす攻撃方法。

「アレで行けるか――」

　魔王はあるものを思い出し、王の広間を出た。そのまま王城の通路を駆ける。

　鉄球からの光も次々と天井を割りながら、あとを追ってくる。魔王の向かう先は、最初にカルセと衛兵に取り囲まれたあの通路だ。

　そこにはアティスが放ほうりだしたままの、聖剣エウリュトスがあった。

「しかし君に聖剣は使えない！」

　上空背後を追ってきたアティスが、魔王に向けてそう告げる。

「肉体こそ僕でも、剣は魂の違いを感じ取って拒絶する」

「構わんよ。それでいい」

　床にめり込んだままの聖剣を、魔王はエレメントによる魔法の力を総動員して空中に持ち上げた。そうして保持したまま通路を奥まで行き、今度は城の中庭に出る。そこから上空に浮かんだマイダス王の鉄球を見上げた。

「アティス君。この剣の強度はどのくらいある？」

「強度？　――壊れると思ったことはない」

「なるほど……。まあ、どうせ一いちか八ばちかだ」

　宙に浮いた剣に向け、魔王は中庭を逃げ回りながら詠唱を開始する。

「オクトセンタム・イグニス・セカンダム、ペンタミール・ソラム・プロプ――」

　言葉に従い、様々なエレメントが聖剣を中心とした構造を作っていく。その光に包まれたまま、聖剣エウリュトス自体がゆっくりと回転を始めた。

『何を企たくらむ！』

　マイダス王も魔王の小細工に気がついたようだった。だが魔王の方は答えてやる義務はない。上空を見上げるとアティスの方も、再び鉄球に突撃をかけたところだった。うまく邪魔をしてくれている。

「ノナミール・ソラム・セカンダム、ペンタセンタム・ヴェンタス・プロプ――」

　唱えながら今や光の柱となった聖剣とエレメントの塊かたまりを、魔王は肩越しに構えて上空の鉄球へと向ける。

「ターセンタム・ヴェンタス・アドヴァサス」

　聖剣の回転はもはや甲かん高だかい音を立てるまでになっていた。それと同時にその後方で、徐々に光が膨らんでいく。

　――考えてみればマイダス王を倒すのも、それほど難しいことではない。

　魔法が直接効かないなら、魔法の力を別の力に変換して、それを相手にぶつければいいのだ。原理は弓矢と一緒だ。そして矢は小さく細く重たいものほど効率がいい。

『やめろ！』

　上空からマイダス王の叫びが降ってくる。それに魔王は薄ら笑いで答えた。

「断るよ。――行け！」

　聖剣エウリュトスの後方で、エレメント同士による膨大な量の爆発的反応が引き起こされる。そして聖剣は鞘さやに収まったまま、ただの効率がいい『砲弾』としてエレメントの砲身から発射された。

　ほとんど光の球となって発射された聖剣は、金星結界キユテレイアに突入すると同時に纏まとっていた魔法の光を掻かき消される。しかし剣そのものは高速回転を保ったまま、一直線に鉄球の表面に突き刺さった。

『こんな――ものが！』

　鉄球全体が撃ちこまれた聖剣の力に、無理やり上空へと押し上げられる。その衝撃と振動に、マイダス王の唸うなり声ごえが漏れる。だがそれで終わりではない。

　表面に突き刺さった聖剣から鞘さやが細切れになって弾はじけ飛ぶ。そしてその頑丈な切っ先は高速回転を維持しながら、鉄球の表面を削り始めた。

　金属で金属を直接削り落とす甲かん高だかい音とともに、明るい火花がまき散らされる。全くうるさく騒々しく、夜空に周囲に響き渡る。もっともその音もすぐにやんだ。

　聖剣が止まったわけではない。削られる金属がついに摩擦による高熱で解け始めたのだ。聖剣は回転を維持したまま、ズブズブと鉄球の中に沈み始めた。

『冗談ではない――！』

　マイダス王は突き刺さった剣を振り落とそうと、巨大な鉄球を自ら上下左右に振り回す。

　しかし一度表層の下に潜り込んだ聖剣エウリュトスの破壊は、あとは素早かった。撃ちこまれた物理的な力のまま、すり鉢状に大穴を空け、鉄球内部に潜り込んでいく。

　そしてついに、鉄球中心部にいるマイダス王の眼前までもが割れ始めた。背後も厚い鉄の層に覆われたマイダス王に、逃げ場はない。

「まさか――」

　そしてついに銀色の切っ先が、ヒビ割れの隙すき間まから姿を現す。だがマイダス王が必死の形相で見守る前で聖剣は徐々に回転速度を落とし、ついには止まった。

　直後にマイダス王の目の前の壁全体が崩れる。無む茶ちやな使用でボロボロになった聖剣は、その力で斜めに削り取られた床を滑り落ちていく。

「逃げ切った……のか」

　マイダス王は勝利に顔を歪ゆがめる。鉄球は開いた大穴を再生するため、次々と鉄板を下ろし始めた。

　だがマイダス王が安あん堵どのため息をついたまさにそのとき、目の前の鉄壁が再び吹き飛ぶ。

「何――！」

　その向こうには、アティスと魔王がいる。

　二人がそれぞれの手で、ボロボロになった聖剣エウリュトスを握っていた。そして聖剣からは滝のような雷らい霆ていがほとばしり出ている。本来の力を取り戻していた。

「やめろ！」

　引きつった表情で、マイダス王は叫んだ。

「いや、もう終わりにしよう」

　魔王とアティスはそれぞれの表情で、ともにそう告げる。

「いいや、まだだ！　私の国を、私の生きた証あかしを、お前たちの好きなようにはさせん。私にはもうそれしかないのだから――!!」

　互いの意志に関係なく、鉄球の自動的な修復が始まる。そしてついにその向こうから、マイダス王に向け聖剣が再び振るわれる。その最後の力とともに聖剣は砕けた。

　聖剣と聖せい鎧がいの拮きつ抗こうする真まっ白しろな光に、三人は包まれる。



    

  
    
      



    

  
    
      
第六章





　光がぶつかってくる。

　アティスは目を腕で覆ったまま、左右を見る。だがまともに目を開けることすら難しい。

　ようやくどうにか呟つぶやくばかりだった。

「どこなんだ……ここは。僕は――」

「これが『天空人の住処アパテイア』だ」

　応こたえる声がある。魔王ミトラスの声だ。

　アティスは声の方を振り向き、何とか我慢をしてようやく薄く目を開けた。だが黒服で固めた魔王の姿も、今は輪りん郭かくしか判別できない。

「『天空人の住処アパテイア』？　なぜそんなところに？」

「聖せい鎧がいアムピトリュオンが展開した金星結界キユテレイアという世界は、我々の今いる世界より、はるかに上位の世界だ。そこで聖剣エウリュトスが崩壊現象を起こしたために、周囲が丸ごと『天空人の住処アパテイア』に転移したのだろう」

　魔王の説明は意味が全く分からない。そしてアティスには、そんなことよりも気になることがある。

「マイダス王は――」

　アティスが心に思い浮かべ、口に出した途端、急激に色彩が滝のように落ちてきた。

　一体何なのだと、アティスは周囲を見回した。

　周囲は見慣れたフェシナスの荒野である。そこに馬に子を乗せ旅する者の姿がある。

「マイダス王……」

　アティスにとっては、見違えるはずもない顔だった。

　だがその表情はまだ若く、そしてくたびれ果てていた。

　　　＊　　＊　　＊

　発狂した妻キンメリアの発作的な自殺。

　それを契機にマイダスは、幼い一人娘のカルセを連れ祖国をあとにした。

　妻を殺したのはマイダスではない。だが妻を救えなかったのはマイダスなのだ。それはつまりマイダスが殺したということではないのか？

　そんな思いにかられての、罪状なき逃亡の旅だった。

　旅の末にたどり着いたフェシナスの地は、騒乱ゆえに何もない、貧しい土地だった。

　だがそこでマイダスは、質素ながらも温かく迎えられた。

「何もないからこそ自分はこの土地で、一から全すべてを造り直せるのではないか？」

　若きマイダスはそう自分に問う日々を送るようになっていた。

　その後、彼は祖国リュディアとフェシナス人の土地を往復し、小さな国家建設に尽力する日々を送り始めたのだ。

　だがそれを知った南の隣国ペルガムスは、軍隊を送りこんできた。マイダスは投獄され、関かかわりの深かったフェシナス人たちは全員殺されてしまった。国を造ろうとした人々の中で、リュディアの王族だったマイダスだけが生き延びたのだ。

　　　＊　　＊　　＊

「何てことを……」

　アティスは唇を噛かんだ。

　彼の両親も――いや村全部が、子供のころ同じようにして滅ぼされた。だからフェシナス人には国がいる。そうアティスも考えてきた。

「……私はまたしても私のせいで家族を失った。フェシナスでの建国活動は、失敗に終わった。そのはずだった」

　老い疲れたマイダス王の声が響き、アティスは周囲を見回す。しかし何も見つからない。

「だがそんな時……あれと出会った」

　気がつくとアティスは次に、鬱うつ蒼そうとした森の中にいた。

　天を支えるような巨木が、列を作って立ち並んでいる。

　地面は苔こけだらけの緑とむき出した岩の灰色。

　空気は霧に覆われ風は吹かず、日の光は滲にじんでぼやけたまま、わずかに射すばかりだった。

　そしてそこに二つの人影があった。

　一つは馬に乗った、失意のマイダス王。

　そしてもう一つの姿はより奇妙だった。岩の上に立ち緑の木々の葉を衣のように纏まとった、色白の小さな少女。それが黒い巨大な丸石の上に立っていた。

　少女は銀光の十字が宿る目で、若いマイダス王を一いち瞥べつして言った。

　　　＊　　＊　　＊

『これは契約の神による契約である――。お前が私に全すべてを捧ささげるのなら、私はお前の本心からの願いをかなえよう』

「いや、待ってくれ」

『どうした？　……私が恐ろしいのか？』

　少女はフフフと――最初からその反応を期待していた意地悪な顔で言った。

『全く人間というのは姿形が醜い滑こつ稽けいな動物であるばかりでなく、馬ば鹿かで馬鹿なくせに馬鹿という三重苦だな』

「いやそれはいま関係ないだろう……」

　少女の言いたい放題に閉口するマイダスに、少女はフンと不機嫌な顔をする。

『では一体何が不満なのだ。お前の永遠に安寧の家族をえたいという欲望が、絶対に正しく満たされるというのに！』

　　　＊　　＊　　＊

「――何だって!?」

　アティスは驚きの表情で、その幻想の光景――若いマイダス王を見た。

　彼が家族をえたいというのは、先ほど見せられた事情を考えれば想像に難くない。

　しかしここはおそらく木こ霊だまの森だ。そしてマイダス王と話している相手こそ精せい霊れいファウナ――いや魔王ミトラスである。それも間違いない。だったらその契約内容は『フェシナス王国の成立と安泰』であったはずだ。マイダス王は自分でそう言っていたのだ。

　だがその後に展開された交渉は、アティスの想像をさらに超えていた。

　　　＊　　＊　　＊

「その願いは、もうかなう必要はないのだ。精霊よ」

『なぜだ？　いやお前は、自分が明らかな嘘うそを言っている自覚があるのか？』

　不可解な顔の魔王ミトラスに、マイダス王は自じ嘲ちようして頷いた。

「そうだな……。しかし私はすでに二度、家族をえようとして、それを自分の手で死に追いやってしまった。一度目は妻で、二度目は同じ夢を見たフェシナスの友人たちだった。そんな私がまたしても家族をえたいと、自分だけが幸せになりたいなどと願う資格があるだろうか？」

『幸福に資格が必要か？』

「ああ。私はそう思うのだ。だから私の幸福のことは、もういい。その代わりにお前の願いをかなえる力で、私の手ではどうすることもできなかった夢をかなえてほしい。そのためならこの命すら捧げても後悔はない」

『……私の得るものが一つもないな。お前ほど気の回らない人間もないぞ』

「いや……すまない。悪かった」

　恐縮するマイダスに満足したのか、小さな少女は腰に手を当てて訊きいた。

『それで、どうしたいというのだ？』

「フェシナス人に新たな国を」

『もう一度確認する。それはお前の望みではない』

「そこを頼みたいのだ。確かに私は自分のごく身近しか視野に入らぬ、下らぬ男だ。そのことは謝ろう。その上で頼むのだ。――お前にとっては、どちらも児じ戯ぎに等しかろう。それともできぬのか？」

『私にできぬことなど、あるはずがない！　――天罰!!』

　少女が叫んで手を上げる。霧の上から巨大なドングリが落ちてきて、マイダス王の頭を直撃した。

「うぅ…………」

　馬の上で頭を押さえる彼に、少女はプリプリして言う。

『無能ならせめて礼をわきまえろ』

「すまぬ……でもどうか我が願いを」

　少女はわずかに迷ったようだった。だが結局、頷うなずいた。

『……まあいい。たまには気まぐれも良かろうよ』



    

  
    
      



    

  
    
      　少女はマイダス王に向け、小さな手をかざす。そこに色とりどりのエレメントの破片が浮かび上がり、組みあわさる。複雑な紋様の巨大な魔法の陣が姿を現す。

『この光の守護ある限り、フェシナスの地に安住の国が必ずあることを約束しよう。紋様はすぐに目には見えぬものとなるが、この守護は常にフェシナス人と共にあり、安住の王国へと彼らを導く』

「……ありがたい！」

　頭を下げるマイダス王の礼は、まさに首が地に落ちんばかりだった。

　やがてその言葉の通り、エレメント細工の輝きは霧の中にかき消える。

『ただしだ、人間。――心するがいい』

　ようやく頭を上げたマイダス王に、少女は真剣な表情で言った。

『これはお前の本心からの願いではない。従ってお前を幸福にする力はない』

「その道理は理解している。私もその覚悟はある」

『それが愚かなのだよ、人間。――覚悟や決意で生き方の変えられる者があるなら、それはもはや生き物ではない。ただのものだ』

　そう少女はマイダスを叱しかると、遠くを見るように目を細めた。

『……この森を出たら、お前は真っ直すぐに南へと下れ。ペルガムスの略りやく奪だつを受け、焼き捨てられた村がある』

「何だと！　奴やつらはまた!!」

『もう起ったことだ。手の打ちようはない。だから黙って最後まで話を聞け。――その村には、襲撃で両親を失った子供がいる。その子供は将来、天下の一、二を争わんという英雄であることが約束された子だ――』

　話の展開が見えない若きマイダス王は、黙って続きを待つ。

　少女は上目づかいで彼を見て、ゴホンと一つ咳せき払ばらいをした。

『ところで、フェシナス人による国の完成には、我が技をもってしても数年はかかるだろう。そのあいだにその子供を家族に迎え、育ててみてもいいのではないかな？』

　マイダスが驚いた顔をすると精せい霊れいは慌てて目を逸そらす。

『い、言っておくが、私のかなえる願いは一人に一つだ。あまり調子に乗ってはいけない人間よ。そもそも今のはだな、将来の人材をお前に与えようという一つ目の願いの一部なのであって、お前のもう一つの願いをかなえるわけではない……』

　その言葉にマイダス王は、ただ再び、深く頭を垂れるばかりだった。

　ずっとそうしている彼の姿に、少女はもういいかと、少し優しい顔になる。

『契約は終わった。さっさと行け人間。――お前はお前の幸福を、お前だけの力で実現しなければならない。そして人を率いようとするお前が、フェシナス人の王だ。だが良き国には良き王が必要だろう。私はそれに力を貸すことはできない。お前はお前の力で、必ず幸せになっておけ』

「はい!!」

　　　＊　　＊　　＊

　そこで木こ霊だまの森の風景は、急速に遠のく。

「……そうか、だから」

　アティスはようやく子供のころの自分を迎えたマイダス王の、その心を理解した。

　孤児のアティスを拾った彼は、誰だれに訊きかれるより早く、精霊の与えしこの子の父となると宣言した。そして我が子のように育てたのだ。

　そしてこれこそが――家族をえたいということこそが、彼の真実の願いだった。

　やがて若きマイダスは挫ざ折せつを乗り越え、再びフェシナス王国の建設に取りかかった。

　以降の経緯はアティスもよく知っている。

　これが精せい霊れいの加護ということなのか。フェシナス王国建設の障害となる人物が、このころからことごとく、事故やケガ、病気や不幸に見舞われた。

　もちろんいずれもが、どうとも言えない些さ細さいな出来事でしかなかった。しかしそんなものでも時間稼ぎとしては充分だった。細い時間の隙すき間まを縫うように、マイダス王はその辣らつ腕わんを振るい、一気にフェシナス王国を成立させてしまったのだ。

　念願の王国建設はなった。だがまだ弱い。ただそこにあるだけの国では、世界の荒波に耐えていくことはできない。

　しかしちょうどそのころ、東の地では魔物たちが活動を活発化させていた。精霊の託宣の通りその力を現し始めていたアティスも、何度か魔物退治に加わった。

　そしてフェシナス王国はついに、魔物が産み出される根元、魔王の存在を突き止めたのだ。そして世界のどこよりも早く、本格的な魔王討とう伐ばつに乗りだした。

　これはフェシナス王国がその名を世界に轟とどろかす、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだった。だからこそアティスには強烈な動機があり、若くして魔王討伐の中心人物ともなっていったのだ。

　アティスは世界を旅し、曖あい昧まいなままであった魔王の情報を確定していった。そして周辺諸外国や、ついには伝説的な力を持つ天てん空くう人びとの協力までも、得るようになっていったのだ。

　全すべては順調に進んでいた。

　しかし――。

　周囲の風景は王の居室に変わる。そこにいる人物の一人は、昨年のマイダス王である。

　もう一つは小人――人間の腰ほどまでの背丈しか持たない天空人の姿だった。

「天空人アステロペが、なぜここに……」

　アティスは首を傾かしげる。彼女は三種の聖武具をアティスにもたらした、面識のある天空人だった。だがマイダス王と直接会談したという話を、アティスは聞いていない。

「でも、まさか――」

　当事者であるアティスは、二人が何を話し合ったのか心当たりがあった。

　　　＊　　＊　　＊

「魔王は倒せない!?」

　そのマイダス王の言葉に、天空人アステロペは頷うなずいた。

「そうです。倒すという概念自体が成立しません。魔王と呼ばれる存在は、殺すこともできないし、破壊することも不可能なのです。ですから――」

　天てん空くう人びとアステロペは魔王討とう伐ばつの作戦手順を説明した。討伐と言いながら、アティスの犠牲が必要となる作戦だ。説明を聞いたマイダスは、激怒した。

「そんなことはできない！　私の息子だぞ！」

　大声に小人は、感情の見えない無機質な両目をマイダス王に向ける。

「では魔王討伐は必ず失敗に終わります。フェシナス王国はゼロ以下のマイナスからやり直すことになる。いや、消えてなくなるかもしれない」

「そうはならんよ。……この国には精せい霊れいファウナの加護がある」

「精霊ファウナの正体を、あなたはもう知っているのでしょう？　なのに倒せないと分かれば、その力を当てにすると言う。あなたは信念をどこに置いて戦っているのです？」

　マイダス王は無言で、小人を睨にらんでいた。

　もう彼が一言も喋しやべる気がないのを悟って、小人はその姿を宙に浮かせる。

「すでにこの魔王討伐では、何人もの犠牲が出ています。なのにあなたは、アティスさえ無事ならばいいと言う。――フェシナスの王国は人々のためと言いながら、しかし本当は自分のためのぬるま湯に、ずっと浸つかっていたいだけなのでしょうね」

　ひときわ明るく光を放ち、天空人は部屋から姿を消した。

「……その通りだとも」

　マイダス王は呟つぶやいた。ため息をつき頭を振り、従者を呼んできつい酒を持ってこさせる。

「かつて見せた決意は何だったのか……。フェシナス王国の何もかもが、おそらくこれで滅め茶ちや苦く茶ちやになる……。全すべての努力も人々の犠牲も、全てが水の泡だ…………」

　酔いながらマイダス王は、暗い顔で目を細める。

「私は何と心の弱い人間なのか……。私の幸福だけを追って……。しかしアティスは失えん……。そもそもが知らずにとはいえ、恩人に弓引いて夢をかなえようというのが、歪ゆがみの根本なのか……」

　　　＊　　＊　　＊

　だがこの夜はそれでは、終わらなかった。

　全ての事実を知っているアティスは、唖あ然ぜんとするしかなかった。

　なぜなら天空人アステロペは何食わぬ顔で、今度はアティスのところに来たのだ。そして今マイダス王にしたのと全く同じ話を、アティスにもした。

　魔王はアステロペの小器用さを鼻で笑う。

「何せ天空人――いやⅥセクスタスは私のことが大嫌いだからな。是が非でも作戦を実行させたかったのだろう。奴やつが手段を選ばないのも無理はない。私の伝承とやらを都合良く書き換えたのも、奴なのだし」

　天空人からの話を聞き、もちろんアティスも苦悩した。それではカルセとの約束を破ることになってしまう。

　だがアティスの中の優先順位は、マイダス王とは違っていた。

　決心を固め、アティスはマイダス王の居室に向かった。そして王に、自分の命と引き換えに「王国の安定と平和を実現してほしい」と申し入れたのだ。

　これを聞いたマイダスは、黙ったまま飲んでいた酒をアティスにも勧めた。

　それは最初で最後となった、父親と子としての盃さかずきの交わしあいとなった。

　マイダスはアティスを誇りに思うと言い、お前の思うようにやってくれと言ってくれた。

　――それが王の心であると、アティスは思っていたのだ。

　　　＊　　＊　　＊

　アティスが部屋を去ったあと、マイダス王はポツリと呟つぶやいていた。

「王国の安定と平和……。私が願った通りではないか」

　その目は絶望に真っ黒で、何も映っていない。

「アティスが死ぬのは、王国繁栄を約束する魔王の力によるものなのか……」

　マイダス王は強く目を瞑つぶり、老人のように背を曲げ項うな垂だれる。

「私の願いが……私のしたことで……また家族を殺してしまうのか、私の手で！」

　ようやく吐き出した慟どう哭こくは、嗚お咽えつに変わる。

　　　＊　　＊　　＊

「そんな……！」

　アティスは驚きを隠せなかった。この作戦は、アティスが相談され、マイダス王に許可をもらい、実行されたものだったはずだ。だがマイダス王は自分の魔王との契約の魔法が、アティスを死に追いやったと考えていたのだ。

「そしてその考えは、おそらく正しいだろう」

　魔王は言った。

「何しろこの契約の魔法は、巡りめぐって私自身にまで牙きばを剥むいた。おかげで私は元の肉体まで失い、この有あり様さまなのだからな」

　そしてこれまでの経緯を見ていればアティスにはもう、想像がつく。

　アティスが魔王と姿を消したその日から、マイダス王の心は少しずつ砕けていったのだ。

　　　＊　　＊　　＊

　王の広間には、重臣たちが集まっていた。その手にはそれぞれが訴状の束を抱えている。魔王の討とう伐ばつ以来、フェシナス王国は様々な無理難題がふりかかるようになっていた。

「どうしますかマイダス王、すぐに何か手を打ちませんと」

「そうか……」

　虚うつろな目で家臣の説明を聞き終えた王座のマイダス王は、やはり虚ろな声で答えた。

「……それではその件は、アティスにやらせてみてはどうか？」

　部屋は水を打ったかのように、静まりかえる。

　しばらくしてようやく、マイダス王は自分だけに聞かせるように笑った。

「冗談だ。……少し疲れているらしい。あとはお前たちにまかせる」

　そう告げると立ち上がったマイダス王は退室し、一人、城の中庭に向かう――。

　　　＊　　＊　　＊

　アティスはそのマイダス王の姿に呆ぼう然ぜんとする。

　自分を過大評価する赤の他人のマイダス王に、アティスはどこか居心地の悪いものを感じていた。本当はそれから逃げ出したくて、信じられなくて、フェシナスの民の代表である立場に自分を追いこんできたのだ。

　だが実際はただ、これほどまでに愛されていたのだ。家族を愛することだけが、マイダス王が生きていくために必要なことだったのだ。それはアティスの英雄ぶった死の選択より、はるかに重要なことだった。なのになぜ自分は、あんなにも容易たやすい死を選択してしまったのか？

「そしてこのころにはもう、王国への呪じゆ詛そは誰だれにも解決できないものになっていた」

　現在のマイダス王の、老いた老人のような声が響いた。

　風景は消え、真っ白な空間の中にマイダス王の姿が浮かび上がる。

「四年目に入った王国は、まるで『不幸のある状態』で保存されるかのように動き続けた。一つの問題を片づければ、必ず次の問題が二つ、用意されていたかのように持ち上がってくる。それでは誰にも解決することはできない――」

　マイダス王は空間に浮かび上がった、魔王の姿に問う。

「……これはお前に……あなたに、建国の恩人たる魔王に。私が戦いを挑んだことへの罰ばつなのか。仕返しなのか？　――それとも！　それとも最初から全すべてが戯たわむれだったのか!?」

　魔王ミトラスは大きくため息をついた。

「答えは出ているのだがな。……もう一度説明してやろう。まず私は、人間ではない。だから基本的に人間のことには興味がない。だから私がフェシナス王国に恨みを抱いたことも、復ふく讐しゆうの標的にしたこともない」

「それでは王国を次々に襲っている不幸は何なのだ？」

「まず答えの一つは――これはカルセも気づいていたのだが――フェシナス王国は不幸になど襲われていない。建国の当時、この国は一体いくつの問題を抱えていた？　それがたったの三年や四年で、全て解決すると思うか？」

　マイダス王は答えなかった。

「そう。なにより決定的な四年目の変化は、実はお前の内に訪れたのだよマイダス王。お前は王国に降りかかる課題を、もはや重荷としか感じられなくなった」

「だがそれだけでもないんだ！」

　アティスはマイダス王を庇かばうように、魔王へと言う。

「先の三年はもちろんいろいろあったが、それでも追い風だったと僕は感じる。それが四年目で逆風に転じたのは確かだ。その風向きを変えたのは、お前じゃないのか？」

「違う。私はこの体では契約の魔法をいじることはできないし、フェシナス人と王国の契約は元のまま運行中だ。証拠に契約の魔法陣を見せてやろう」

　魔王は手を振る。だがマイダス王は困惑したように、左右に視線を彷徨さまよわせる。

「……何も、現れないではないか。それとも私の夢は潰ついえてしまったのか」

　魔王は横に首を振った。

「後ろを振り返れ」

　マイダス王は言われた通り、背後を振り向く。そこには木こ霊だまの森の時と同じ、大きな魔法陣の光がある。

「確かにあの時のものだ……これこそ私の契約。だがこれはまだ本当に、フェシナス王国を守っているのか？」

「ああ守り続けている」

「しかしなぜ私の後ろに？　あの時は、私の前にあった……」

「それはお前自身が、お前の願いの前に立ちふさがってしまったからだ」

　その魔王の言葉に、マイダス王はようやくこの回りくどい説明を完全に理解し、まさかという表情になる。

「しかし、その通りだ。アティスを失い、王国の課題を重荷としか感じられないお前は、すでにフェシナスの王としての資質を失っている。だから契約の魔法は王国を守るため、お前を王の座から引きずり下ろそうとしていたのだ」

「かつての私の願いが……私自身を殺そうとしているのか？」

「ああ。だから私はあの時、お前を止めたし忠告もした。哀れなこととは思うが、先ほども言った通り、この体では魔法陣を止めることも操作することも不可能なのだ。ただし」魔王は顎でアティスを示す。

「契約の魔法陣はその強力な力で、フェシナス王国を守り続ける。コイツがここへ帰ってきたのも、この魔法陣の作用だろう」

「ああ……」

　思わずマイダス王は声を漏らす。

「私の願いは繋つながるのか……」

　三人の姿が互いに薄れ、揺らいでいく。

　この場を作り出した『天界人の世界アパテイア』と呼ばれるもの。

　それが解け始めたのがアティスにも何となく分かった。

「アティスよ」

　マイダス王の呼びかけに、アティスは「はい」と頷うなずく。

「私の肉体は、もう元の世界にはない。ならばこの世界が解けた時、私は消える運命なのだろう。だから全すべてをお前に託したい。背負ってくれるだろうか」

　アティスはその言葉に返そうとした。アティスもまたその夢のため、カルセを裏切り、失い、今またマイダスを失おうとしている。いや自分の手で、王の命を絶ったのだ。

　ならば拒絶する理由も権利もない。ただ頷けばいいのだと気がつく。

　だからアティスはマイダス王に向かって、力強く頷いた。

　やがて周囲全ての光が天に収束し、一本の光の柱へと変わる。

　周りにいくつもの光の円をまといつかせながら、柱は一本の線に変じる。

　やがて全すべてはいつもの夜空の向こうに、吸い込まれるように消えていった。



　気がつくとアティスと魔王は、壊滅した城の上に立っていた。

　正しくは王の広間だった場所だ。また元の場所に戻ってきたのだ。だが壁はなくなり天井は吹っ飛び、もはや焼けただれた床しか残っていない。すでに謁えつ見けんの間としての面影はどこにもなかった。城の他の部分も散々に破壊され、もはや城全体が廃はい墟きよのようである。

　そしてアティスの目の前には、破けて捻ねじれた巨大な鉄球と聖剣エウリュトスの破片だけが転がっていた。マイダス王のいたその場所は、えぐり取られてもう何もない。

「――。――」

　強い夜風が、遠くからの人の声を運んでくる。

　気づいた魔王は周囲を見回した。

「避難した衛兵たちか。じきにここへも登ってくるだろう。私たちは去った方がよさそうだ。――お前は魔物だし、私ももうここに用はない」

　しかしアティスは答えなかった。

　無言のまま、カルセの亡骸なきがらの元へ行く。彼女の身しん体たいはアティスが置いたその場所に、その姿のまま横たわっているのに気がついたからだ。

　カルセの前に膝ひざをついたアティスは、頬ほおにかかった土つち埃ぼこりを優しく払ってやる。

「これだけ周りが壊れてるのに、カルセには全く傷もないなんて……」

「マイダス王がここだけ攻撃を避けていたからな。何の意味があるのか理解しかねるが」

　後ろからついてきた魔王の言葉にアティスは小さく息を止め、ようやく訊いた。

「……これからフェシナス王国はどうなる？」

「マイダス王の血統は絶えた。契約の魔法があるとはいえ、しばらくは混乱するだろう。重職者や家臣をまとめる者がいない一方で、民衆は勇者アティスを支持する。まあどちらも指導者を欠いたまま、国が二つに割れるということだ」

「僕は――」

「お前にできることは」

　機先を制するように、魔王は言った。

「私に協力して一刻も早く、自分の体を取り戻すことだけだ。お前の突破口は、そこにしかない。もちろん私は自分の得になるよう、お前を利用しようと話をしている。しかし、言っていることに間違いはあるか？」

　その問いにアティスは、力なく横へ首を振る。

「だが僕たちがそれぞれの身体を取り戻すまでに、どれくらいかかる？」

「逆に訊きこう。お前が最大限協力して、巫女の書リブリ・シビユリーナを全て破壊するのに、どれほどかかると思う？　問題のものは諸外国に散り、天てん空くう人びとも警備を固めてくるだろう」

「早くて一年……」

「ああ、そのくらいだろうな」

　アティスは失意の表情で首を落とした。

「……なら僕はここに残る。一年もフェシナス王国を空からにはできないよ。それにまずカルセを何とかしてあげないと。巫女の書リブリ・シビユリーナの破壊は、君一人で行ってくれ」

「愚かなことを……」

「いや。僕のこの姿でも、できることがあるはずだ」

「もう一度言うが、今のお前は勇者アティスではなく、ただの魔物の名もなき女にすぎない。本人であるお前が考える以上に、この差は絶対的なのだよ」

「だから何だ？」

「お前がその姿で民を救えば『魔物の女』を支持する一派が発生する。フェシナス王国は三つに分断され、さらに混乱を加速させてしまうことになるだろう。――お前の自己満足が満たされても、根本的な解決にはならない。私の言うことは道理から外れているか？」

　アティスは無言のまま、再び横へ首を振る。魔王もため息をついた。

「物事には遠回りに見えても『結果的には最短の方法』というものが存在する。割り切ってもらうしかない。お前は素直に私を手伝え」

　アティスは悔しげに、拳で床を打つ。

「僕は、マイダス王を止めるために、この手で殺してしまって。王国を継ぐと約束したのに、崩れていくフェシナス王国を前に何もできない……。僕たち三人の夢だったんだ。僕と、カルセと、マイダス王と……」

　魔王は鼻で大きく息をついた。

「お前はダメダメ君くんだな。カルセがいないと、意志も計画も何もない。……もっとも一つだけ、一気に全すべてを解決する方法がある」

　魔王ミトラスは、厳かでどこか寒々しく冷たい声で言う。

「……貴様アティスはすでにこの魔王の配下となり戦った。ゆえにその身体は魔物である。魔王はその願いを一つだけかなえなければならない。お前が本当に願うお前自身の願望とは実は何だ？」

　目を見開いたアティスの前を、冷たく夜風が吹き抜ける。

　風に乱れてしまったカルセの髪を、アティスは愛いとおしげに手を当て、そっとなおした。

「決まっている。カルセはね。優しくて、いつもみんなのことを考えていて……」

　そう。アティスの願いなど最初から決まっていた。

　だがそれはかなわないから、口にせず、受け入れていこうとしただけだ。自然の摂理に反している。

　しかし魔王はそれを覆すことができるのか？　その声はアティスにそれを口にするよう、促しているように聞こえる。

　アティスは数度ためらいながら、魔王と契約するため、願いを声にする。

「カルセは……こんなことで死ぬ必要はない」

「良かろうよ」

　魔王は夜闇の中でなぜか、勝者のように笑っていた。

「私がお前の願い、お前の世界を与えよう」

「……できるはずがない」

「いいや。ただ今の私は人の身だ。お前の願いをかなえるには、半分はお前に協力してもらわなければならない」

「――どんなことでも」

　答えるアティスの声には、一種独特の迫力があった。事実、何を言われてもアティスはそれを実行する気でいた。魔王は言う。

「お前の体を作るのは、絶対の生命力を持つ魔王の肉であり血だ」

　アティスは全く忘れていたことを思い出したかのように、自分の腕を見る。一度は切り落とされたというのに、勝手に引っついたかと思えば、すでに痛みも何もない。そもそもが魔王の肉体は、殺して腐って石になっても、まだ勝手に再生してしまう存在なのだ。アティス自身が、死から甦よみがえった存在だった。

「その生命力の一部をカルセに移す。お前の血を呑のませてみろ。そうすれば人の一人ぐらい生き返らせるのは、造ぞう作さもないことだ。そしてカルセさえ生きていれば、王位の問題は無理なく解決する。私としても、フェシナス王国の立場から『巫女の書リブリ・シビユリーナ』の回収を指示できるわけだ。――待ちたまえ、アティス君！」

　まだ魔王は説明の途中だというのに、アティスはもう行動に移っていた。床に落ちていた瓦が礫れきの破片を手にとり、首筋を掻かき切ったのだ。

　噴き出した血がカルセの冷たい体に、雨のように降りかかる。

「バカめ、切りすぎだ！　よくも私の大切な体を!!」

「カルセ…………カルセ……！」

　アティスは名を叫ぶばかりだ。それはもはや呼びかけですらなく、祈りだった。

　首から吹き出た多量の血は、床に血だまりを作る。その上に水のエレメントの青い紋様が浮かび上がり、立ち上がったまま何重にもクルクルと回る。

　だがカルセが目を再び開く様子はない。

　これほどの出血をしても、アティスの身には何のダメージもないのにである。

「…………どうして」

　アティスが絶望の声を漏らし、魔王が無言のまま口を噤つぐんだ、その時だった。

「何この生臭い匂におい……」

　ほとんど血の海に沈みかけていたカルセが、もっそりと起きあがった。

　血圧の低そうな顔で頭を掻いたかと思うと、眼鏡顔のアティス――魔王の顔を見てウンザリとした表情を作る。

　そして首から血を吹きながら感激で言葉も出ない魔物の少女に、――思いきり引いた。

「ちょっとあなた、大ケガしてるわよ？　いや、そう。入れ替わってるんだったわ。こっちがアティスよ。何やってるのよあなた。――って何か私の服も、すごいことになってるし！」

「カルセ！」

　なりふり構わずカルセに抱きつこうとしたアティスの横っ面つらを、魔王が思いっきり殴り倒す。

「それはもういいから、さっさと止血しろ！　もったいないと言っているだろうが!!」

　手近な布がなく上着まで脱いでアティスの首を押さえる魔王と、生き返ったカルセに抱きつきたがるアティスの手足がこんがらがる。

　その前で、カルセは深く眉根を寄せる。

「ねぇ、魔王ミトラス――」

「何だ!?　私は忙しい。この、動くなと言っているのに！　馬ば鹿か力が！」

「ひょっとして今これって、結構感動的な場面？」

「カルセ！」

「そうでもないぞ。……ああ、もう!!」

　勝手な二人にサジを投げ、ついに魔王は怒鳴った。

「いい加減にしろ、人間ども！」



    

  
    
      
終章





　黒の喪服に正装したカルセは、広場中に入れる限りつめかけた王国国民三千人を前にしていた。

「私、王女カルセオラリアは勇者アティスの協力をえ、ついに自らの手で自らの父を討つこととなってしまいました――」

　カルセは人々に話す。

　マイダス王のもたらした政治的混乱のこと。

　それに気づかなかったカルセ自身の怠たい慢まんのこと。

　しかし気づかされることになった、ボウィライ山での出来事。

　クーデターじみた手段に出て、マイダス王を排除するよりなかったこと。

　そして先日の王城を中心に王都を襲った、破壊と混乱の経緯と理由。

「私ももはや、この王国の行く末に手出しするべきではありません。元々政治能力的に、その力もありません。しばらくはただ父を偲しのび、喪に服そうと思います」

　言葉を切るカルセに、広場の聴衆たちはヒソヒソ声で視線を交わしあう。

「ただ。そのあいだフェシナス王国の王位を空からにすることはできません。そこでこの国の王位をフェシナス王国よりの英雄、アティス・ガラテイアに移譲することにいたします」

　会場は賛同の意思表示である、万ばん雷らいの拍手に包まれる。

　それは浮かれた明るさに彩られているように見えて、実際は儀式のように厳げん粛しゆくな拍手だった。外国人の王と王女をその座から引きずり下ろし、新たに自分たちの王を空席に据える。それを命じるための拍手だった。それで今のフェシナス王国が変わればと、祈る拍手だった。

　誰だれも心ではカルセ王女を賞賛しない。勇者アティスを無条件に信頼してもいない。それほどにフェシナス王国の信頼というのは、失しつ墜ついしてしまっていた。すでに一度裏切られた彼らは、フェシナス王国を疑っている。

「なかなかに私向きではないか……」

　クックッと笑いながら壇上に登る正装の魔王を、下りてきたカルセは青白い顔のまま睨にらむ。そして不安げな目でアティスの元に来て、その隣に立った。

　演説台に立った魔王は黙ったまま目を瞑つぶり、拍手が鳴りやむのを待った。

　それに気づいた聴衆は、自然に拍手をやめる。

　魔王は目を開くと、広場の大勢に向けて言った。

「諸君。この一年はフェシナス王国にとって、苦難の一年だった。その実状は現在なお調査中であり、各役職の処分も厳しく進めている最中だということを報告させて頂こう。その上で私は新たなる王として、皆に頼みたいことがある――」

　広場はシンとした静寂に包まれる。お前はどうするのかと、三千人が無言で厳しく問う。

　そして魔王は言った。

「この一年はなかったことにしよう！　みんな忘れてくれ！」

　会場の聴衆は全員が、横へ一斉に滑った。三千人ズッコケというなかなかの壮観に、魔王はうれしそうにニンマリ目を細める。

「あのバカ、信じられない！」

　カルセは自分が取り返しのつかない選択をしてしまったという顔で叫ぶ。アティスも目が点になったまま、棒立ちするしかなかった。

「――アホか！」

「――死ね。死んでしまえ！」

　大衆からも野や次じが飛び始める。それを魔王は指さして愉快そうに笑うと、首元のネクタイを外した。襟えりを軽く開いて風通しを良くし、目を細める。

「フェシナス王国からこの一年で失われたものは、実はわずかでしかない。だが諸君らはこの一年で、何人の友人を憎んだだろうか？　この一年で何人の隣人を恨んだだろうか!?　それを全すべてチャラにして頂いただきたいのだ。家に帰ったら去年のこの日と同じ気持ちで、生活を再開して頂いただきたい。それでフェシナス王国はかつての繁栄を取り戻す。そしてそれができないものは――」

　魔王は言葉を切って、会場を一周見回して続ける。

「王城まで来てほしい。私が直接話を聞こう。今日からだ。何い時つでもいいぞ。すでに私は、ボウィライ山の奪われた家族を取り戻すため、様々な交渉に取りかかる最中だ。それと同じ努力を諸君らの回復にも注ぐことを、ここに誓おう。そして私ではなく、フェシナス王国が、次のことをここに誓う」

　そこまで言って、しかし魔王は黙りこんだ。

「――何をだ！」

「――いい加減なこと言ってんじゃねえぞ、勇者アティス！」

　混じりだした野や次じに、魔王満面の笑顔と『地獄に落ちろ』の仕草で返すと、ようやく話し始める。

「フェシナス王国の旗は、全すべての人々のために立つことで、全ての人々に支えられる不倒の旗とする。そのことを祖先と子孫と私と諸君らに対し、フェシナス王国がここに誓おう。代わりに諸君らも誓え。苦難の時には真っ先に、この旗の下に集うことを。今日からはそれを、フェシナス王国と呼ぶこととする。誰だれがいつどこで旗を掲げようと、そこには精せい霊れいファウナの加護があることだろう！」

「――だったらお前は、王とは何だ？」

　魔王は聴衆の質問にそのまま答える。

「フェシナス王国の王は以降、ただの役職だ。そしてまず私は私自身がフェシナス王国の旗を掲げることで、王の役を買って出ようと思う。賛同いただけるだろうか!?」

　会場は一斉の喝かつ采さいと、アティス王を呼ぶ声であふれかえる。

「ねえ。大丈夫、アティス？」

　大歓声の中、カルセは隣の『本物』のアティスに訊きく。「ああうん」とアティスは曖あい昧まいな返事で答えた。実際は圧倒されてしまっていた。

「あまり大丈夫じゃなさそうね。先に行きましょうか」

　カルセがそう促して、アティスも一度だけ魔王を振り返り、頷うなずいた。二人はその場をあとにし、先に控えの間に向かう。

「どうしたの？」

「いや――」

　アティスは返答に困った。

　魔王ミトラスはアティスの顔で、すでに活発なリーダーシップを発揮している。あの自信、あのふてぶてしさを、そのうちアティスが引き継がなければならないのだ。

「僕にはあそこまで言い切れる自分って、想像がつかないよ」

「無責任なだけよ」

「それでも、ね」

「大丈夫。魔王ミトラスのあの人気だって、実際は全部あなたが築き上げてきたものの結果でしょう？」

　カルセの言葉にアティスはちょっと驚いて、ウンとうれしい気持ちで頷いた。今は普通に笑えている。自分のやったことがうれしいに繋つながったのは、今が初めてかもしれない。

　だがそんな呑のん気きな態度だからか、カルセは困った顔をする。

「私たち、しっかりしないとね。このまま王国を乗っ取られてしまうわよ」

「そう……かな」

「頭の痛いところね。まだお父さまのことだって、整理がついていないのに」

　辛つらさを耐えるカルセの言葉に、ようやくアティスは自分の責任を自覚した。これはアティスだけの問題ではないし、できなかったですむ話ではないのだ。

「……たぶん大変なことは、これからもたくさんあると思う。でも僕が早く、全部背負えるようになるから。だから――」

　カルセは驚いたようにアティスを見る。アティスはしっかりと頷うなずく。

　しかしカルセは視線を一いつ旦たんアティスの足下へ向け、そこから再びアティスの目を見る。

「その格好で言われても、ね？」

「えっ？　や、いや！」

　アティスは真っ赤になって手を振る。

　小さな黒靴にストッキング。冗談みたいな短い丈のギャザースカートと、スリーブレスのタキシード。手首のカフスに頭は犬耳を隠すフワフワの帽子。

「一体誰だれの、どんな趣味よ……。おまけにこんなものまで……」

　ジトッと目を細めたまま、カルセがアティスのスカートをめくる。アティスは「ひゃあ」と声を上げた。スカートの下で丸められた尻尾しつぽには、かわいいリボンと鈴までついている。



    

  
    
      



    

  
    
      「ま、魔王がこの格好しろって言うから……」

　恥ずかしそうに左右の人差し指をくっつけイジイジしつつ、アティスは必死で弁解する。

「あなた大丈夫？　本当に大丈夫？」

　カルセはハァ、と疲れたようにため息をつく。

「……どう見ても、その服装も尻尾しつぽのリボンも、あなたに対する単なる嫌がらせよ」

「そ、そうなの？　そうなのかな？」

　自信なく訊きくアティスに、カルセは肩をすくめた。

「とにかく、あまり気を許しちゃダメよ。魔王もああやってネコかぶってるけど、本当は自分の体を取り戻すことにしか興味ないんだから」

「当然だな。問題があるかね？」

　演説を終えてやって来た魔王ミトラスは、二人に追いついて背後から言う。

「人の国の未来など、魔王の私には全くどうでもいいことだ。その感覚というのは極めて妥当なものだろう？」

「あの通りなんだから、しっかりしてよね」

　カルセが小声で釘くぎを刺すと、アティスは頷うなずいた。

「分かってる。それに体と一緒に、あれも返してもらわないといけないしね」

　そう言って魔王を振り返ったアティスが見るのは、カルセとの婚約の腕輪である。

　あれが『勇者アティス』の持ち物であることは、大勢の人間が知っている。だから今は、魔王ミトラスに預けるしかない。しかしそれだけは、アティスにとっても何だか落ち着かないことだった。体より先にそちらを取り戻したいくらいだ。

　妙に焦った気分を振り払うように、アティスは控え室の前まで来ると、二人に言った。

「それじゃ、僕は先に行くよ」

　魔王は首を傾かしげる。

「休んで行かないのか？」

「僕は休むようなこと、何もしてないからね。それよりも預けてもらった僕の隊がどんな調子なのか、さっそく見てきたいんだ」

　先日の戦いを見届けた王城の衛兵たち。彼らはアティスが魔王で、この魔物の少女がアティスなのを知っている。ちょうど都合がいいということで、アティスの部下につけたのだ。何しろ城そのものが半壊してしまったので、衛兵の数を減らさなければならない。

「がんばってね」

　カルセが励ましてくれる。一歩でも先に行きたいアティスの気分を、理解してくれたのだろう。アティスははにかんで答えた。

「今日はまだ挨あい拶さつみたいなものだよ。じゃあ二人とも。またあとで」

　何度も手を振って、アティスは自分の新たな居場所へと向かっていった。



　アティスが去ると、通路は急にシンとした静寂に包まれた。魔王もカルセも沈黙したまま室内に入る。

　魔王は無言で部屋の奥に進み、執務机の椅い子すに腰かけた。そして思い出したように、部屋の入り口で立ちつくしているカルセに言う。

「もう君も休みたまえ」

　魔王はそう告げ、指先を一言も喋しやべらないカルセから、近くのソファーに向ける。

　そして現実のカルセは、魔王の指先を追うように歩いていき、指されたソファーに腰かけた。カルセの目はまるで人形のようで、何も映っていない。当然だった。カルセは生き返ってなどいないのだから。

　今のカルセはアティスの血によって、アティス自身にも発動した『エムブロシア』の魔法がかかっているにすぎない。

　アティスの切断された腕がくっついたのと同じ肉体復元能力で、腐敗が止まっているだけだ。さらに意志により強制的に身しん体たいを動かし高速動作を得る機能があったのだが、それをアティスと魔王のイメージの通りに動くよう、エレメントの構造を繋つなぎ直してある。

　二人の『カルセならこうあるだろう』という姿を、魔法によって忠実に演じているにすぎないのだ。

　魔王ミトラスの口からは、いつしか小さな笑いが漏れていた。

　彼一人しかいないこの部屋で、いつしかそれは割れるような大声に変わる。

　魔王としての肉体と全能の力を失ってから一年。何の因いん果がかこうして、人間の国家一つを手に入れることに成功してしまった。

「まあせいぜい利用させてもらうとしよう……。あの小僧には気の毒なことだが、な」

　一通り笑って満足したように、魔王は大きく息をついた。

　何もかも信じ切っているアティスの表情を、魔王は思い返していた。だがアティスとの契約は決戦の時が一度目で、今回は二度目だ。願いをかなえてやる義理はない。そして魔王には、魔王でいなければない理由があるのだ。

　――かつて魔王ミトラスは、生き続けることさえ望まない人間たちと、契約をしてしまったことがある。

　そういった絶望した人間の考えや願いは、おおよそ馬ば鹿かげたたった一つのことだ。判を押したようにみな同じになる。ミトラスは、そんな馬鹿げた願いに関かかわるのはごめんだった。だからそういう人間との関わりは、可能な限り避けてきた。

　しかし様々な事情が絡み合い、ついには契約を結んでしまった。お前たちの願いをかなえると、約束してしまったのだ。この契約が実現されれば、人の世界はそのあり方自体を変えるだろう。

　だがそのためには、契約を迫る魔性の神でも、木こ霊だまの森の精せい霊れいでも、勇者アティスであっても困るのだ。天てん空くう人びとが人間たちに刷りこもうとする魔王のイメージこそが、現段階のミトラスにとっては最も都合がいい。

「しかし……」

　魔王ミトラスはもう気づいてしまっていた。

　今の自分の能力で、本当にこの大計画は実現できるのか？

　そんなミトラスを椅い子すの後ろから、二本の腕が抱きしめる。驚いて振り返ると、いつの間にか人形のカルセがそこにいた。

「やめろ、そんなことは命じていない」

　だが口で告げたところで、カルセは離そうとはしない。ミトラスの本心ではないからだ。

　それを自覚したミトラスはしばらくの間、ひとり呆ぼう然ぜんとしていた。

　そしてゆっくりと自分の両手を見て、そこに顔をうずめる。

「……想像以上に、私は人間化してしまっている」

　魔王として行動し振る舞い、契約を実行に移さなければならないのだ。余計な人間の情に振り回されれば、待ち受けるのは破滅だけだ。

　だがミトラスはもう、この王国を理想に導きたいと考え始めてしまっている。

　アティスと友人になりたいと思い始めてしまっている。

　カルセを甦よみがえらせ、自分だけのものにしたいと望んでいる。

　馬ば鹿かげた話だった。人でない自分が人に固こ執しつしてどうする？

　それ以前に、どれか一つでも今の自分に実現などできるのか？

　顔を覆ったまま目を見開けば、指の間から細切れにされた世界が覗のぞく。

　そのどれ一つとして人間のミトラスにとっては、手の届かない遠くにあるように思えた。



    

  
    
      



    

  
    
      
あとがき





　読者の皆さま、こんにちは。伊い都と工こう平へいです。

　今回のお話は魔法が飛び交いモンスターが跋ばつ扈こする異世界が舞台。

　魔王討とう伐ばつという一大イベントの裏で、フェシナス王国を襲った一連の『事件』。その不可解な謎に、魔王・王女・勇者の三人が、それぞれの生き様で挑みます。

　同時にこのお話は『最悪の三角関係』がテーマでもあります。メイン三人の三角関係に別の新たな三角関係が合体していく、三角関係づくしの構造としてみました。

　――しかしなぜまた三角関係なのか？



　その説明をさせて頂く前に、皆さま『囚しゆう人じんのジレンマ』について耳にされたことはありますでしょうか？

『囚人のジレンマ』というのは共犯である二人の囚人に、警官が取り引きを持ちかけるという思考実験です。囚人への罰ばつである懲役年数を上う手まく設定すると、囚人たちはお互いを裏切り、自白する状況が起こりえる、というものです。

　学問としては『限られた情報しか与えられていない二人』がいた場合、一人一人はどういった行動を取るか？　その研究といったところでしょうか。



　しかしこのジレンマで一番重大なポイントは、実は『三人目』である警官が全く無自覚のままこのゲームに巻きこまれてしまっていることにあるのです。

　彼は二人の犯人を自白させたいという動機があり、それはどうすれば可能かを考え、さらに得られた自白の信しん憑びよう性せいに苦悩します。囚人たちと同じく、取り引きを持ちかけた警官自身が、いつの間にかジレンマに陥っているのです。



　こんな風に、三角関係というのは人間社会の中で、時には誰だれも意識せず、気づかれないまま泡あわのように自然発生しているのではないかと想像します。そしてジレンマという自己保存の力によってその場に留まり、世界のあちらこちらにいつの間にか勝手に埋め込まれているのです。今では何のために存在するのか分からないアレとかコレとかも、実は昔に誰かが始めた『取り引きによる三角関係』の名な残ごりなのかもしれません。



　そんなわけで魔王ミトラスが創造を企むのも、人間と世界における最大の『三角関係』です。今では我々もすでにあまり意識することのない究極の二重束縛ダブルバインドに、彼は挑みます。

　――というと何だか真面目まじめな話に聞こえるのですが、何せ魔王本人がああなので脱線が続きそうです。



　さて、そんな魔王の冒険を今回、万ばん国こくあゆやさんの挿絵で彩いろどっていただくことになりました。

　カルセ王女は可愛く格好良く、また性別反転するミトラスとアティスの二人も、それぞれの魅力で物語に華を添えてくれています。本当にありがとうございます。

　あと担当編集さんは今回から、庄しよう司じ智さとしさんにお世話になっております。いろいろお手数をおかけしましたが、今後ともよろしくお願いします。

　そして最後になりましたが、この本を手にとって下さった皆さまにも。

　本当にありがとうございました。

　それではまた次の本で、お会いしましょう。

伊い都と工こう平へい



    

  
    
      



    

  
    
      　著者

　伊都工平（いと・こうへい）

　　兵庫県出身。

　　著者に『第61魔法分隊１～５』『天槍の下のバシレイス１，２』（共に電撃文庫）、『モノケロスの魔杖は穿つ１～４』『さくらら！』（共にＭＦ文庫Ｊ）など。



　イラスト

　万国あゆや（ばんこく・あゆや）

　　日々まったり絵を描いたりしています。

　　ココアがおいしいです。

　　ＨＰ「サモエデスト」

　　http://samoyedest.net/
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